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青柳布原の比較地理学的研究序祝
石 田 寛
地理巡検シ')-ズ第 4集 ｢赤土 高原 の地理｣-坪和高原 ･円城詰原 ･竹荘盆地巡検記録が-
いよいよ出るようになった｡音ひに耐えないO
学生の納寮聴取を中心 とし,敬重関係者U)/ト論をhlえたものであるO大型バ?･に人a)子を一杯つ
めこんで,狭い攻 っほい泊をぶ っ飛ばす旅行が｢股化してい く今日, リュックサックを背負って
静かな山野を三泊四日の日程で歩きながら,自照 人 文地盤を調べたものであるれ こa)旅U)記
緑は,′ト旅行の 11とデルといささか自負していろ.この巡検記録が,ここにこうして出るのも,
お節lL旭町)｡円城(加茂川町 )｡塩野(頚脚 J)の各町役場 ｡教育褒Li会ならびに地元関係者
uJ'(占泊,調速に対する心からの御簸力C)腸である｡ここに記して#謝する次第である｡
今年もまた多数J)卒業生が毎年一回出版されるこ0_)巡楢 己録に,研究教育の一端を抵そって報告
して下さったことは欣快の9-;りであるOなおまた今回は日本史の谷口先生が.-Iii-郡大学人文科学研
究r･-fT報'-講-一約 20号に発表された論文Uノー 部をさらに具体化して特別範就くたされた｡そしてまた
社会学の米村先生は青析相投の村々で研究されている宮座と同族にふれたがら,研究のきひしぎ
4余しさとその重要性を述べた好論を本誌のために特別寄稿されたo厚く御礼申し上げる次第で
ある｡
今回の巡検範剤は中部青鯛市原 一 切和高原,円城高風 竹荘盆地であるoこの3つCj同房は
まことに興味深い所である｡旭川琉球吉備柑京の特色一自然的に人文的に-を遭惜なく提示して
いる｡
吉備高原の典型的な掛･よ砧梁川,ことにその支流成羽川流域においてみられるQそこではV字
型の若い谷が旧輪姐の隆起準平原を深 く刻んで托jt,谷底には集落が少なく,胸突八丁の急板を
登 りつめると,そこにかつ然と苗原がひらける.,田畑.里のあるこの景観にだれしも帯異の眼を
見張るのである｡
大賀台地, 柑暫台地などの石灰岩地鑑のところQ)市原がもっともみごとである0
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ところが東に行くにつれて,平坦な拓原,険しい谷･- 幼年期地形の特徴 一一はその特徴を失
って行 く｡巡検子の眼をたのしませて くれる乗しいマメロン(乳罪状玄武岩鰭)も高梁川を束に
越すと見られない｡市梁川から旭川,吉井川へと兼するlこつれて,おだやかなそしてなだらかな
地形になっていく｡谷底平野は広く,平坦な市原面は低くなり,集落も高原上より谷底平野にな
っていく｡すなわち侵蝕のステージが進んでいることを示している｡吉井川務域では和束郡北部
英田郡南部にわずか蘇原集落がみられる程度であるO
そことて苗原画の侵蝕がすすんでいるので,川上誹でみられるように,数百米の高原上にいるこ
とを忘れさせるようにひろぴろとした地形ではないO
昔井川はその谷底平野が広く,そのうえ大きな盆地を持っている.その盆地は中国山地 青傭高
原のなかでもっとも広く古くからF醗 され,古代住居地大塊操な集塵退柄があり,周虻 ･佐伯 ･
和気の′ト盆地にも′J､威榛ながら条里丑nTjが誕められ,吉井川谷底平野形成の古さを示しているO
旭川流域の地形は,段蝕輪辿のうえからみると,きわめて幼い苗梁川の地形と.かなり年経 り
た吉井川の地形との中間ステージに仕舞するといえようBすなわち谷鹿平野もある程度発達し,
福渡建部盆地には粂砂也割も突施されていたのではないかと想像される所もあるG
吉備拓原の開析皮からみた旭川流域の位怒づけは上述のごとくで,侵蝕のステージがかなり
進んではいるが,それでもなお平坦な市原面がある硬度残っているO上述のか締]高原 ｡円城高原
.竹荘盆地は旭川棚 卸こあり,その支流錨 札 加茂JrT,皐音)'lL上流にある高原ないし盆地で
ある｡高原居住地としてこの3つのブロックには共通性が多いD
低比 ｡生産性 ･僻地性などは望ましくない共通性であろうが,貨革の快適な温湿度 ･汚染されて
いない空売と縮流,純朴な人情などは郡市にはみられない共通利点である｡このような大局的共
通性にもかかわらず上述の3つのブロックにはかなり著しい轟異もみられる｡
排和と円城は苗原の旧輪舶の偉蝕面であり,竹唯は高原の旧輪泊の唯樹面である｡私たちは坊
和から円城 ･竹洋へと沸北から西南へと歩いたのであるO東から西に行 くにつれて市原面は高度
を凄し,その広さを加える.高原面の勾配も3つの芯原のうち西J-)ものほどゆるやかであるo
高度 .欠席己｡広さ,この3つの地形的要妙 ミ,変乱 産策に大きな膨呼を与えているO切和から
旭川の谷へおり,ある程度谷癌のある豊岡川o)谷をd)はりつめ,川のlrfkl上洗瓢 すなわち商流す
る九億川との分水界に,寺あ:抄,人家あり.幣居躯蕗がある｡畑昨U)卓越する楢原から,急坂を
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高 度 勾 配 広 さ 地 形 面
竹 荘 盆 地 300-400 もっとも平乱 半 径 2 臥 堆 横 面
円 城 布 原 300- 350 か な り平 坦 半 径 4 臥 堆 蝕 面
妨 和 布 原 300前役 や ゝ 憤 斜 半 径 6 En 堆 蝕 面
加茂川の谷へ降り,宇甘JlEにそって再び高原へとのはる｡超秒点をこえて上流に行 くにつれて,
身也は広くなa G 広大な竹荘盆地の家並,町がかった集落景鰍 ま,純朴TL坪和の漸谷景観とr･'D著
しい対照を示している.,
功利L高原,円城布原,竹荘盆地は旭川中流部に位岨するところU)ほほ同じ高段の苗原であるれ
類挿瑚引･ま実作,加茂郷(円城はその一部 )は傭弧 竹芯は備 中にそくし,近世においてほ所街■
開院を異にし,そのため幕末風巽急を告げた時には,かすかすのドラマチックLJ)軸件もあったO
O●○
こ0)ように支軌 所領関係 を異にしながらも所 方々々で頭農鋲が行われ.また,地域の緑社宮に
た映 しせつり
関係神社が雑って行う大祭つまり立会祭の慣行がある｡
ま蛙 幸作の崩壊 ･民俗B酔Lの残存 ･なにをとっても梯和の後進ぬ 竹聾の先卦 三がきわめて対 -
照的で,円城はちようどその中聞性を示している｡商品作物の封入.人口の粗茶辻会移動をめぐ
る酬 郡も3つの地域でその探刻さが迎っているO自鯛 裾と経済 ｡社会の関連究明のケースス.
タデ ィー として,この3つの高原はまことに恰好の助であり,自然人文の諸現象を視聴するに打
ってつけの土地である｡
青滑高原は地形学的に,境港地理学的に,そしてまた土地制度史的に究明すべき点を多く宝蔵
している｡私は吉備高原南端の市原集落を仰ぎ鼠る有井川uj谷底平野に育ち.小学校時代の速足
で,石遵寿.桐山o)隆起準平原に何度も連れて行かれたCそU)時は7=L'診らしく思っただけであ
った机 その後いつ迄もその時の見聞や経験かよみがえってきてなつかしいD若いV字谷とその
上の平たい端原画に強く印象づけられたのは,昭和 11年井原の遠祖族へ行っtL･ときである｡今
ではその記憶は滑らいだけれども,そUJ時の興軒と驚異は今 も忘れられなしヽ せまい渓谷を登り
切って急に広く明るい泉観に接した時 ｢桃花統 ｣を思い出した｡最近 10余年間私は胸突八丁
を登っては降り.降りてはまた登り,研究の村頗 塘描 き廻った｡私は吉備高原上の土地利用 ･
集落形態と耕地所有 ｡各種の入会権(ことに放牧栃をめぐ.'て)など.他地域では求めがたい学
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間的宝を探して夢中になったO学生諸君と語りながら書冊市原を歩き漸 くたどりついた峠の綿
風こ`一息いれる時は,この上もなく炎快で,元気に若人と一緒に歩けることu)宰相感にひたれ
るのである｡私はただただ書館 原に鮎せられていたのである｡
音節高原についての私の考え方 ｡見方か最近変化しつつある.外地での見開が私に広い福地
から比較検討を促している｡東部オ-ス十ラT)ヤ山地の隆起準平原面が.あまりにも平坦で娘
Lもなく続いているのを車軸!,こ琉みしめて,そり規模が.わが青術前 に比べて広大であるの
にただただびっくりt,たo契しいユーカリ附'))点庶するニューイングランド卓状地の高原敷観
はまことに印象的であったO自助串を1日中とはしても坂らしい坂にはさしかからないし,海
抜 1000mのこの応原の上がナ-ストラ[)アでもっとも生産的な酸度地域 ｡人口桐軒地域-
オーストラリア水準で-なのであるO音僻笛原に思いをいだし.私はいつの間にか曽滋の地内
■蒜古詩ri原の渡航と比較していか)で,あるo
El本の隆起準平原は大地形郎にみれは,所詮所期造山地帯の隆起蝉平原でパ リスカン造山肝
(中生代造山帯)の果しもなく続く隆起準平原に較ぺると,わが音節芯ERPなど果して隆起埠平
原でござると,大 きい顕して行えるのかと問い返したくもなるO
今までに私は幸いIr-も安き塊たるアンカラ地塊の一角から,その外核l･=ある古期造山帯 や新
川造山軒と二度旅しているし(おはすかしいことたがらそのことを悪熟しないで )南半球の安
定塊たるゴンドワナ大陸の一十巧からそれを額 ()巻 くごとく配列する新 ･旧の造山帯の上を千概
一隅u)好機とあるいは機上か ら,あるいは自gUuL車からしみじみと眺めたのであった｡こうして
私は今,吉備高原をステ-ジの鞄なる冶山軸 の隆起準平原と比較研究することの必要性 朝F'p6
感しているO多田文男先生U)朝鮮｡北支 ｡蛋古地形に関する一連a)研究 (多田文男嘗 ･自然環
境の変貌,東京大学出版軌 1!64所収)や Willcam D Thornbury･, Princ
ip188 0f Gelomorph3gy . John Viley & uClonβ , Nowy'OrK .
195ムを就み.-LRしてみたく1っている｡
割 符福原は日本でもっとも功型的隆起艶平原であり,そ()なかでも高梁川耽域がもっともテ
ィピィカJレである｡しか Lそれとで古舶 主山帯()隆起韓平原に比すれば .そe)広さ .平坦鹿綻
比酎 ~べくもない｡
剖箔高原の巡険岩上,世界の砲京を知らずの･#･を受けて!rlならぬ｡だからといって山orJ彼方
の空遠くにの.;>研究0串を求めず ,脚下を馳 しようで比なレ､かO
(5Wl･y,1川 5)
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1 赤土 に よ せて
宗 田 克 巳
吉備高原壮いつもわれわれが頭からは13:れT=いほど親 しみのあるところであるoそれだけそれtn:
ふさわしい地域性をもったところである｡わが大学の巡検も繰9かえし練りかえしかこ束われて ,
すみずみまで足跡いたらざるなしといいたいところである.それでいて嶺回綻じめてのようを感じ
であり,新知見をひさだすことができるのである｡自然壮変らず^も亦変らずとしへってよいこの地
域がなぜにこれほどわれわれを誘慾するのであろうかO訪ねれば必ず記するとこうがある｡全 く不
忠戒をもんだ｡学生のなかにも在学中5回 4回とよくも飽きずに同行したものも何人かいる｡そん
な学生でもレポートをかけとせがむといや改新をして ,必ず先生かけません ,さっぱり何を.･かいて
よいかまとまりませんという｡先生というものはどうもネが正直に生れついてレ､るものとみえて,
そ ういえば本当t.･そ うかと思ってそれを信じとみ ,困ったなぁと思うことも再三ならずであるOで
もそれは杷[&に終って ,今年もこんなにも立派夜ものが集まったOこれも吉備高原に登ると何をと
らえても種(たれ )になるということもあるのであるC学生諸君には申しわけ食いが御了桑を乞う.
そこで今鹿は私がせがまれる番に食った｡でも先生ともなれば ,一般的なことで授業の足し前く
らい13:つもりでその東めをふさぐということ(,'なる｡
吉備高原の土を特徴づけるものは ,その色が赤色であるということである.そしてこれと同じ色
をした土はこの高原からはなれた南部の丘陵地域でも,いたるところみられるOでもこの吉備高原
面上ほど広くは分布していないのである｡私はこの赤い色をしている吉備高原周辺 の土放 同じ性
'Eのものであって ,この分布する拒閏は同一地形面と考えている｡従って盲備高段姓その境域をも
っとひろげてもいいので紘孜いかとさえ思うo私は実をいうと割 fd'高原の境域を振るのに,い-iの
ところこの赤土の分布域をもってする以外に1･(.いのではなVlかぐらいに思っているOそんなことも
あって .このたびはわざわざ赤土をとりあげたのである｡
それでとりあげた以上いくらかでもこの赤土につVL-tの韮鍵知識とも'なり ,これが地理的にどん
なものであり,またさらに吉備高原で果す役割はどうであるかについて ,私の常強化している程度
について述べてみたい.もちろん多 くの文献を猟 したうえでの論文でlzhので多くの不備や ,い
かがわしいところのあるは十分鬼悟ajlであるので.読者の忌伴の夜い捌判や指導をお掛 すると.
第である｡しかし一つだけ付言しても,きたいことは ,この赤土地帯をあらゆる季節にわた.,て足で
-tl.-
ふみしめてみたことがあり,またこの土に作られた作物の育ち具合 ,その食物としての味合いま
で-わたり通じたつもDであることである｡
赤土はどうしてできるのか いったい土壮どうしてできるのか｡その存在の状辞からおよその
こと絃わかるであろう｡俗に石がくきってできるというが ,それでいいとおもう｡むずかしくい
えば岩石の風化してほろほろになったものに若干の有機分を混じているものであるといったらよ
いであろうo袋菜の対魚になるものはさらにこれに水湿をふくみ植物の生育rL適するものという
ことになっている｡植物の生育云々というけれども,実際紘自然のままでは儀典はありえたいか
ら,岩石の風化 ,有機物の混入くらいまででゆるされていいであろう｡さて岩石の風化とはいか
なることか｡すこし常親的にこれについて述べてみることにしたい｡
す夜わち大きなかたまbである岩石が小さな故片としてばらばらにほぐれること ,それに化学
成分がかたまりの岩石であった時より変ることが考えられる｡まず破片としてほろほろになるこ
とだけなとりあげてみること忙しよう｡エく山の岩はだからほろほろと岩のかけらがくずれ落ち
ているのをみかけるが ,これなどが風化雌 の⊥部であるOこん夜のがつもりつもって厚い土め
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屑ができるのであることがうなずけるoこんな風化のしかたを機械的風化またはばいちん
DiBinteg-rationという｡なぜこんな把かたしへ岩石がはがれるのかというと,それはかも
に気温の日々年々の変化によるといえるのである｡それというの紘岩石はいろいろ,D鉱物や粒子
からできていて ,それらのちかいが熱に対する反応e)しかたのちがいとなるのである｡
すなわち色の娘い鉱物や部分は勲の吸収率が色の白い鉱物や部分より大であるので ,その膨脹
や収縮も大であるということになる｡
そのこと絞これら異質成分の間の肌わかれを生じることになる｡また岩石に比いくら徹宵そう
にみえても若干の削れElがあるもので ,この割れ目にはつねにいくらかの水堤がしみこんでいて,
これがもしも練結するようなことになると,その膨脹比蛍石をひきさくことは易々たるものであ
る｡ こうして大きなかたまりは段々とノト音を破片となってL,･くことは自明の理である.南米の7,
タカマ砂浜ではかかる働きで岩石がわれることが注目され ,そのひきさかれる時の音はど>yビ
ュンと鉄砲を放つ音ににて無気味であるとしへう｡ こ/./,乏ことから瓜く分布する砂漠の砂かすべて
かかる風化によってできたものであることがわかるのである｡つぎK化学成分が変ることによっ
てほろほろになる方面について考えてみることにしょう｡これは:分解作用とエばれるが化学変化
でい6)分解と抹少し広い意味で解せられている ｡
これにはいろいろの働きがあるけれども.そのなかで溶解 .加水 .炭酸化などにu慧ってあげ
てみることにLlう｡溶解のみ単純に考えられるの(I-1岩塩とか石膏とかの岩層のみの場合にいえ
一 八一
ることで,･iずこの頃では論外としていいであろ)｡加水 ,とれ壮広 くみられる現象である｡岩
石中の鉱物のほとんどは水に対してはいたってよわく,水をえて膨脹 した9柔軟になった少するO
雨水や地表を練れている水は必ず大気中の酸素をとかしているから,この水(,{ふれるtrlんいては
酸化作用かおこなわれることにをる｡特に岩石中の鉱物の多くはしへくらか鉄分をふくんでいて,
この鉄分にとの酸化作用が新著に働 くのであるOとのことは他の働き以上によくあらわれるので ,
顕著というのではあるが ,すなわち鉄のサピ色が岩石また比その蔽片に欄 するととKTrるO包
丁や錦の刃のさびたと同じことになるO.さびたら黄面がたた汚れるというだけにとど浸らずして,
それだけ本質が剥がれることになるのであるo鉄の尊びたものは普通格色である｡絵具で褐色の
ことをわれわれ(rLtF'ろ色と数えられまたそ ういっている.それくらい士の色の鉄さび色はわれわ
れにとってしたしみある ものであるDそれかこの岩石の風化の化学変化であるのだ｡しかしこの
酸化作用も地下のどこまでもも､こ夜われるとし19わけのものではたく,ふのす.か ら限界がある｡
その限界というの杖地下水面であるBとの地下水面まで技いわば大気中の空気も自由にI.riL1りと
めるところでもあるわけで ,井戸を碑ってみればわかるととであるが ,このはんいでirl褐色の土
がでてくるのである｡もちろんとのけんいにも多丑の水がふ くまれでJlろこともあって ,高い山
のすそなどの集落の井戸にこの褐色土中の水を飲料水に利用している例は甚だ多いのである.し
かしこれ壮地下水とはいわずに循硬水といわれる｡この循項水に(ri畑地のしもどえの添いのや ,
下水のそのままのよう7i:ものが混じること紘とくあかふれたことで ,注意しなければならないこ
とであろう,泉近簡易水道ブームで共同で飲料水をかんたんにえる施設がされでV,-るが,これで
鮭団誘鏑が発生してさわがれている例をきくが ,領現水利用となればいたしか･/'tもあるまいO
-本当の地下水という(7LJは ,この循環水ではをく地下水面をたたえている水のことであって ,これ
TLれげ本当にゆるやかに婚環 している冊静夜ものが多'vloも-'とも地下水面JjJ=.のところで不浄
fEこの循取水を利用するか ら,ところに上って壮柵浄を地下水かより冊浄でありうるという場合
もありうるOそれでこの地下水面以下ではかえって遼東作用がおこなわれて ,そのために前述の.
鉄分は還元Jct'れることt'f3:る｡
たからこれも井戸を触ってみればわかることだが ,ここからてる士絃灰色または=F'JL色をしてい
るのである｡だから井戸水 をえようとするには授Vlところにこの骨色の砂がざくざくてるところ
を目当て由放れはいレ､ということが常識である｡
炭酸化(ri現代の日本のような湿和気候に顕著にあらわれる ものである｡雨水は大気中の炭酸ガ
スをとかし,H2C0 3の溶練とIなっているといえるD･また温帯地方の川水も多丑にH2COS
を含んでいる｡このH2C0 3の溶牧か岩石托働きかけるということであらわれるのであるo
いつもひきあいにだされるのであるが .正長石の分解で
Ⅹ20Al2036Sio2十2H20十 CO2ー
Al2032Sio2 2H20十 4Sio2十Ⅹ2CO3
一般に結晶JRの長石をふくむ岩石に雨水が働 くと,粘土 ･砂･炭酸塩溶液ができる｡花こう岩が
風化して其砂土(まきつち)ができることもわかるのである｡
鉄.苦土鉱物 (雲母 .角閃石の如き)が分解すると ,含永酸化鉄すなわち褐鉄鉱ができるので
あるbよく山あいの湿田のすみVE瀬褐色のとろとろした物部がたまっているのをみかけることが
あるが ,これが褐鉄鉱のできているもので ,これが ぎよう結してかたまりに夜∵つたものが鉱石と
して轄行されているのである｡
水によくとけるという石灰岩も ,このH2CO 3溶液でいちじるしくとけるcT)であるOもちろ
ん純粋の水でもわずかは溶けるが ,H2CO3溶接(7)方がよくとけることはいうまでもなレ､o
この溶けたあとの複雑な地形をカルスト地形とい うこと綻周知に属するが ,ここで開港になるL73
紘 ,それよ･ilかこのカルスト地形に存する赤色土である. これ按石灰岩中に含まれていた離溶の
不純物である鉄･苦土分であるという｡これを南欧でテラ･ロツサとよばれてし1る｡Terra
ro8Baとは red earth の意味である｡南欧のかかる士について最初紹介されたのは辻村
太郎先生であって,先生比 この土の成因から考えて残液士とエばれたOもちろん溶けのこカの原
地土壌ではあるが ,赤色土あるいは赤土というべきであろう｡
かくてかかる寿色土は化学的風化におうもので ,その結果は温帯の湿i降地方に明白にみとめら
れるが ,このことは気温 .降水i ともI.C大 きい赤道地方で澱大に達するのであるOか くて赤道地
方にラテライトが成生されるのであるOラテライトはその質か らいえば ,赤禍粘土椋物JEといつ
たらよいもので ,含水7ルミナが鉄やマy ガンの酸化物で若色されたものである｡Laterite
の Laterは brick 喋瓦の庵 で あって ,色 が喋 瓦 色を してい る とい うに
あらずして ,切り口が煉瓦のようにかた くなるというのである.この土の母岩比玄武岩･花こう
岩 .片麻岩 ･粘板岩.砂岩など熱帯に分布する滴々の岩石に発してをb,母岩との特別の関連托
夜い ようである｡このラテライトは温帯の風化産物にくらべて建碑分SiChoI)か 1ことか特徴で
あって ,ラテライト地域を･沌れる河水にはこれが多丑に浴けてLJlるというから,母岩中の珪酸分
牲降る多血の雨水に溶けて川にどんどんぬけているといえるのである｡ところか吉備高原をはじ
めとして西日太の赤土は色からいって決してラテライトVr/iけなV･ものがあるけれども,珪酸分
にTld'んでし､る｡南洋のボーキサイトとして較行されているAlの原鉱i･このラテライトの特殊の
ものであって ,わが国の粘土質の士が40多以上のAlを含みたがらもAl鉱石としての価値が
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みとめられないわけ紘一にかかってこのあたりにあるようであるO
ここらで菅備高蔽あたりに分布する赤土について,その成因なb性質(,Cついて少しはかb述べる
ことにしよう｡
せず母岩といって土ができる以前の材料についてみると,火成岩のいろいろのもの .水成岩で
も古生屑の砂岩粘板岩あるいはこれらから変成岩になった片岩類まであるが ,それに加えてこの
地峡では洗練世のものと考えてよいLl砂利屑といって7tだぎょう結したことのない堆bfl物がある｡
良し上のいろいろ異った母岩が風化して.ほほにたよう:な赤土になっているのであるb赤土も西日
本で顕著な土の～矧てなって紘L,･るが ,これについて士包学者の間で温帯湿潤の気族がこれをつ
くるのにあずかって力があったといわれている｡熱帯湿潤気候のもとに硯にラテライトがみられ
るがそれを認めて,温帯湿潤の気侯に赤土の成因を求めること榊垂めてLq然のようである.だが
頚者は吉備高原上の赤土については ,必ず しも温帯G.潤であると考える:ては及ばないとL､もう.
それとも一つこの土は現代のものでなくて ,その表土cf一部をCrJぞいてそれは少くとも洪株時代
までさかのほりうると考えるのであるoすなわちこの赤色抹洪析世に染-,tられた色であるとい う
ことである｡かく考えるKl.i洪希世は実に都合の上しrl時代であったのであるOというの虻浜頼世
という100万年oI)間に 4回にわたって氷期という寮冷で降水丑の多かった時期と.その間の間
氷期といって積めて乾県し気温も高くなった時期とがあったOそして日本の部厚い士はこの間氷
期の問につくられたものといってよレ､のではない79･とおもう.特によく風化しているもの托そ う
いってせちがtJl夜かろうb間氷期についで氷期が訪れるのであるが ,日本では間氷期I.,{できた土
をとりのぞくような氷河は流れず,またこれらを洗い托すほとの雨も降ったともおもえない｡それ
でふるい土がいたるところでJljtく残っているC:)である｡でも搬 'に接すろ地域では早く削りさら
れたが ,吉備高原のように拳平原が隆起して新 しい冶圏の谷がまた十分のびてないところでは ,
このふるレ▲土がほとんどそ っくりそのまま残っているのである｡
さらに土の移動したものか ,できたその切所に止ったものかによって ,それぞれ ,丁"l範士 ･原
耕土の名がついている｡こytらの間の若しレ､相違は ,前者はよくこなれてレーて粒子がこまかく,
その上ねぼ りのつよいということが特徴で.後者妊粒子のこまか く,ねぼりつよいような部分は
とりさられて ,よくこなれていないで粒子もあらく,ねはりを生じないようなものであることが
特徴であるOでも梅めて低水難のところでほとんど適びさられるJ蛸己のないところでできろ原横
土であれば群渚にちかいよう.,:E性質をかびてくるととは十分考えられる,脚 の浪楽準平原でみ
る赤土などはそ うした例かとおもうbそこで考えられること比 ,吉備高原でみられるこの土は ,
吉備高原が低水準の時代にできた原秋土であるということでき)る.よくこなれていてねはいこと
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で ,との赤土地方で抹叔近道路の改修などでほとほと困りぬいてVlる｡というの比 ,いちと雨で
も降るとトラックなどの希だちのあとは深 くくぼんで ,これにいつ溝でも水たまりが残る｡しか
もこんな輪7t'ちを享けて利用されると,そのところにまた大きな鷲たちを生じるとい うぐあいで.
歩くものの利用される路面がなくなる｡ こんな- ごみに砂利をいれでもぢき沈んでしまって ,ま
たもととおをじとと'lCたる｡それでいてこのところが乾ききると ,そのしまり('あいは全 くかた
い石同様でポチの低い自動車はつかえて車をこわナとい うあbさまであるOでもこの赤土地帯の
土地利用壮すすんでいて ,ここを中心に雄藩の発達は疎状塊村か散村の形をとるが ,せずエくす
みついているといえるのである｡だがこの土の屑から飲料水なえるととはほとんど不可能にちか
く.そのためにその水敵 不便でも住居からか75:少はなれたところに求めねばならんのであるO
そしてなかに絃凹地の溜b水に上るものもあるが ,そんな場合t'E必ずといってよいほど黄色C'C濁
っているのにかどろくのである｡つまりこれなどは捉水である｡ここいらでこの高原の赤土と国
東のいわゆる関東ロームを比較 してみたho関東地方では川筋わずかをのこして台地のところは
全面といってよいほど広くこの関東ロームに掩われている｡これはい うまでもなく洪併世に活動
した周辺の火山,D火山灰の風化したものである.全休の厚さは約 20mもあるが ,それが上から
下まで均斉というわけでなく,所によっては浮石や,川の砂利T3..ではさんでいて ,赤土の席と紘若
干ちがっているが ,同じ原耕土とみなしてよいとかもうQ違 うとすれば赤土屑は母岩が7 17シブ
のものであるのにこれ杜はじめからボーダ-であるということである｡そして色も関東 ロー ムは
褐色から朱色までで ,赤色とtJ^われるほどのものはまれである｡成分からいえば全部どの地方の
ものも安山岩耳で,それがよくこなれ .そのため雨あがりの道で姓赤土とおなじぐらいよくねぼ
る｡それでいて乾煉すると,すこしの圧力にもばらばらの粉末にこわれる｡そのために 5月から
4月の乾燥期ともなると,風にあふられたこのp-ムは空中高くtレ､あがり空を掩 うほどである｡
雨期にねぼり乾期に塵となって空を掩う拭大陸の瀬土(レス)である｡｢±こと手にしてみる関東
ロームは凍土そのものである｡
この珊束 ロー ム紘畑物帝に根菜類 ･芋類が適するようであるが ,吉備高原の赤土もまたかT_じ
ことがいえそうである｡
土紘恩いばかりがよレ､ので絃ない 昔から土の肥沃鹿 と鼎色とは何らか関係もりげにいわれてき
ている｡チエルノー ジェムにしろ ,レク7-にしろ ,みんなその黒いことが強調されている｡こ
れはこれで認めていい｡しか し黒く衣くても榊 .ものはかなりつくれるO
土の色はその化学性に上るものであるが ,たとえその化学性において劣っていても,物理性に
かいてす ぐれているということもある.そして作物技人の作るものであるから,適地適作とレ､う
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ことで ,それをいかしてつくられる｡どんなところでも人がなが く住みつt,-たところであれば .
必ずその土地に気朕ばかbてたく土にまで胤もする上うに丘ってくるものである｡そうして生れ
たものが特産物である｡
青備高原の赤土にどんな特産物があげられるか｡ますあげられるのはゴボウにコンニャクであ
ろう｡ゴボウで紘昔から高屋ゴボウ･明治ゴTk'ウ･足守ゴボウと名のとお･つたものがあるが ,覗
在ゴボウ作りに専念 しとるところは芳井町の明治であるので ,明治に足をいれてみることにし上
ら.おなじ明治でも池ノ谷部商はゴボウとコンニャクをか らませて多丑の出荷をしている｡もち
ろん赤土地帯である｡
赤土地帯はどこでも均質で地が探い｡そのことが輯もの的:ぐあいがレ､いらしレ､,yLA南の英抄土
地帯のものは .ゴボウといえば朝鮮人蒼のように股の卓Vlたものがあたりまえのエうに思ってい
るが,明治ゴボウは放 して股はさかない｡全 く一本の律のように実直でつる｡
その長さも50czr内外で ,茨城ゴボウにくらべると決して長いとはいえないが,やわらか くて
香気のよいのでそのにん気をエぴ ,三原から岡山の間の市域を独占しているC
この50cmもあるものが前述のねばいかわくとかた くしまる士に#_まっていること姓 ,いざ招
るとなると厄介なのである｡ 1反歩の振り上げに 20人夫を襲するとVlう.それでいせclろでは
福山あたりの仲罪人が畑irnlい忙して祝ってもってゆくようになっている｡それでも反当 50ロー
aOOflとして1D万円くらいにはなるらしいから,畑作点村にしてはまずまずとしへったところ
で奉ろう｡コポウのあとにコンニャクを作付けられるが ,コンニャクの方托相場の変動がはげL
L1いまごろでは ,以前ほど乗り気で夜いようであるが ,それでも地方の常要もあって ,ふしょう
ぷしよう作られて/,itr･るC以融 ま-J'ポウより-1ンニヤクに亀点がかかれ ,コンニ ャクを余計作っ
てレlるといい吸入り口があったほどであるか ,それは昔･J.)夢物蘇りとなってし-まった｡
ゴボウとコノニ ヤクの抱き合せとし･>うが ,これは:ちと猿手のちがう作物で,前者は棒状に長く,
後者Crlこぶしのように九レ､｡そ,23ことでコンニャク杜ゴボウのようにかたくしまる土では困るの
である｡そこでゴボウ独りして土をうかせ ,これ忙芝 くさを塩入するのである｡こOj芝くさの卑
偏がかんたんでかハということも,コソ-JrクqJうえしぶられる理由の一つでもあるようである｡
高原面での畑作では屯晩か-奄問題に在る｡ところがゴがウ(/Cしろコンニャクにしろ中耕しな
いのであるから ,この点は有利である｡ このこと托四してここの赤土そのものの物理性が大きく
ものをいうのである｡というの牡かたくしまるこの土は上く水分を吸収 し,よくそれを保有する
とい うことであるO排水不良とレ､うので托あるが =且射てたえず水分を保っているとtJlうことは
作物にとって大切な土製に必駿条件である｡コソニヤクの方はわ･:i^るようたきめこまかい土がハ
I-.
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いが一方排水良好でないといけない｡そこで芝草を没入するという方法をとることになる｡
いくら適地適作とはいっても ,いせの世の中は脚 が自然エb使先する世の中である｡水田に
ブドウやタバコが遠慮凌Lにうえられだしたo軸後のはげしい鼻薬変革は果樹と酪鍵であるよう
だ｡それで目だったことに ,いせまで果樹綻胞対 うえてほならんとおもわれていたところにどん
どんその果樹がうえられたした｡なかにも-ブドウが この高原の赤土地帯にも,ものすごく入って
きた｡そして楚地上りも温室と,鉄筋のブドウ園家屋が軒をつらねることになった｡姓協の小口
融資の困難夜のに .50万 100万の金を投じて,おそるおそるやってみた｡ところが成功したQ
いせではそのもとで紘とりかえして ,せるせるもうけになIDているO虫初に手をつけたのは井原
地区の青野であb,それから円城とし､うところであろう｡巡検で円城の平坦面上の一面赤い土の
上にタバコと温室の交互しているのを見たときには誰しも異様な感に打たれたにちかいない.な
ぜをらば投下資本はなく労力のみかかるタバコと,投下資本の莫大で労力はその割にかからない
温室ブドウが余りにも対月鞄勺なのが削 問的に日に.映するからであるO
それはやってみて割 i)がよかったというだけにとどせらない｡高原赤土のこのブドウが南部千
坦部ないし屈簸部のそれより品紫の点ですぐれていることがわかったのである｡ このことは市場
確保の上に極めて有利となったのであるO都市に近ハ南部地峡はいいといわれる果樹にも大分飽
き都市-通勤する者の数をましている｡こうなれば高原のかかる方面への土地利用の切りかえは ,
南部地方の河がわbとしてますます発展してゆくであろうし.またそ うあるべきであるとおもう｡
ある程駐生活の平均化がかこ･/=われると ,人の求ゆるものは丑より質になる｡果物もうまい方が
優先してくるにらがいない.その うせいものが少くなればより高くなる,高くなるとまたそのも
のの丑がふえる｡質も丑もか くして向上するようである｡ついでながらも一つだけこのことにつ
いていうと,農林省は良質米なるものを別にもうけたo このことは侮日横線的にく･,ている常食
G')米に.上下の味のもがいがあり,できればいい味のものを食いたいとい う消費者の償いから生
れたものである｡ところでとの良質米たるや ,われわれのかなじみの沖秩平野より,山間の泥水
油め池潮灘をしているようをものの方にえやすいことがわかりつつあるo特に都会のスシ米とし
て高原地峡のもので2倍 5倍の高値で売 られているものがあると開く｡重枯な赤土は韮枯在米を
育てるらしい｡関東ロームにできた米をつくったことのないもの仕分らんであろうと思 うが ,栄
に力がない ,食ってじき腹が-る.もち米も同様で,餅も焼いてこがして雑煮にしないと,汁の
中で餅がとけてしま うCところが近頃岡山あたりでもn宅はi;･餅は焼いてお轍 LIiすのエPと,
気取 った臭がちらほ らあらわれかけた｡にせ文化人もええところであるD こ か ＼んの餅を焼いて
推最(Q-してよいか焼かずにしてよいか .食って附 しばすぐ分るはず ,江戸ッ子の兵似ばカ.クした
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のが能じゃあるまい｡ ここらで花道ならぬ脱 をチョンチョンと引きさがることにしょう｡
以上tJlくらか俗っぽくIRりすぎた成仏あるが故老の細 で見 ,納車,感じた-Li-1をしるした｡
吉備-蘇.源 の赤土これは普騰高原の身上である.高原の人はこれを大切てし,これでしあわせをつ
LL･(rj
かんでは しいものである｡
2 巡検 地域 の地質地形 あれ これ
矢掛石の別･jTZ港地
宗 田 克 巳
鼎痛い=広く分布する花樹岩.'rl,旭川てそ)ては裾渡-tで ,商葉州4:そうては備中川面までみられ
るoそして今度J)巡検範囲では南半の竹荘盆地と笥州 の平坦部の碁盤が ,この高梁川付近の花樹
岩のつづきて占められていろO
':-Tr:
また福渡から#,田までにみられる流紋岩壮右岸一軒の刀口茂 .建部Le:広くあらわれていて,備前
蝦高峯の本宮山 もこの流紋岩の浸食瓜峯であるo
Lt1二.-:
さて也田をすぎるころよりは ,急にJ,i:観がうすく{7'くなるが ,これは岩瀬の変化によるものと
思わ九,7J｡すなわちダムyFTtいから左岸一帯は三郡変成帝の変成岩域で ,,-t.il色の千枚岩や綴色の輝
,T.i岩や結晶片岩からなる｡
拭一 輝姫付近･栃原付近 ･東排和の坂道にみられる緑色塊状のも6)は輝線岩で ,近頃やかま
しくt.^われでいる矢掛石と同所向時代のものである｡特に栃原から画餅和にかすであらわれてい
るも(つは ,矢掛石そっくりのものがあるo こんな岩石のできるのは ,できるたけの理由があるの
である｡日本のレ､まの位紅に比しめて陸地ができたの姓古生代の末から中生代のはじめにかけて
てあって ,それまではとの位牡はアジア大陸のほとりの海底で ,大陸からの土砂がここに流れこ
み ,海底仕その重みi'rj(I_えかねて,土砂がつもるたけ底が沈降し,そのためにここにつもった土
砂のIS{湾は 1万1ILちか くになったものであるoそ してこう如く堆積がおこ夜わ11ると,堆横物 自
体LF_ある種の力を生 じ,それに_よってつtJlに海水中から高い山脈が頭をもたげて陸地がで きるこ
とになる｡かかる地殻の働きを過山遇触とよんでいるが ,日本aIL)このころの造山蓮如を秋吉造山
過勤といい ,ヨー ロ ッJlのパリスカソ造山過勤に刊応するものと考えられるoそしてこの陸上に
あらわれた地層は秩父古生個とtJlわれてtJlるが ,いせでは其の後の地殻D変動や改良できれざれ
になり,そのころの毅はいまれ沸すべ くもかJlが ,それほどの大変勉であっただけに ,准耕岩も
まともにその本来の性質を保つもDばか如まなく .こE,の旭川筋trLみられるように千*,岩や結晶
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片岩に-2で変質をこうむっているのである｡ここの輝線岩も粒状でなく,接衝で玄武岩に似てい
るOこれは造山遅ibのはじまっている時,まだ海中で火山活動がおこなわれ ,その時溶岩として
噴いた少,また火山灰として放出されたものが地膚のあいだにはさまれ,他の地層と同時に変紫
を うけたものといえるのである｡かかる古生屑のあいだにはさ･よれた線色の岩瀬は夜久野塩基性
岩といって,酉南日本の中国地方で特徴ある岩石として知られているC-｢見して層状であるかと
おもえば塊決でもあb,風化しないものが地層のなかで′トさをブロック状になってレ､て,しかも
その表面多孔質をおもわせるその孔の部分iこ石英充項物が杏仁状につまtl,番異を模様となって
愛石家をよろこぼせているのである｡矢掛石はこんなわけで矢掛地方の常連でなく,古生代の変
成葡(,こいたるところrLあることを伝えておきたいO唯我岩で紘ずっと新しいところで ,竹荘盆地
の大部分を占める節≡紀層と,円城や香川に広く分布する山砂利層がかずられるO第三紀層は媒
岩及び脚 ､らなり,礎岩でに下竹壬の二重坂の路傍では径 51〕cTnくらいの円攻をふくむものが
ある｡また砂岩拭盆地底いたるところでみられるが,十分凝固していないものが多く,この7m ･
陀ビか)7の如き巻貝TPオキ･yジミらしい二枚月などが含まれ ,海底の地層であったことをおも
わせるが,またコ-クのよう7k陸源のもC)も含封 している｡山砂利仕砂利 ･砂･粘土を混じた無
届理の堆積物で,どこでも地表にあらわれているo平野をのぞいて壮壕も新しい地層であって ,
現今の河原の砂利そっくりのもの,あるいはひどく風化してくさって鍬できられるほどのものま
である｡大き'Y-･もので性上竹雀の俵原で径 5〝lもあるものが表面培かれており,その存在IR:謎を
なげかけているO
市原と探しへ谷
地形は地形で福蛭から(fL急に変る｡建部あたりに姓広LJl脊底平野が目をみ仕るばかりに広くひ
らけている｡私は昭和 1D年 この平野の一隅で再生式住居跡をみつけることがで幸た｡
ここでの完全な土器と炉の位慣なまる く敷石でぶちどっていたの紘-i,までも目にうかぶO石田
先生がここに条理のあとを考えられているのも無理からんと思われる｡もっとも低い段丘面とい
えるむで参ろうが,それも堆横面らしいところが広くみとめられるOだが福渡の町をはずれると
せったくの段丘で,だれがみてもよくわかるほどである｡川むこうの久良でも,道路ぞいの野呂で
もみんな段丘上の非醇である｡ちなみに野呂のいりロの県道にそうて駈 疎がみごとにあらわれ
てt'､る｡ここらあたりか ら7ta川紘山地をふかく切 りこんで曲流する絞めとみ蛇行で ,谷の横断形
はⅤ手製そっくりである｡だから谷底に平坦部など綻見られなくなる｡ダムのつくられる地形と
はこんなところである｡
こんな若い谷に支谷が顕著であること綻意外なことで ,それが歯私的である点に意義を認めね
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ばなるiLへOそれは地形図でみてもわかるが ,東北一西南の直線軟の通谷をつくっていることで
ある｡し､'/iでもなくこれらは断層谷であって.軒下でも断届谷では規模にかいてめずらしいも
のばか りである｡西川で中学校の鮫庭に立って北方をのぞんだ達しもがたしかJ.･CうなずIJlたI.i/Cち
がいない｡その南に栃拐-.'の谷があD,その南の延長には小森温泉が噴 くものと五､もわれるし,鶴
田の谷(,i,福渡図幅内で直鰍 であるたけでなく,赤心西富酸)打大西から院ノ庄まで延長する｡
こんな谷ばかi)歩いて谷底の典裕のまrLなととだけに気をとられていると,吉備高原地方の土
地別働iほとんど問題にたらなしへであろう.剛 は 少東姉御への虹己は広 くこそあるが曲折して
急である.だが登bつめたら頂近くの斜面にみる-G落吐塊村であるCそ してそ:D周囲1.6=は水mが
顔,:なとり'まいているのであるoLかしこの程度では音節満腹の模式地とはレ､えない｡なるほど東
排和とIk'.q一排卿rkむすぷ道路は等高線退路で抹あるが .その曲折(rllilだLLへOこれは.西川の谷と栃
IiTtL73谷に代かEれたせ-ih地塊であるだけに,それ らp両方向からの軽食の手かひどくのぴたせい
とおもわれるoそれ托簡研和の雨の路傍から北方を在がめてみろことによってその綻げしきがわ
かるであろうoせまい′J､さを地塊にくt,･こむ新しい脊比,ち-LtbVL'も大きく深い｡このことtrl地
図だIrIみたuDでは理解できないところである｡平坦面rt南I,･Cわたった円城,弔陽にいたれば ,ひ
ろくもなるし,馬原状と4:る｡レ､ずれも急坂を登 りつめてこの商止 に逢すろく7)で参るが ,こD面
上での道は直線J.･r_近く,路上を走る車中ではちっとも4 00mか ら･f)山頂にあることを感じない｡
なかでも訳解町の青川では ,フラノトたことは沖所平野とまがうばかりで ,水田の鞍に落差を
みたいこと8町に及ぶと,八丁境の名がついてい･るほどで奉るoあまつさえこれ らの水田(･Cい ぐ
さが甘々としているのなみせつけられてirl群発を生するのも無理からんといえる｡751ゝ る平坦面
はかっての準平原であるから,レ､くら平坦て あるとレ､っても波t7)ように凸凹がみられるはすで,
ここのようにその凸凹のなレ･部 分が広V,･の妓まれな例といわねはならぬ｡でもこ･zj北端の千木
あたりで浅い谷かみられ ,等福感もこのあたりで道路に接する｡す別っち有荻川の-支流はここ
まで息女谷をつ くって延びているのであるCここの韓V,谷川日輪池の谷 ,等高線の接していると
ころが遜移点で ,これか ら下流は折輪廻の谷といえるので ,新旧両谷の接倒rlいつもこのように
頼斜変換点となっているのであるO竹荘盆地で比九億 の土生あたりにこれがみられる.ここの河
床でk【花こう岩がその殺虫をさまたけて早激が若にむせんでいる｡だがいかにもこの高原の盆地
にいとむが如 くみられる新絵廻谷は .高梁方面からのもので,西端の平田のあたDまでのぴてい
る狐谷である｡俵原の溜め池のある低地は旧畿担谷で ,これは平田の十字路で南に急斜 している
のがみられる｡すなわち狐谷の遷移点である｡｢鮭に新編魁の脊0)水田土地結 うすく,旧輸姫の
それは短い｡俵Jw.ではこの旧冶池谷からQ)土でEを放いてvlるが ,その-んの事冊を物語るもの
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といえよう｡
最後にこの竹荘盆地だけの概観をのべてかきたいOこOI)盆地の周革まを.みる('C4007W内外のと
ころにかなり平坦部があって.これにItitい谷らしいもCj)もついている｡ムLそらくこのIbI比前述の
八丁畷所と対応するものとおもわれる｡なんとなればこれに山砂利をのせているのである｡ これ
に対 し新町あたりの盆地底とおもわれるあたりの標高は250m内外であるから,かな9の高度
差といえるのである｡ しかもこの盆地底結腐植質の粘土の堆棟やt=I-I(溌炭 )までも埋横され
ている｡ こんなことからこの盆地はかって福原の湖南であった時代が考えられる｡そして不思議
75:ことにこの底地の内側が第三紀層で,これをとりまく商いところが花こう岩で ,この花こう岩
は丘略状にこの盆地trLむかって張りだしているのであるo集落はそ うした丘暁に浅みれつ くよう
に立地して6-･り,またこの丘陵部が畑地として節かれ ,そCL)他と盆地底が水田でもAかわれている｡
-また不怒涛と水凹域から比飲料水が得られないで ,この丘陵周指からのみそれが得られる｡舶近
発達 した薪町の街村の親相はみんなこの丘陵部であって ,せっかく便利な低地に移 9ながら飲料
汰(I-1との丘障部に求めているというありさまである｡
5 吉備高原と私
米 村 昭 二
岡山大学に奉聴してから,はや4年の歳月が流れたが ,月日の経過の速さもさること乍ら,私
にとって壮誠に多Zii多難な時期であった｡そうしたなかにあって ,私 と壱備高炉との蘇付きは ,
昭和 56年 9月 ,第6回地域研究のときtR:始まるO昭和 56年といえば ,煎佳節 1年目の年であ
り,そうした意味合いから,吉備高原との因縁壮早かったといってもよい｡
これに先立って,旧新見正の福瀬へ調査に入り,｢名｣を鳩成単位とする祭花組撒 ,村落生活
を大きく奴制するかな裁 ,かな子の親分子分領渡 が ,強 く私の社会学的興味を呼び起 したが .紘
∴ '-ll,二 二 ∴∵ 二 二 二 ■∴ 二二 -'~''lj~~
先任地国際姓慣数大学社会科学研究所時代の8年間 ,私の研究嶺城は ,主として7メ.)カ農村 ｣
社会学に限られ ,此村のフ ィー ルドワークは ,その合間を縫っててあり,怨村調査に本格的に紺
を出したのは ,蝦後の2年間であった｡.そうした恵味か ､忙お小 て,長年親 しんだ研究所を去り,
7メリカの文献と離れることは,当時の私忙とっては御前であb.正(,E断腸の)思いであったo岡
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山に来て ,どのような形で自分の研究を:立直すかtr:ついて綻 ,正直なところ自信めいたことは何
-つなかった｡先学,先生 ,友人は ,敵励してgまくれたが ,何の拡めにもならなかった｡ともか
く探るよう女気持て三野旺したのが束尖であった｡ しかし ,これを機会に何かをやらればという気
持が強く働いたのも事乗である｡そ うした気拝から文献の収簸 ,文献の研究は,長期計画でやる
こと(rCして ,先ずフ ィー ルドに近い阿山の特権を利用して,何ができるかを誕査し.足腐めをし
ようと考え,思い立ったのがIJJ,I;瀬調査であった｡そうしたたかで ,長里の同族が私(･C与えてくれ
た印集は ,余りに強烈であった｡同族は ,我国社会学の兼敏のなかで糖も誇りうる学問的漣産の
一つであり,その本質究明KtlrI.まだ未解決の分野が多く残されてV)るoことに従来,D同族#_論は ,
信州 ,甲府 ,東北の釆俵に基づいた理論であるだけにそこの地域性が,同族理論に頭を与えてい
ないとは必ずしも言えない｡これに対して ,その他 で,7J･た棟 内解合は ,関東 ,ILfI北に特徴的
な上下的性格が弱く,フラットであるが ,一族の結束か固vlところにその特徴がある｡
これ綻少なくとも同族の-類型として,取bあげて'V,い問題であるが ,そのよってくる原田の
究明も残された課題であD,こうした同族類型は一休全体これまで論じられてきたティt=Eヵルな
同族から組結合に至るプロセスの一段階なのかどうかの位肝づけ も問題になる｡宕イ郎 占殿上の村
落は ,家格意識がいまたか強く,伝麻も空かで,史料も比較的保有されてVl･73ところだけに ,同
校問題を解明する格好の場所でtri-^ないかと思 う｡故と青備高原との結付き比それに始まら,それ
に熊るともいっていVlかと思うC
社会学は現実科学であり,現下の凸村吐範換期に当面し,その方･Ju]を性索してVl･5とき ,今更
そんな悠長なととをとの声もあるが .それ絃それとして究明すればいいのであり,又それについ
ての私見もある｡ しかし,同族問題拭 ,日本の村請神道を解明する一つの鍵であり,日本文化の
すぐれた遺産を知ろうとする人もあっていいし,同族研究は ,正路のようには見えろが .今日o'D
凸村を理解する正しい方法でもあるo少なくとも私性そ う思レ､,それに弟気づけられて ,割希高
即 特徴的な上り,下り摘 ぎ乍ら,巌 ,鍾 ,棺 と歩;き続けた｡
私が吉備満腹に引かれる第二の点は .祭ネ己組鮎てある｡｢鮫に ,作州('=は ,｢:乙｣-･k柵成単位
I
とする祭妃組扱う;かなb残存している,私見に限っても40はある｡なかには ,中世の名主体制
に由来するものもあるし,奴名体制によるものもある｡歴史家でない私に ,起源の問藍扶余わに
' 難 しい間組であるが ,現在を間組 として ,その究明に必要で可能な限り.歴史的に淋源する方法
を用いる社会学にとっても,この間温結擾めて舛妹疾い｡名の分解 ･解体一近世村落の独立 '発
展は ,中世から近世への移行を称す韮箪テーマであるが ,それに同族の発展.ノJ､分団化を績ませ
ることにエ-=て･一層グィグィッドな分析が{･き ,問ki政一届梢細に匪鞘できるので仕たいかと思う｡
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僻に .祭妃組鰍 ,｢伝統の容器Jといわれ ,伝東と版行をよくキー プしているだけに ,この面
からする追求1.･r_よって.史料の欠如を補足できるだけでなく,同族間題の解明にもスポットライ
トを与えてくれるものと考えられる｡少なくとも私は中世から近世の移行を同族と槻係づけて論
ずる必要があD,吉備高原では地図法による ｢名｣の復原と共にそれカ可能であると思っている｡
私は ,そうした例を,打穴にある宮代神社に入る未貞名と佐居棟内との流速にみるととができた
が ,そこでは ,本当 .助当関係が,本家 ,分家の序列に即応しており,佐居屋敷とその名田を復
原することもできた｡耕卸｢三の宮｣の改造名を政近一統 ,気音神社の友久名と界田-枕,下加
茂村,日吉神社についても同様のことがいわれる｡一例をあげると,延宝4年 (1676)の
｢下加茂村日青神社寄進扱｣に日吉神社蹄係の名として21名 ,名屋敷として98屋敷があった
ことが分る｡これを野&-についてみることにして苦己戟方式をあげると,1.拾匁 冊久名林屋敷
佐助 1･三匁 同名新屋敢七右軒門 1.-=匁 同名片今屋敷 久三郎 1.三匁 同名一段屋敷と
ある｡さらrLこれを ｢備前国i,)高和犬谷村之内野原中之先祖脊下シ｣t･C上って関係づけろと,助
市郎の後嗣が佐介であb,松左工門柱 ,助市餌の二男 ,七右衛門紘三男 ,久三郎壮四男である｡
本名 ,脇名の園係が同族の上下関係と相即し,名の分解が同族の発展 ,分家創設と一致している
事情が分るし,しかも奈妃面ではそれが依然名のもとに統一されて ,模能していることも判然と
する｡
このように ,条花組散を中核に,名と同族とを鮒連づけることは ,単に名 ,同族間題だけでな
く,さらに近世村落共同体の法化の究明にも通じるのではないか と思っている｡7メリカのすぐ
れた社会学者ホーマンズ(Romans) 紘 ,社会学的観点から｢English Villager8
0f the ThirteenthCenturyJ という名書を残 し〝Thc Rural Sociology
oLMedievalEngland〝 とVlう好玲文を残しているが ,あやかるわけでは決してない
が '私も歴史社会学の分野でいいアルJl.イトをしたいOできない迄も,せめて志したいと思って
いる｡しかし,その道は険 しく厳しvloそれだけに .青備高原をいっしょに歩いた研究室の#.君 ,
同学の友が一入嬢 しい｡そうした人達の協力に答える上からも大いに研射しなければならない｡
以後に ,祭祖組般欄 連する閉尿として,姐出面からするこれ迄のアプロー チと並んでいt一
つ素数の内容に迄分析を進める必要がある｡少なくとも吉備高原では ,そうする必要があり,i
たそれが可能ではないかと思 う｡厳しい自然と災厄とに対処して生きなければならをV機 民にと
って ･科学が幼稚であればあるだけ ,兼敏は勇気と行劫の指針を与えてくれる大きな力であった｡
天災と病気がどれ位姓氏を苦しめ悩したかは矢吹棚 ｢近世作爾座付史料｣忙その一端を何 うこ
とができる｡そうした曲民を慰め ,救おうとしたのが宗教であ9 ,案毅との仲立ちをしたのが神
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官であり修験であり,黒住敏郎であった｡彼等比時に｢処に会して腕を競い ,派手な信者獲得合
戦をくiJひろげたことが排和の各地の醇車となっている｡分けても既存宗教が根を張った切放に
敢て進出し,布教を志 した無住教が近世末軌以降どのような経路を経て布教し,何を以て借着を
姓神して行ったかの研究は ,私見の限りでは可能である｡開山県tR:仕他に不受不施あb,金光教
もbで,宗教社会学の宝庫である｡今更宗軟などとV}う人も多かろう｡そうした科学的合理主義
(･{立つ1.からの宗教掛 1,かって儒教的合理主義の立場から淫雨信仰を斥けようとして寄宮を断
行した啓蒙君主と一脈相通ずるものかある｡不合理を合理とする曲民の如法結一席だ忙されてい
ない｡その力か西欧近代化のエトスとなったことはいまさら申す必賓もないが,鹿民のたかに入
りそこに働く生きた宗教のカを知る努力比.{･'つてもV,し,I.いや是非やって欲 しい｡そ うした必要
性を曹備高原を歩き,魚住教伝播の一端を垣間みることによってLJ/L'･み痛感した次第であろ｡
できれば自分でも危咋研究してみたいと思っている｡そうなると ,吉備高原と私との因縁はなか
なか切れそうにもないC
臥上,とりとめもないことをしたためたが ,本来性祭花組敗に陛け ち報告を啓く予定であった｡
それが ,史料の生理も充分でなく,期日もなかったことから｢盲備高原と私｣という印象記にな
った次第であ.h 私の不手際によるだけ'.Llf任がある｡せめて ,次回の巡斡記に本格的レポート
をなかせて戴き,その任Id:果させて瀕 うことにしたVl｡
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第 二 編 各 論
慕 - 章 併 和 高 原
1 8 %
山 下 春 夫
耕和のある旭町は ,旧俸文西村 ,旧併和相 ,旧西川村 ,旧年与味村と落合町の一部が合併して
出来あがった町であるoこの旭町は西川 ,栃原などの旭川沿いの谷の村と,耕和に代表される吉
備高原上の村に二分する番がでさる｡
谷鹿央商である西川 ･栃原は現在 ,旭川 9-ムの淳にあり,栃原はダムの淫の山腹を･切り附いた
所t,Eひっそbとあり ,西川の方紘小さな街並を持つ田舎町である｡がかって高瀬舟が旭川を上下
していた頃に性 ,高原の村と岡山方面との物鞄か中継地として重襲在位位 を占めていた｡ この地
域(･i旭Jt仲流のV字谷で標高約 10 cmの地点であり,標高 500nJまで絃急坂が続く｡その川
筋の催かた達錐面や段丘面を水珊 t作に利用していたものの ,南北に長い地形は日照時間がきわめ
て少なく,収埠も少なかった｡息椀斜が川岸に接するあたりの崖錐面比これまた俺か別田作地と
なっでハた程度で ,米作 ,畑作とも(,C居住者の食租を自給出来なかった｡これ1.{反して標高500
m前後の高原面には田 .畑 ,森林たどもあり.ここで労働する辛苦結別として ,食櫛 ,木材その
他作物Ii労力を惜しみさえしなければ因るという邸はない｡従って高原上の乗除 産物の米 ,棄権
葦 ,木材 .薪炭その他一切のものは当時高鮒 の舟藷場であった西川 ,栃原に粂耕された｡高原
｣二の道は平坦面でも遜観点まで来ると急坂 であり'荷物は入府年背などに上り運ばれた｡これら
の典耕された物資仕高瀬舟で岡山7tで 1- 2日行程 ,的山で 1日荷持ちをし .描りは帆hエ9日
用品 ,衣淡などi･疎んで 5日行程で舟を引vlで帰って来ていた｡榔山県の窃合でも三つの高瀬舟
の紬 を中心とし,それぞれの両脚こ土地利用の平行状の段博が見られ ,薪の場合を見ると,両
岸2- 5里かその圏内に壮いったと見られるOその他 .gJ'_庭郡や鳥取県からの鉄も蛮変恵荷物で
あった｡旭川の場合 ,商赦舟の最盛糊忙比勝山から40- 50鮭 ,久世から5D蝕 .落合か ら
58- 60蛙 ,西川から5- 10袋 .その他を含めて合計3占2姓が上下してV,た｡こうして町
は宿壌町的傾向を帯び ,′｣､料理屋がならU ,弦歌の音が絶える車はなかったと言われるほど賑わ
った.ところ7)*上交通の発達は高瀬舟に脅威を及ぼし紘じめた｡鉄論の車からゴム烏の車- ,
さらに自動車の輸送が始まるにつれて高瀬舟の占める位燈TiLたいに下がって行き ,これにつれ
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て町も表徴して行ったoLかLそれでもまだ物穀吐一応これらの町で強敵され .余命を保ってい
た.が更にパス輸送の発達に.亡少,高段上tでバス網がはい9込み ,道路が払張される番によ9
トラック耗送も盛んとな3).物軒は生産地か らi丘度日的地に向い ,男物もバスに1.り納山Iiで出
かける番となった｡ これらによL)町は完全にその場能を失った.さらにこれ らの谷底集落に追討
ちをかけたのが水害であった｡昭和に比LへってからC)水害は年中行事となり,物質的被害ととも
に精神的被害ははかり知る串のできなV,ものがあった｡丁度この頃ダム建設の許が持ち上がった｡
ダムは嶺通 ,山榊-き地i･{虚殻されるか ,この切合 ,上統共産郡落合町の一部から,下は久米郡
福旺町の一部まで延々1dkm ,関係するの比8ケ町村 ,人家公共物含めて5DO戸にのぼる地
域であった.しかしダム建設虻以外とスムーズに進んだOと言うのも前に述べたエうな条件かあ
り,水没する故郷に対する惜別の念と補竹金に対する軌 Lが錯綜 した｡そしてHB井口29年 1月
51日未明 ,ゲートは閉められた.栃原でvj:地城内に放ったもrJ三分の一弱 ,新任属C:)ほとんど
什Ⅴ年令をよじ登った山腹を切br湖vl.た場所に立てられ ,畑さえも十分に求められず ,この部落
托全 (以前の面影蛇かへ｡これt,E対し西川ほ支掛 ID通#Jlに比較的広い段丘面があったため ,こ
こに以前と同じような街が出来あがり,表面上は以前と変りたい繁栄を示していろように見える｡
西川から通谷Ii:登っていくと急に眼前がひらけ右｡ここが坊和であろCこのあたDは吉備茂原
の東端にあたり,西部にくらべると平取両比少ない｡妨和で比水田がかなb広く,地主手作りが
姓地改革まで放っていた｡畑作としては櫨革の栽培が多 く,その他に和牛飼育 も行われている｡
水田榔概には自貴覧湧水 ,天水とともtrL,lrd近完成した砂防=[/ムからの水を用いてLJlるか十分でな
く,,少し雨丑が少-/=いと棚耽用水の偶 は五大軌 Ll妙と在る｡簸落托5- 6戸が-/r所てかた-i
っている疎状塊村である｡ここでも仙叫 夕蝉こもれず ,若年労働者の流出は激しく,争謎の労働力
を必妾とするタバコ放増が拡大されている一方 ,柵 力が減少してV,.るとレ､う皮肉な事となって
いる｡
桝和の巡検に上り多くの成果･をあげる朝ができた①も旭中学牧草地校長先生はじめ ,併和･Z)皆
さんの並々ならぬ御好意によるもので ,ここに鈴く感謝の意を表し,坊和の序とする.
証 なお藤沢兜生の腑究i･,(よると ,旭川で確実な赦字として判明しているの托約 110であるo
r 高梁川では江戸時代 194株 ,明治tG'-なって増加 し,550襲となって-/1るo
藤沢晋 高瀬舟 rおかやせ瓜土記｣ 椅叔 文教出版社 昭和 51年出版による
--21-
1 旭 川 に そ っ て
塩 田 一 弥
岡山大学から津山街道を旭)IBこ沿ってパス旅行としゃれた巡検rL出発 .大学正門午前 9時出発 ,
逮如公園を右に折れ笹ケ渦 t舵YF7'って北VL向ってバスは走る｡津山街道は笹ケ胡釧lのところまで
狩 とん ど直線的な坦々とした道である｡開山市街図をひろけて見ると,我々が毎日通っている
大学の中の東西の道 ,京山ロープウエーから他見橋に至る道 ,これらの道路化すべて東西に適当
な間隔をもって走っているCこれは石代の士士雌り少の基になっていた条里の基線である.このよ
うな条里制の跡紘総社,津山などにも見られる｡半田山のB上から南を望めば ,金甲山 ,月戟仙
(差別没食を受けた山地 )の続く児島半島まで広々とした平野が開けている｡旭川がその中む商
流 LeftIこかすんで見えなくなる｡ この広し1土地は旭川 .答ケ瀬川 ,倉敷川など括河川の洪水に上
って遊ばれた土砂が牲Gi･して作られたと考えられる｡-鮭にいわれる沖棟平野なのである｡この
帯河川の下流は児島帝に狂いているが堺在この湾比干拓によって小さくなってしまっている.江
戸時代以前にはかなり広い面額を占めていて,大元駅の少し南ぐらいtで塩水が入ってきて7シ
が茂った土地であったろう. しかし江戸時代になると粒田津以来の計画的な干拓Kより平野南部
の界除村 ,福田村 ,西大寺付近がみのり豊かな耕地vcたったのであるo
さてこの平野も諸河川の秩水のたびに荒れて土砂の堆秋によって形成 したのであるが ,そのた
め旭川も伺庇か河道を変えていF'｡奄ノロー 三野の地妹から急に広がる所を見ると河道の変化 し
たことがうなづけようC今日用水として利用されている岡山大学の中の川二座主川 ,西川 ,有間
川など旧河道なのである｡こうして作られた平野妊今日薮要な地点であるが ,古代人は常に洪水
にかびえながら生活していたことであろう｡
さて京山を左に女がめながら,バスは笹ケ瀬川にさしかかる｡京山には鯉 台が設け られ付近
は赤肌の山が続き ,植皮もわずかしかない葡地になっている｡ これは地形的にbad land と
呼ばれているが ,このような所は何の役tJCもたたなvlのが常課のようであるo般近このような風
景を目あてにいろV,ろな観光施設が多く作られている｡ここLd:花樹岩の風化したもので付近に万
成石として盛んに石材を出している石切場がある｡やがて笹ケ搬川の妊防に出る.川に似合わず
大きな捉防で,水は川の其中にわずかに流れているにすぎない｡そこは天井川化して水捌急とん
ど伏流して洪水の時だけ用をたすのである｡防主山の北はかなり広い谷底平野を作っているo広
い所で 1000mぐらい仁噸けあるであろう｡さてこの平野が′J､さな笹ケ鼠川のflo｡d
pl&in と解す)･',には間組があるように思われる○そ こてこの土地は次雛に伐み沈んで.この
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エうな谷底平野を形成してい うたと考えた方が良いのであろう.川は天井川化 しているため ,一
度洪水が出ると川床が土地エb謁vlので排水が悪ろく作物に箸を与えると共に ,媒藩も洪水をさ
けて山蔑付近に列状に集まっている｡ Lかし現在通路に沿って家並が続いているのは ,道路が出
来てから生れた窮二次集落であると思われる｡この例比今鮭の巡検コースにある竹茸にも見られ
る｡
周囲は 100- 500m程鑑の低い丘陵が抗いている｡ところところにある切り牌しからは河
原にころがっているような丸い石が土の間にはさまっている｡大きいので直径 70LTHぐらいもあ
る｡ この辞は吉備高原上にのっている辞と成因的に同じもので ,洪棟世に堆耕したものがこの位
促まで隆起 したものであろうC この儲け非常に厚く ,100nL前後あることからも,洪君主世の運
搬 ,堆秩作用が如何に大であったかが推測出来ると思われるo排を′､ンマーでたたいてみると.
仰々硬くて判れそうもないO-方吉備福原上(川上部 )の磯iftこれに比べると柔らかい(くさり
砂利)｡ これi･1後者の方か風化が進んでいるからIT:ある｡このことから苗者と後者E･i形成年代に
幾分ずれがあったものと思われる｡
山鹿には点々と温室かつらなb果樹栽培が盛んである｡二軒茶屋 ,′｣＼幸田 ,大岩等の部落には
マスカットが栽培さ17ている｡ この地方は岡山県の-スカットの大部分を生耗 していると共に日
本の中心でもあろ｡この発展仕土壌 (砂利層で排水#･良vl),日当りが良いなどの自然条件が良
いことにもよるが ,腔協の協同販売縫紋が大きな刀となっていろ点(･i今日出協がとやかく嘗われ
てレ､る中で特異な存在である｡山々には松 ,帥 ;多い｡これ机 山砂弄臓 で表土が淡いこと(G=
も上ろうが ,瀬戸内の製塩業の燃料として利用されていたのでけなかろうか｡児島半島の松をと
と同様にまっすぐに伸びていない ,俗にvlう｢こぶれ松｣が多いの{･あるが｡
さて五万分の-の地形図の軌山北部と祷渡園を継ぎあわせて見てもらおう｡地図の中央を旭川
が軸流していろ｡この川trl福狂の町を境にして上錐と下流で比かなりの遮いが見られる｡下流で
は川YFiにかなb広い氾竜虎が点々と開けている｡離 ,建部 ,香田 ,字垣 ,鮭ケ原などは flood
plainであるQ このflood plainの二ヒ地利用を見るとなかなかおもしろいo辛垣(槻山
北部図)のflood plainをみると道路が走っている所がかっての自然牡防に当るところ
桑畑 ,竹やぶに利用剖 1′ている｡古来人 は々純水 缶恕れてこの上に集痔を作ったものが多い.そ
して塊防の外側妹水けけが慈 く,低滋な土地をe.しているoこのような所には･Lくレンコンなど
が作られている｡ここでは通路と鉄迫の帆がそれて ,地形学的に言うならばバツクマ-シュであ
る｡ このように徴地形が人観の生活にかなりの桝 を与えてVlることは輿味をそそるところであ
る｡
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福渡より上流に日を移して見よう｡flood plain はほとん ど見られず ,鮎出付近から山
が川にせせり,川が山にくいこんでV,るO川は屈曲して ,恢め込み蛇行 (メ7ノダー)している｡
このことたt手戯 エb上流打 ,かな9隆起があり披食の嶺活があ9,再び1:方浸蝕が盛んになった
ためであるOこのために神虹に仕′J､きなものであるが河岸設立が作られている｡
このような狭い谷をなしている所はク◆上を作る把は好都合で ,ここも例外にもれず ,県営旭川
ダムが建設されている｡ この両岸の急な傾斜面を2007Jl程上がると上は汲うったような波浪状
地形をし/･t平坦面 ,｢股に呼ばれている曹臓高原に出るのである｡ この高原の谷 (旧輪廻の谷 )
に沿って下るところには多 く頭部浸蝕が行なわれているOこれはかっての平坦面に新 しく谷がく
いこんでV,く所で,多くけ急流か港をなしている所が多い｡嫌和の栃原付近の頭部浸蝕のおこな
われている所を見ると,旧輪廻の傾斜度は20 .新輪廻の方(trlOOとかなりの差が見られる｡
耕地の表土も前者は 70m ,後者は50(7Wとなっている｡
旭川の多くの支舵が注いでいるところは古来渡辞典落として盛ええ所である｡且士 ,西川 ,柿
原 ,福渡はそれであるO今日,福渡8-1〝フクワクリ〝と呼んでいるが ,土地の年寄透け 07クワ
クツ 〝と呼んでいることからも理解出来るO
さて今日の宿 ,東併和に瀞ハた｡ここけ旭川の左岸の吉備高原にあるC ここir1500mの首曲
線以上が平坦で ,集落もこれ以上の所にほとんどある｡旧壌襖の大きい深い谷があり平坦面は少
なVゝ｡一般に福風上は水幻は少ないのであるが ,当地は例外である0日本人である玖上米を食べ
たい慾求,さらtrL曲家において米の自給け当然のように考えられている｡そのため高原の人々tt
わずかな親水 も利用 して水田を開こうと努力しているO当地で付目輪廻が大き(深いので ,沸水
があると共に新地が 1- 1･5mという辞書のため,わずか女疎水でも水持ちが良いので稲作は盛
んであるQしかし人々の努力は並々ならぬもので ,腰まで舵にJa:みれながら作菓しなければなら
か､とvlうことである｡畑の土壌はテラpッサが多 くみられる ｡ しかしそれ程赤くなく,腐牌土
がかなり入り混っている.畑にスギナが多t･^のが目につ く｡a.の植物仕酸性土壌の所(h=多いので
あ2,が,当地でtrt強.′･､所でpJ14･5- 5という所もある｡これ虻テラロツすがある等鑑酸性土蛭
である上に,労働不足で堆肥が多く入らなくなったためである｡このような所では酸性土壌に菊
V'ホウt/ンノウ夜ど･芽は出るがそれ以上成長せず枯れてしまうそうである｡つまb土製は一般
に探く,稲作に適しているが ,堆肥の入れる丑が少ないので士躯壮一般的に副生で ,酸性に弱い
作物は栽培制限をうけている｡
ヽ
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5 排和地 区の 地形 と地 質概喝
草 地 功
久米都旭町併和周辺の地域./a,いわゆる ｢書倫鳩戚｣の先端部にあたる｡標高5 00- A80
mのこの他或は旭川ダムとその支流 ,通谷川と大淑昆川により区切られ ,等高線の入り乱れErl複
雑な地形をあらわしてV,･Zn｡地谷川付近-1itMこ仕三群変成岩加が広 く分布してかむ,上部古生代
oj枯坂岩 ,輝線岩 ,輝緑獲灰岩等が広域変成作用を受けて ,うすくはけやすい発色準片岩及び緑
色畔片岩となっている｡大瀬尾川付近にかいて托串高射ま否となi)100- 20 0717の急傾斜を
たしてい,710三苛羊変成岩頬を遊離として古生代の末期とろに古生代の岩石中に茄入したいわゆ7,
｢夜久野迷入岩頼｣と吋ばれる火成岩か騒出しており.また中生代後期から新生代7,]期の迷入岩
類に属す7'石英閃緑岩 ,安山岩等からたっている｡
才ノL.･llFu.中心に両支流L,{向･_,て傾斜している排和地掛1定脚バス ,汽車等の発泡の任に,:rI:･LEf.ま
れていない｡-/J;道路結かなb空席され ,かっての日長泰は形をひそめ ,I-ト/(イが中心となっ
てきているのも著しい特徴であろう｡′J､rP学生は谷あvl兵溌 くまで進むスクールバスで侮日通学
しており,以前勿徒歩通学からバス通学-と大き女御 を遂げている｡家族労働KL.よる′｣､規才地
業Ii･営むこの地方も,適匿の傾斜を;'.L･す畑地を利用しての果樹栽培 ,山林を陶墾しての酪曲など
の追出もめざましい｡また,数年前 ,旧析和中学校の校舎を利用 して ｢メ1)ヤス=場｣が誘致され
た｡患家の如女子の勤務者が大部分であD,良家の現金収入として ,その果たす役割結大きレ､o
このようにガ拝Uナ畦区付従乗の姓鞍も一つの抵換期･:であると思われる｡
(福液高校教諭 )
4 坊 和のIii某
若 狭 勝
◎旭川の谷に沿って
条理の逮耕t･J'スに乗って出た我々は車窓の左手',Cバットランドを挑みつつやがて横井の塩横
谷に入った｡水田は湿田化し盆地の広い割合には大きな河川も存在せず ,(多分地盤の沈降作用
と共に伏流水化したのだろC)｡)所 々にマ7･カット栽培用の塩室が散在し果物王匡1阿山の一面を
蝕ませる.国道 55割 如こ治ってガソリンスタンドや簡宮などが進出し比較的新しい集落を形成
し街村をなしている｡洪紙肘の丘陵と盆地の接触部にはP儲 えのどっしりした古い簸藩が立地 し
I-2ヒー
対獅 勺な景観をなしている｡同様の現象は福原の村賀陽町新町の付近にも月度けられたところで
ある｡
金川は近世 ,日払氏q陣屋町にその端を禿し,かって比在野町であり今も千斬首も千軒である｡
今でQ:1完全に曲村に遼元剖Lてしまった建部 ,高瀬舟と共に発達し交通の分岐点としての御 Llを
度し,パスの砥過と汽故のデ ィー ゼル化にエD,その働 き杜淑 じて来た交通の町徹 ,金川と同
様 ,かっては陣屋町であった鶴田(たづた)等の田舎町が旭川の)L櫛に沿って/お産する｡歴史は
容赦なく文化に取か残-3れた町の伽 を完全にまで薄い去るのであるo栃原は〝け 〝の植物名
が示す上うにかっては共同体的竜秤が如 つゝた村落かも知れないO
西川はS27年旭川ダム建設により4DO戸以上の家が水没 (かなb離村して行 く人々も多か
ったが,現在の位値に二次的典寓が形成されたものである｡西川は現在地町の行政の中心であり,
付近の日常品版乗の centreでもある田舎町であり,道路にそって商店が20軒ほど連なって
し(為｡
◎林部部落一旭町一について
旭町全体で蛾水田250町 ,畑 100町総戸数 1550戸 ,1戸平均の緋作両所 2･4町で全国
平均の1町と比べてかなり大きいoLか し年間所得は50- 40万円平均といわれているoその
内わけは米9供出九千俵 ,木炭千億,タバコなどの第-次産業による収入が主体でその他田綾通
勤によるものがある｡ここで述べる餅和部落紘旧鴇裾の野呂に位置し,水和耕作が主を漂観であ
るC水田に河肺 する水は自然湧水と天水忙たよっているoLかし戦争中から切放にかけて水田の
耕地拡大が一連の食掛僻 †画の下で行われ ,水利の自然的条件の悪い田が増加した｡そのため
少しでも夏の雨飴が少い時は,平年はどうにか干害を免かれた田でも韻書を蒙る｡当地Ⅶd:.5月
から田に水油めして米作りに侃えるため,改作蜘昔とんど行われていない｡そうレーう時に町村合
併促進法のバ ック7 ップにより耕和付近の4ケ村が合併し旭町となったoその合併の一つの条件
として,新和地区では念甑の水利施設の吸取があった｡その合併の周潜に浴して壕近砂防用ダム
として作ったものを改良し.て御地として利用している｡その柴用の一部を耕地一反当り2千円の
負担として兵家に課したoその噛 輔 は わずか 1岬 歩で,東併和の水田柵 のiKLか相当
しない小規模のものである｡干事の時は平年は水の不必要な田でも必賓となるoだから平年でも
水の必喪の田と辛魅の時だけ水を必要とする田との間にしばしば紛争が起る｡S･59もその例
に渇れなかった｡(同じ高原の典落竹在でせ,溜他も束桝和 より多く差し迫った間組とはなってい
たい｡)雌 は反当り7- 8俵である｡q観の4- 5俵と比べ雌 は急速にのぴ ,かっては米作
先進地城であった岡山南部の現在の停滞とは好対席である｡しか し東姉御の水田経営観椀払 叔高
' -2占-
1町 5反 ,平均 7反で旭町では米作の一つの中心地であるが ,他の高厳の村と此戟すると小規模
である｡
和牛は一軒L'C-敦必ず飼育 していた｡今で什コ7ティからオナメに替わi)肥ff牛として飼育 し
ている｡かっては和牛は ,東塀和に居た博労と仲介として取引されていたということだ｡竹荘 (
陰地軸渚)では未だコッティを飼い ,労1'xILに使用後肥育しているo乳牛忙中併卸に 14軒飼って
LJ,る｡畜舎脚 l牛に乳牛が開店 している｡乳牛の蒲生管理が行きとどいていない｡この生きた和
雄樹齢土どうなZ,でしょうか? 現在乳牛飼育A･#は鮮少しつつあるとV,う｡こrJ地区の乳牛は
と･ZHr･たらなV､ものであるといえろO
手間返 しとして共同作薬が行われていた｡入会地は良家の経営規模別にその権利が異なってい
たOこれは一つに草の肥料としての価値が市いことJa:示すものだ｡鮎 的七草後仕竹-iFのように入
会地は侃人に飢 uせれないで ,財産区として子供の教育の軒用にあてられてい7,｡
2ノl:コ比発色稗が栽析され ,拳泰と交替した形で28年前に入 り,SI59で柑旭町全体で
60町歩も脚 真され ,米に次ぐ鹿家の収入源となっている｡農協 もタバコの増産に力を入れてい
るCこの現鼻は現在の吉備高原共通のものである｡特に1憎 では水圧‖Jrまでタ/,-コ作りが進出し
ていjも･状態である｡ しかし盤家にとり若者の鮭村忙上t)労働力が不足をきしている･m中にあり.
;･_'L卦も}パコ(労働力を多く必要とする)のip.'産体制を取ってい7]のけ何を意味するものでし.i
うか｡タバコの生産 ,経営方式的:合理的な変化がた1^限 りjZバコ耗培矧 日態依然たる貧亜作物た
るレy テルを拭い切れないのではf=かろうかO又結地峡的分業の形式で果してクバコがこの地域
の^々の生活を少しでも向上させるでしょう71J▲｡私仕タJ{コが多くの労働力をつぎ込んで現状の
轄括t･ようやく経拝できたとしてもそれを向上させることは多分できないであろうと思 う｡とも
かくもこの間塩は早急には解決 しそうもない上うだ｡
東妨和には曹胎高原の地名n目名〝とP陰地 NがあるDこの地区の場合両老けは 軌ゞ ヒに走る
谷に対向しているoだから陰地の側が昼から夕方にか すて可照時間がかえって長く,水稲の成育
に適してVlるO水田両横も陰地に多く畑地面敬は目名にわずか(,C多いとのことでしたCぷとうの
栽培は目名の側も戚増してV,･るOこの1うに執 J高原の日南と防地の俸給はこの地区ではあて紘
せらず ,かえって逆の性格を豊 しているようで奉る｡目名には旧堺和村時代には学校役場農協か
ありこの地区の文化センターであったが ,今で仕その嶺能(･i旭町の中心地西川に移ってしまった｡
見地改革前 ,地主は束併和に 5軒あった｡そo内陸地に2軒 ,目名に5軒あった｡これとて寄
生地主ではなく糾作地主であった｡陰地の地主吐目名のそれに比べて大きく,目名珊C'Cも田を所
有していた｡しかし生鮫的忙地主といっても5町を娃 しか所有しておらず蚊帳は′トさい｡第二次
-27-
大戦前まで拭地主手作りが行われていた｡これは円城の高利党的寄生地主 (50年前に地主手作
り朋感),竹葦の明治50年以前も地主の手作りはないという古老の話に此傑すると興味あるこ
とであるO即ち地主の寄生地主化はもちろん行われず ,地主の社会的経済的地位も低かった上うで
である.小作料は 1反につき2俵(当時の収秘丑反当4- 5俵 )で割合高率であった｡
又東郷和では円城竹輩ではみられなかった植林が行われ ,山林収入も米 'jZパコに次ぐものと
のことだった.
趣協は旭町成立と同時て運営の円滑化を計るため一ヶ所VTL統合された｡現在政敵には一戸平均
12万円の貯蓄をしている｡ これ比良協指導者からの貯蓄適抄の成果であるといっても上い｡出
梅の版売部門にかいて肥料は予紛注文であり,1俵より少ない注文ほうけつけず .砂鵬 ,塩等の
日用品も〝ッヶ〝が効かず一般の小売店で只う者がだんだん増加している｡
又姓協が西川に移動 したため研和では西川まで行 くの忙半日の時尚のロスが生じ,野良仕事を
早めに切上げてもP.M5時にはぴた りと閉店してしまうDで何かと不都合であるとの意見もあ
った｡点綴の牧艮姓逸民が県庁に行ったときのような気分にさせるエうな･サー ピー スしかしない
▲, という話も聞かれた｡又地弘で㈹ 気製品なども販売している(竹巷で妊去年から個々の家にセ
-ルスしている状憩である )｡こうゆう盤協のあり方は明日の布地 よりも今日の利益を求めよう
とする曲民気質を割引いて考えても,遊民自身の上に立った本来の曲協の壕 と比程遠い感がする｡
つまり一方では貯蓄運動に曲協は力を入れ ,他方では唱気製品などの販売部門にも精を出し,負
民から多くの支出を強制しているのが旭町だけに限ったことで綻なく一一般的な農協の姿である上
うL'=思える｡たから金敵方面だけでもその行き過ぎ-k壕にバ ッと目を開いて本当の漁民の利益に
たろような鮎 にしてもらvlたいことを雄齢の桔斗者IjCお願いしたいO
研和iib.区の夜なべはかって紘米ひき,築仕事 ,細打ち(趣閉執ておいて行われてvlた )が行わ
れていた｡ ところが大正 9年 ,付近に先箱所が出来 ,屯気がともり夜なべを行い易 くなるとだん
だんしたくなったG今で牲全く行われていないO
束や拝口の45戸の内西川vc通勤しているのは20戸であるo農家の次,三男はもちろん全員粒
村してい73が ,長男の5割も離村していないのは興味あることである(同じ高原の村円城竹雀で
は長弟む含めた地すべ り現象が起っている ). しかし出井基本法の効果を上げるための家ぐるみ
の雑村はわずか一軒しか見られなか った.出襟としては土木労働者 ,い草刈り(昭和 59年には
旭町全体で約日 0人 ,束耕和では10人)等があげられる｡
点茶繊細 昭和 5.年からテイラー が入った｡坊和の総戸数 500戸の内iが現在所有してい
るoIl'にはi'i借 してLへる人 も存在する｡
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姓藩の立地で竜lR･夜水は〝くみ池〝'天水にたよ-I,てし′､た｡地形の酎系から集落も散村の型を
在しているo巌近,共同で横穴式井戸を掘 り簡易水道奇作っている｡食用は2- 5軒で共同出穀
による｡およそこれを作るためE/日 日800円として20人分の照用がいるそうだo
ha川右岸の江一年昧地区は水田はわずか谷間に猫の釣魚としかない｡この地区の中心作物はこん
にゃく･江戸時代から続いている茶(製茶=場が,ヶ所あろ),ぶどう(旭町全体の‡にあたる
510町歩を親培)クJ,'コ(旭町全域にわた り耗噂せれている)等q仙作物が中心である.
斑料提供者 研和の塊協組合長
〝の婦人会の皆様
l ■
5 併 和 におけ る年 中行事 ･風 俗習慣
角 南 文 忠
｢腹に姓村にかける人々の生活はたがい(A:強く,密接に括びついて行なわれているものである｡
都市生活者のそれ杜i1㍍寸の人々の生活と比較すればLhか 9Z,傭人主義的 ,自由主茸約であり,自
分自身の生活に迷惑がかからぬ以上他人の生活に干捗するエうた ことはない｡そこでは人々の幣
塞:つ他人としての行IEr,lJが許されている｡都市においでは ,その人がどこの出身であるが ,昔から
そ こ に住んでいたか .どこで現在鋤いているか ,先祖の社会的地位が高かったか低か･'たかとい
うことにJ_つてそCJ人の評価はされない｡都市では現在とい うものが大切であ.'),他人主盛的 ,
自由主義的であるために古いものをすぐす.て去 り,新しいものをすぐに取入れることができる｡
しかしその反面都市生活者はあくIiでも1^ の個人である/tめ孤独でかつ不安であり,彪村のエ
F)に解放な事態に直面 したとき,たがいに助け合うということができにくV､｡
戯村にかいて点薬を営なんで生活をしている人虻都市生晴着のような匿名の侃人としへう立場に
立つことは許されないO彼はあくまでも村落共同体の一員としての人間であり,その共同体とい
う強い結びつきを持つ壬兵団の中で生活し,行砂するわけである｡従って淀村で/.i個人主義的 ,臥
由主義的-な行軌はできにくいOそこで()人々の生痛は物質的にも和才噛りにもたがいに何 らかの強
い結びつきが寺ち相互に助け合いながら,又,刺しながら行なわれ ,その土地に昔か ら長く続い
てL/tZ,家の人ほど共同体内部で杜斡敏郎 L,良く受け入れられるO従って放村は都市に比べて舌
vtものが洪 りやすく,かつ新 し.いもCJがはい りJjT-くいとしへう傾向がある｡このようなわけで典村
は昔からの年中行幼 ,習慣等がよく温存されているものである｡たとえ年中行事等が形態として
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なくなっても.それ吐人々の心の中にいつtでも残 り,狩りったえられるものである｡このような
傾向t-1都市の影響を受けやすい南部の農村よりも,むしろ青備高原 .中国山地にかいてはっきりと
している｡ この温存性比あくまでも相対的なものであって ,吉備高原上にあるこの耕和でも時代の
進むVCつれ ,また現代のように青年の倣村に上ってある種の年中行事 ,因習がすたれてゆくことも
ある｡しかしたとえそれが形態としてすたれたとしても村落共同体の中で指導的立場にある老人の
心にはそれが生きており,その地域の人々の思考の横式をかなb支配しているものである｡現代め
有年が叔村を住みにくvlとするのもこのようなムードの裁Z'戯村を月ねて ,明るtJl自由なムードと
して綾等の目にうつる都市に目を向けているためとも嘗える｡
つぎに書備高庇上の塀和における ,昔の,あるいは現在も残っている風俗 ,習餌の具休的なもの
について述べていきたい｡この耕和仕昔から魚住数がかなり侵透しており,そのために近代的な考
え方が多少早 くから入り,大正 11年L,Cは部落共同の自家発屯所をつくったり,現在では1週間に
一皮牡どの家庭でもほとんど魚勃吏べる等 ,吉備高原の曲村としてはかなわ早くか ら生活の合理化
が行なわれていた上うである｡その点他人の荷敷女御助する傾向のある因習は比軟的少く,その点
において壮明るい村のようであるoなお年中行事等は農作菜の時期に粥係 したものが多く見られた
が中に綻現在行なわれていないものも多い｡
正月の行軒 ,食物
○大晦日に協を玄関に-シか針金でつきさしてお くqこれは岩のような年をとるとt/-う意味のよう
だ｡
○塩ブリ- 以前絃ほとんどの家で無理をしてもブ1)の働 けを一匹以上は必ず男っていたOブリ
は行商人が売わに諌たり,ブ1)市が立つのでそれを只いに行ってい7t,現在で比特定の家しかブ1)
仕畏わなくなったとのこと,そしてとのブ1)をi2ケ月間ぐらいの閥に大切t,こ食べるそ うである｡
なかこの正月の塩プリは交通の俵利な県南の岡山平野の水田地帯ではほとんど具われないか,
吉備高原 ,中国山地の特に交通が不便で普通の日には魚が手には入りにくい地故ほどブ1)が只わ
れたものであり,かって牡部落全戸が塩ブi)を只っていたところが多く,もし垣プリをヌわなV､
ような家庭があるとすると,それはその家庭の経済状態の悪さを示すものとして考えられていた｡
嫁をもらった当初 ,その男は必ず腹の里にもブ1)を⊥匹以上 とどけたものである｡もしとどけな
かった ら一人前の男として艶めてもらえなかったとい うことである｡そしてこの上うにして環っ
たブ1)は普通半年間もの間大切に食べてVlた上うな地域が多かった｡
I
O正月の料理
ぞうに- みそ ,Tiたしょう油のそうにで,大体正月の 1- 5日にかけて食べる｡
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○ぜんざい- もち雌 いて入れる ,焼 き初めとして 4日につくって食べる｡正月の5日までは
もちを焼レ､て比いけないと言われている｡
○こぶまき- 音んぷという意味で食べる｡
(:加､ち('り一 線嶺が良いo
Oみ か ん 一一これ比だいだいのことで ,代々家が栄えるという意味で斬 る｡
○煮 しめ- この中には豆がは入っており,まめな(健康な)とい う意味｡
なかこのほか正月に行 う行事としてつき'の､こうなものがあるo
Oかくわさ-i- 田の排し初めの行啓で,ヤレTh･クと魯ハモからBは くわを入れる｡牛を食から
出して田の中を走らせた け る｡ これ托加茂川町円城で良 く行なわれたもので現在も残って
Vtる｡
I)ヤブ入り- 黒豆をゆでて,それにもち米をつけて近所にくぼる｡
C)モトモト- 14日の夜子供達がこっそり近所の京をiわって行って ,その戸をモ トモトと言
ってたたく,そうしてその家からおやつをもら)｡またひもを持って行き,それに一文銀を
通 してもらったりした｡
OL･日持ち- 正月の月に家の内を締める意味で神主に来てもらっておかんでもらうO(この御
自得ちとい う行番は社日に御地神様のお祭りとして部落全紡でする地域もある.)
金作t^(関係した行事や習tKとして
○社日- -この日比牌 をしてはいけない日となってvlるoもし田畑に出て仕事をすると御荒神
様にしかられるという.
0錠いわい一 麦 ,米の収棲後('C赤飯をたいて辞にそなえる｡ これid:県南部でも位 あけと言って ,
以前穀物の収稜後に一家でごちそうを･して食べてい7tものに相当する｡
cm みて- 苗代をしまった時,すなわち田植の縫った時に一家でt'ちそうをして田租の疲れな
いやすもので ,これは現在でも姓村では髄 忙見られるものである｡
○レ､の子- 1日噺のいの日(JCもちなつく,この日にもちをつかなかったらつぎのように貰われ
たそ')である｡
｢V､の子の晩tR:もちなつかん者は鬼紋邪奴角の仕えた子人奴｣
その他やや寮歌的なものとして
○大山詣で- これは雨乞いの行-iiのことである｡大体田植 をする6月の頃 .雨が少vlと伯者の
国の大山寺まで酒を一升下げて軌祈年 してもらいに行 くのである｡普通これ紘 2- 5人で行
くのであるが ,雨乞いに行 く者は大山寺で仕掛 rL杜泊らず,ます寺rL行き酒の半分を寺にわ
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たし,あとの半分を赤松の他に行ってそれをうつし,カラ忙なったぴんの中にその他の水む
入れて膳 Ilまで持ち帰 り,その水を茶碗に入れて各戸にくは り,それを田にまくと雨が降る
とV/)ものである.大山寺上わ水を持ち帰るときそれを下におくと,そのささめがなくIたる
と-=Ei･われているbある時ぴんを落して割ってしまったところ ,その場所に大夕立ちがあった
そ うである｡このような雨乞いの行事はやり方さえ昇ってはいるが典村にかいては良 く見受
けられるものである｡大仙棟 といえばほとんど雨乞V,の神様であるoLか LT股に三角州平
野では大仙棲壮あまり見られない｡これ杜三角州としての性瀬上用水を得やすいとのうこと
からてあろう｡
Oか千鑑参り---これは部筒のだれかが病気か何かでその命があぶないとい う時に ,八怖樺に千
変お参 りtn:行くというものである0 1人だけで1000回もお参 りするというのではなく,
大体部落の100人が10回お参 りして合計100u回ということIlCたるらしいOこのお千
皮参 り,あるいは同じ目的で行なわれる ,病人を前にしての御祈癖をど壮死ぬるということ
が大体姓っきりしてか ら行われるものであるため ,病人やその家族にしてみれば結果的に仕
死の宣告みたいなもので,またか千匿参りに行 く人や御祈蕗のために袋って来る人々も本当
に病人の助かることを蔽っているより紘むしろ面白半分 ,あるい仕御祈藤の後rL出される酒
の方に興味があるという例が一般に他の地蚊では多いものである｡ここの耕和ではこれに類
したもの姓も950年ほど前から中止になっているとのことである｡しかし岡山県の凸村で
比南部でもほとんどこれに激した行番が現在でもまだはっきbとした形で残されている｡
〇万人辞- L九は家畜 ,帝に牛が病気になった時八幡様にお参りするもので ,牛を飼っている
人数で参るそうである｡
結 婚 式
この卵 ロでの結婚式と言えば大体それは嫁取りというこ主になるが ,お嫁さんは旧新和村内か
らよりもむしろ ,ここの新和と地域性の似ている中央町大姉和 ,あるい舶 ヒの落合町など外部か
(､っもらう例が多い｡またとの部落から嫁いでゆくとなると,北の方向にある落合町よりも南に下
った福渡町の方に行くのが首ばれる｡なお中央町の大堺和にはかなり嫁いでゆく人か多かったと
いわれZl｡これは桝和と大坊和の地政性が似ていたこともあるが ,大坪和の土地からが少し良い
とされたことと併和と大坪和とが丁鑑束1別で位直していたこともあって ,嫁の行き来が行われた
ものと考えられる｡なかこの研和ではいわゆるうしとら,ひつじさるの方角をさらう傾向比割烹
と強くないようだ｡円妹ではこの傾向がきわめて強く,うしとら,ひつじさるの方角にあたる北
栄 ,摘酉にあたる地峡とは輸阻みをしないということである0円城等で苛ばれる方角はさらわれ
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る方角と直角の方角 ,すなわち ,北嶺 ,南東である｡
なお船婚式比以前では曲村らしくかなり派手に行なわれていたようで,式をあげる家では部落
のほとんどすべての家 ,勤めの牌保があればそのTj係の人まで式【叫 び ,大体四斗桁がからにな
るほど飲んだものだそ うであるOもしこの時のもてをしか怒4.ったり,式に呼んでもらえたいと
い うことになると,後になって陰口を言われることがあるO現在でも式はかなり派手でこの上う
L な傾向も残っていると言われるOなか ここでは夜の蘇婚式忙約40年ほど前までで終ったと言わ
れる｡
夜ばい一一t･れけ現在では全然かへ 明治の時代綻どうであったか知らぬが ,ここでかって行
なわれていた夜ばい忙似たものとして次のようなものがあった｡花男子fi:女子の家に遊びに行 く,
そこで気が合って話 しがまとまれば蘇婚するとL^)もので,普通夜はい,L言われている性交渉の
亡うねものはなく,純珠を交際であったようだ｡この上5をものは現在ここの併卸で仕襲って壮
いかへが,鹿児島県の与輪島ではこのような脚 な夜の交際が行なわれているC
葬 式
これは部落の人々が調組というものをつ くっており,この詞鼠が全来任を持っておLこなう｡こ
れもかなり派手で現在でも式に5日間ほどかかるそ)である｡第-日目が準備 ,第二日日が式,
第三El目が後かたすけということになる｡そしてその5日間共rL食事か出されて酒が飲まれる.
もし式の敢用を式を出す家が出ししぶったわして永劫 ;まず くなったり,酒のぷ･が少かったりす
るとそ(7J,後での部落内でのつき合V,が燕く漁ることもある｡このようたことは苛道政村社会にか
↓ いて見られ73ものである｡fCお壌組の中でも式を出す家と牧内関係にあたる家は式の準備紘しな■
いかわわに第三lj目の後かたすけだけ壮珠内の人.だけでするという｡
生し土塀和にかける年中行串 ,風俗習快につしつて述べたわけであるが ,正月の行串や食べ物 ,負
作業t,C関係 した年甲行串など姓良村独自の楽しみでもあり,ユーモラスなものと言えよう｡しか
し葬死のし方等不合理と思われるものも戟存している｡年中行串fi3:ど昔からその地域で行なわれ
r 来たもの比部落rJ人 弓々如 意を:とった人々i/(して見ればそれ鮭村落共同体としての組の中i･'Cおけ
I る-稚めレクレーシ ョンであり,姉 牌 の籍びつきを保っ{,19,くものでをる｡従って昔からして
来たことを合理 ,不合迦紋別として現在もそれを扱けて行ってゆくことに音びを･感じるものであ
ろう｡ この研和でも若い人が習峡をやぶ ること町村してはやは り抵抗が強く,新しいIB式に変え
ようとすると,よ(･詳説がないと言われるCここでの ｢常況がない｣といFJ嘗集は昔のことを知
らなV'とL^う強味のことである｡要するに昔からの生活の-クーンを守ってゆこうとするのは村
落共同体としての結びつきを強めるとV,う農相としての鼓村らしさでもあるが ,その反面個人の
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自由という点になると多少問題があると嘗えよう｡ (矢掛高校翰 )
d 占 い と方 言
於 東畔和 高 坂 邦 捷
豊作占い 旧正月の15日に･&か取を食べる風習はあちこちに見られるが ,ここではその日和
(その1)礎とすくもを用意し,先ず稲村をおかゆ汁にひたし,それを準備したすくもの上に
かいて ,すくものつき具合をみ.ちoこの相磯に娃億初から最後まで品種を先ず前以
って指定してあるから,今年は何種が豊作 じやわvlと云うことになるQ
天気占い
(1) 同じ日,カマドでたVlた炭火を火ばLにはさんでクト●の火口に並べるO左からロの
火が月を表し各々の消え具合が天気予報を示しているとする｡例えば黒 くなって消
えると ,その月壮而だろうとか ,灰がひらひらした ら風 ,灰になる-iで火が残ると
一月中日で わが続 くだろうという具合に決めるO
農作占い
(その2)一竹とおかゆ一
冶切りにした竹に-3白水,その日おか敵に入れ切れ目数に依 り決められた品種の出来
不出来を ,1コ目に入っている米つぶの多少により決めるD
譲法祭 り 地にもうー っ中央町 ,両山寺一作の神様の祭 りがある. 8月 15日のお盆の日,両
山寺の信徒の1人で,その節一週間 ,寺にこもってお坊さんに不幸万静か ら浄めて
もらう祈とうを行い15日の夜中の0時な射して ,かがみつけられた暗示t,Cかかり
易い男が夢遊病者の如 く,境内に放たれ ,走り締 り,飛び｣二り飛び降 りたりして ,
場内に来ていた人をつかまえる,するとつかまえられた人絞 ,ここ 5年のIatlに何か
悪い事をした者とされ ,すぐ神主に静めの行串を行ってもらうことに上り不軌 らゝ
浄められるとされている｡
方 言 noのことを ｢うんにゃ｣という｡ T
劫のきれいな方 ｢きり上F)がええ｣
容姿共に優れた女が ｢べっぴん｣とV,lうこと｡ (東併和於)
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第二 葦 円 城 高 原
1 概 観
編 集 者
円城とは .止式には御幸増 的口茂川町円城と称 し,BLEl和 5U年砕米 (加茂 ,福山の合併 ),円城
(上田 ,富津の合併 ),盤開 ,長田 ,新山の旧亙 かけ,.I)合併によって生れた加茂川町の旧村名を
表 わ して･ij､り,阿山腺のほほ中央部VL'_位鮭する典型的な吉備高原の村である.
産業は曲集だけとレlって よく,出井以外の生議結ほとん ど成立 してLへない歌麿である｡
堤兵は畑作中′L:であるが ,やや低地には各所に水田を与ることができるo Lか し,反当収丑は少
たく畑作に依存してし1るのが現状であるO畑には昔からの集クパコと頼近前人されたマスカット
の温塁が隣 り合って見 られ ,特異な景鰻を豊 している0-刀 ,若年尼二つ流出など ,典薬地帯一般
に叫ばれている多くの間潜も屠生して五･9,噛み多き相ともいえる｡
土地の人々の赫 卜剖 j:,私達都会に生店している者にとって ,:経て比表わすことrJjできたレ一,
ほのぼのとした ものを感じさせずにはお られなか-,た｡ レゝい意味での古き良き風俗 .習慣を残 し
ている円城vc,始血各学問分野の研究者が訪れているcDも当然とV､えば当然のことであるが ,こ
の地力-の人々の人Jtil性がそ うさせているのではなし1かと/払われてfi･らなかっ/(二｡
私達巡検出がこの円城に足を踏み入れたの拙巡検2日日,旭川湖を波 i) ,小蘇温鬼を桂｢机′て
であったo摘入会の人達の好意によb公民缶に--(自することかできたO土地の古老の-l,宅を訪れ ,
-iた ,婦人会の人漣と夜の深けるVJも忘れて ,轟の花が咲Lへ*_｡軌 旨j,I,･世話になった輔入会,I)
人達の唆かしへ見送 りを受け ,再会を的して加政市喝へと頻ったのでみろo巡故に参加した巡検チ
誰れLも,円城に対 して今までもっていた考のおろかやを悟L),今の円城の夷の姿を心に新 しく
焼きつけ ,円城を離れたことであろう,それは帰間接の話によってもLriっきb知ることができた0
円城中学校の池本先生を始め ,円城の紺入金の人達 ,色Jl･巡検子vc話をして下さった古老の方
々に深 く感謝の意を表 し.第 2葦円城凍原のTS文とする｡
/′ /
ー▲ 仙 //
-''T:〒 参 事
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2 気 象 気 候
藤 田 一 彦
円城区域の気象は ,同郡中部(,C屈する超群 ,辛甘の両村にくらペてみて.一般に北部一帯の
諸村に伺19て北進するに従い,気温は ,しだ叫 こ寒冷となり,雨丑 も又多くなる｡それは ,こ
れ らの諸村が多く誠必太る山獄に 囲 こすれ ,しぜん ,その称蝶の彫gFをうけるからであろ う｡
放斜がなく具休的な敵手をあげるととがで垂をレ､が ,㈹き塀少した績兼の当地域の触 ,気候
の寒色となるものを次にあげてみよう.
(a)雨-･.･---昔から｢本Ig山 (585q･,)に井が1_つたら雨が降る｣と言い伝えられてか
･ り,晩的,草野の時,この本宵山に簡D,火をたLnて ,爾乞をLたそ うで ,今と変らす爾
(汰 )の間額仕切来た'ったようだO現在 ,稲偽れ,天水 ,溜旭の水の酢狩用水として利用して
かb,大字円城には ,浄家 150- 140戸k7'対して10個ぐらいe)僻地があb盈野を用水
源となっている｡
雨水に髄する水利争奪轍比 ,晋から｢′j､さいもの結あったが大 きいも'J)蛇なかった｣とのこ
とで奉った｡
O) 冒-･-･･-･-- 1月,2月の冬期に宮が多く耕暫期間は平均 4日,概雪丑は平均5OCh!とを
ってLJlる｡堀近の昭和58年の冬には50川も穣空し,バスが止まi),2カ月間ほど交通不
能となっている｡ しかし,この節 も年 凍々ってきているのが喪情である｡
(C) 苛 ･- ･･･一･･降罫期間平均 197日,大体 ,10月28日頃に初霜を見 ,4月の下旬には
終る｡
(d)その他‥--.･.旬が時々降b棄タバコに事を与えることがある｡又冬朋では ,非常に掃く吹
きよせる大山おろしがある｡氷期間拙さn日である｡
古 曲 業
藤 井 正 敏
I. 鼻 糞
土地利用と新 しい褒家経営
御 郡加茂川町L7洞 山県の中央部に位任し昭和50年円城 ,基節など旧五力村の合併によ
って町とを9.面積が14DKm2そのうち70解が山林原野と凍っているC本鞘で取b扱 う
円城地区Ld:町合併編入以前の上FR,宮津モどの地区を含んだ旧円城村を都合上対泉地域とL
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て論を進める｡
円城は青僻高原の舛･,%平墳而上にあって ,そのL8刊的な地形告示 LてLへる｡高/,rFILとは高圧
50 0mから40 nmにかけて波浪状にうねり,旧抱卵の谷と思われる比腰的低い土地が円明
の東部から東北部に広が97k馴 ヒしているO簡 ヒ軌と比旭川-注ぐ牟川の覇部位触がのTjて来
てかD,東部には安山岩甥のモナドノック本軌 山SP2-9′刀が突き出ている｡波蒋伏地形のゆ
るやかを棚斜地代葉タJl'コ,野草などを作る畑地J･して利用され門塀の辞巣を特徴づけてきたo
LかL現今比果粁簡地LLて吊庭(,E利間されS･巣梓常の新しい脱屯を目指す款欲がうかがわれ
るのである｡
範 1表 経営規模月勝 家教
第2乗 車兼典男勝 家激
二 jl}家総 数 専巣Bt家 兼 題 F 家第 1種衆薮 第2荏兼轟(小 言†)
円 城 【4 4 27 l ll 6 17
(FTl学 校調査 より)
まず卦家の爽僻をみようO経常規模綻軒 1裏から分かるように ,?反前後から1.5町位-iJで
にかけて各階層に県家が広く分布してレ▲るO一戸当Dの平均鮮膚面稗は 占～ 7反にをるが,そ
の内EBi相の都合比だいたい半々にtEってし1るoP反束･#軒家が 57戸と目立つけれども,これ
は第2表にあるようtAr瀬薬か家が多L･1のであろ･)と思われろ0円城VL-おいでも軒家の来賓化比
次窮に進んできており.第 2秒轍 家が増え ,地方公務員や掛解をどへの務めがほとんどで
挙る｡
円城の9-.!家は従来は耕地利用として水圧は 畑地を利用し,米朝中心のP,菜を進めて来ていた
ようだ｡しかし田地忙旧強魁の谷の中で広いと托言えず ,生産力も低く反当収罷Er12石弱で多
レ､ことはをく ,gL家収入は黙かっt(｡そこで水田忙対しては従位的立場上であった畑地が ,米轍
に代って齢家収入を支える商品作物のねむ耕地として利用されたのであるO商品作物としてほ ,
秦タバコや疏葉が取D入れられた｡作物の商品化は米野EJ'Cもまして畑地の経済的夜利用価値を
高めたのである.そして･Wこ自評は′円城白菜〝として名iLL上け ,岡山或いは京阪神地区を市
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場とした野草の近郊産地として育ってきた｡これに加えて吉備高原でq:tどの地域でも1くみら
れる糞クJ,･コ邦特が円城でも盛んで ,緩傾斜の耕地を利用してか少確実に換金できる作物たの
で比較的有利であるが ,白-#は市場の粛軍供給のJ<ランスに影申されることが大きく,価鮪薮
軌が激しいのでGL家の間でも最近では動揺がみえる｡そのこと拭畑地利用の両に:Blいても如実
に表われている.
第 1図 鼻家の畑地利用と作付状況 旧円城村地域
(中学校調査史料 よ_b作成 )
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白菜を作付する良家の70啓以上が図のように1- 2反しか作付 してか らず,舶近称に厳し
い野菜価格の低落を回避するあの滴板的な野草生産が窺われる｡ただ,7反以上 も作付に利用
している脚家が 2僻み られるが ,これ ら紘 ｢大皿生産｣による ｢沃丑版売｣という原則をとっ
て蘇葉の商品作物としての経済的価値を高めて,市場の価格変動による形響･i･少なくLている
のであろ う｡白菜の一般的に低い作付生産状況に対して ,葉クノIrコはどうであろうか｡良家に
とって結やはり安全を換金作物とみなされ ,歩家収入にもか夜Dの比遍を占めてし1るようで.
作付状況も白菜とは遮って2- 3反からそれ攻上の作付を示 しているD棄タバコの後作L,-:白-3t'
やダイスが絶えられるようたが ,畑地利用の型としては,身-一項 クノてコ一一ゝ白菜と,麦-→ダイ,i
-→麦の二通りがあるそうだ｡
以上の1うに円城の凝家は耕地利用として水田を主忙し,その低い生産力を補frうために畑
地を補助的耕地として商品作物の栽培にあてた｡しかし現在で壮米は自家消幾のみにする盟家
が多くをL),商品作物としての葉ク･1'コや前菜 もや 伸ゝび悩みrL)状津を呈している｡そこで今
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最も注目されるのが果樹栽境である｡東砂とい.'ても海事ぶどうと斉地ぶどうであってタバコ
畑と同 じようを壌傾斜の土地に次掛こ拡が.'てかb,門塀での土地利用は従来の田畑中心型か
ら果樹園を親み合せた園芸的耕地利用に
｢
移ろ5としている｡円城地区でのぶどう
栽培の歴史は新しくせだ10年位であっ
て耕頼#･家政は約80戸である｡そのう･
ちマスカ.}卜を栽培する温妻を所有する
辞家が黒地ぶどう軒家よDや 多ゝい｡マ
スカットの商品価値は高く.市場も今後
拡大する傾向にあるのでその発展が望ま
れている｡ぶどうの他に薗著作物として
第2図にあるエ9に,しいたけ ,トマト.
さらに茶がある｡茶は円城の特産物とし
て有名であったが ,現在は生産も減少し
自給用に変ってきている｡ トマトは岡山
県下でも主要を生産地として広い市場を
持19ている｡だがこれら多くの種類のき
巣生産物にも拘らず .円枕地区の妙巣食
観を集約して述べるならば,それは〝薫
タバコ〝 〝白菜〝 〟マスカット〟の三つ
に絞 られると思 う｡そこでこれ らについて
-ぶどうの温宴とタバコ畑のみえる円墳-
第2回 園芸作物軒培比率
(白菜を除く)
もう少し詳しく述べてみたい｡
まずタバコであるが ,これは周知の通b棄タJ(コの載韓であって,専売公社の規馴のもとに
行われる｡棄タバコ収納の際の価格も公社によって決定されるため舟家にとってはある程度計
画経営が出来て便利であると共に .万一不作の場合でも前3ヶ年の平均収獲価格で公社が異い
あげるので洗薬に比べて安全度が高い｡そこで円城ではマスカットよりも書だ比重は大きく.
換金作物として最重要位を占めている｡井家の8割近くが兼タバコ栽培をやっており.2- 5
反作付の農家が最も多いことは窮 1図でみた通わである｡円城での瀬高作付比85反であるが ,
第 1図にあるように 5反以上鼻家が白菜に歓べて多いのは特徴的である｡
兼タバコは平坦地や軽かを傾斜地のみならず急倖斜面にも多く植えられているのが目立った｡
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これらの兼タバコは黄色兼がほとんどで備中禁は戦争前にをくそ少,職後にをって黄色雅が急:
増したそうである｡植付け比 4月10日～ 20日噴行ない ,8月の初めにかけて ,成美.:さした桑
を下の方から1枚1枚かぎ取っていく｡丁度この巡検中にも円城を壮じめ各地でin･家の人々が
共同で刈 9取bをした少,共同老嬢をしている収獲風景がみられた｡
葉クノ<コの生産には根付けから収猿まで多くe)労帝力を要する｡植付けにはあせ9柳 をし
ないようだが ,苅少取b-f･乾燥に比視軒者を持つ｡だが多くの場合は5- 占軒の共同作菜とい
う形をとり.お互いに手間返しをしているようだった｡乾煉時のつb込みは帝に労働力を要求
され ,5- d日間も徹夜で続く乾燥は鼻家にと.'て重労働であろ うと思われる｡羊二嫌は以前の
帝から燈油を使用したバーナ にーどの舟家でも変っていた.タバコ畑が5反あれば私有の乾煉
小屋が必奇だそうで,兼クノ,'コ500棟 (1棟800g)を収容するd段吊りの/J､屋が通常よ
く我々の眼にとまるもので .これが建設経費20-50万円かかると言 う｡
多くの労働投下と生産朱をかけをがら,いったい卦家はどれ程の収益をあげ得るの九 円城
での糞クJ{コ鼻家のタバコからの平均粗収入が反当少 10万円前後だそうで,自己労賃は無視
して肥料代 4万円だけを考慮するとしても,それ程良い収入とは膏えない｡兼クJ<コ栽培が円
攻地区の丑家に広く伸びてきてはいるが ,歩家のd削近くが充分な収益をあげていをいのが実
情のようである｡つまb鼻家にとゥてはクJ{コ収納の規準価格が一定している為に〝安心して
金が入る〝という鮭力が大きいので壮なかろうか｡畑地経営の低い収益と生雛 の中ではまだ
まし女物として安定度のある利点が只われるのであろう｡しかし収益の伸びがとまっているこ
とは頚クノ(コ栽培の一つの転換期を示すものである.その意味において温室に上るマスカット
栽培の兵家の多くが,兼タバコで収益をあげ資本を蓄欲し得た人々であること仕新 しいEi家経
営を目指するもので江Elに債する｡
マスカ･Jトは正式にはマスカットオブ7レキサンドリアと貰い.〝果物の女王〝とが′陸の
美珠〝と呼ばれて ,形や風味の良きを誇る高級果物Irある｡マスカット生産は全国で壮岡山県
が独占的であD,県下に卦いては持高町を中心に次弟にその栽培地故は拡大している｡加茂川
町も新興載境地の一つであって ,昭和29年頃津高町に接着を持つ者がそこから栽培技術を導
入し.5戸のEi家が自己東金で始めたのがここでの最初の栽培である.現在では加茂川町マス
カット温室面棟は 5･300坪に逮し･その内 8割が円奴地区となっている凸特に円城でマス.カ
タト栽培を支持しているのは青年層で,本格的に取少くんでいるのは皆 20-50オ代の人々
である｡高度を栽培技術と近代化された果樹園造成が推進されている今日,若い人 に々上る美
称栽培は大いに活躍が耕待きれる｡
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ぶどう新崎は層士が疎くて砂質せたは砂辞賓土欝が適していると言われる｡円城附近も第4
紀の山砂利J眉に卦か九九 ,排水も,tくて救槍に講していろ.マ-7.カットの甘JITEは 18〆位で碍
地ブドウよ9稲いが ,この甘皮は日照時間によ.?てかなL)左右されるし,水の多少にも彩響さ
れる｡円城では栽節に必要な水はため池が利用できをい鴇にほとんど天水を利用しているよう
だが ,11月～ 12月の芽立ちの時の水が必要を時に丁度水が得難いようで,節水飾設の改良
は急務であると思われる｡
ブドウの生産地を世界的にみるとイク])了を始めとした地中海地域が傑勢であるが ,これは
ブドウ栽培が自然条件の一つとして,貰雨が少をく冬暖かで雨が多いという地中海性気侯に適
してV}ることを示している｡ところが日本紘これとは異走った気仮条件で,貫は高温多雨 ,冬
は寒く少雨であることは周知である｡この気候条件の差遣を日本では温室を使用することによ
って克服しようとしたわけだが ,や壮b問題は規 9,円城でも前述したように潜水の関原や.
弗の被害が大きいことをどが指摘される｡だがマスカブトは高級果物として品質の良さを要求
される為にかなり高度を軸 技勧 ･'必要であり,各良家は果樹研究会をもった少,月一回技術
交換を行を.,たりすることによってマスカ･}トの質や甘味を卦とナようを不利な条件を乗りと
えて品賀向上と生寝の上昇に努めている｡
円城のマスカット栽塙か家は田畑あわせて占～ 7反所有辞家が多く,最高は1町5反良家で
ある｡果樹 専美兵 家は なく,多くの斉家ではtだ副菜的性格が強いと言える｡7官がマスカ
ットは全国的にみれば岡山直結市場で強いと言っても,県内の各栽槻 家の競合は散しくを.?
ており.それにこれ紘典約的な節業でか怒りの労働投下を必要とする為に,現在のような副菜
的なものにとどするととはあるせい｡事実その上う夜新しい気配はうかがわれた｡
栽培の為の海妻建設には,ガラス.垂木も含めて坪 5.000- 7,000円,鉄骨 1°,000
円の軽費を用する｡各捗家とも自家現金でこれを行を)ことは出来ず ,ほとんど参集近代化資
金の掛矢を受けでぢ投棄金に充てている｡温垂 1練が約 50坪で平均 2棟所有鼻家が多い｡
マスカットは11- 12月頃が芽立ち時で,との頃から冬季の間の温嚢内の一定温度保持の
為の私源として ,日光だけでは不十分を故に,燃料に石炭を使用して一定温度を保っているそ
うだ｡ 占月が療盛期で8- 9月把か9て出荷する｡聞き取 り托当った兵家も出荷の実際中だっ
た｡坪当Dの生藩力は4- 4kg(県平均HQ)で,12kgを1梱包とし隔日に 1- 2梱包出荷
する｡ 1kg当bの価格が200- 250円とすると収入は12- 15万円(但し収量を坪当b
りQとする)とそる｡たがこれはあくまで粗収入であ.?て,生竜箕や販売地までの流通過程托
おける手数料 ,或いは自家労甥を考慮する女らは細収益率はタンと低下するであろう｡従って
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温皐 2棟程度を所有する経営規模の小さいここのマスカット栽培は ,県の果樹在外プランに
唱う｢果樹専菜による自立鼻薬｣にはまた頼通レ､と宮わねばそらない｡
梱包されたマスカ/ートは舟協へ集荷され ,連輸業者の車がまきを下帯に頼んで岡山の蘭書
連に運び,そこからさらに京.阪神 .東京市場へと送られる｡版売系統が確固とし,また指導
が徹底しているためかぬけ荷たどは無いそうだ｡マスカット栽培の元祖地である津南町では
その技術と晶質を誇るために,このマスカブト性××の家の産という風に銘柄や家柄によっ
て格差をつけ ,静粛そよっては個人仕切Dで特別の老舗 と取 b引きをしたこともあったよう
だが,円城は新しい産地であるうえに栽培技術の平準化が進んできているので特に銘柄によ
l
第 5回 腺下ぶどう主要竜地
区≡盈鮎 ぶどうが主地蔵 団 電池偵 t≡∃ 遠望と蕎地
る格差は見られをいようだった.果樹の生薄地を現在全国的にみると広がってゆく傾向にあ
るが,岡山県内でもその卦塙地はかをb広まったと言える｡集5園は県下のぶど)主要危地
であるが ,円城は特定的には県下で最も北に位置する卦培地であるのか分かる｡クラベルが.
卓越した隆起準平原で土膿の耕水が良 (兼併 鴇に適しているとい5円城での地形的条件が .
販売流通や交通配債の面から見るならば消費地や岡山に速いということで逆に不利に作用し
ていることも否めまい｡
ところで円城で壮マスカットと共に露地ぶどうもよ(みられた｡円城でのこの粕 の歴史
はマスカットよbも新しくて書だ始めてd～ 7年である.この種にはキャンベル ,ベリー イ
7-などがあb,酸性粘土鱒に適し,甘鹿拭 14年程度でマスカットよb低い｡病気にもか
かりやすく一週間に一度は防事情籍をやらないと･.%とう病にかかるとhb｡露地ぶどう栽培.
お家と温皐ぶどう栽培轟家とは全く別でどちらの栽韓もやるという齢家はをかった.反面積
当りの収猿高は温垂より露地の方が良いけれども,収入金街は果物の女王マスカ･Jトを栽培
する屯垂の方が高いようである｡
いずれにしろ円城のぶどう栽培は現在一つの転換期にさしかかっていると言えよう｡栽培
技微 ,'普及してアスカット恭家たけでも70戸前後にそっているが ,どの舟家も果樹栽培と
しては零細経営であb,坪当りの収丑も停滞気味である｡そこで樹園地の拡大に努め ,現在
の5,500坪から1万坪にしたいと本格的に取bくむ姿勢を示してお9.果楓園造成の為の
方法として二通bうかがえた｡即ち昇地ぶどうの為には山の疎林を切り開いて樹園とし,マ
スカ･J卜の温室建設には畑地や水田の転換による土地をあてる二通Dである｡県の果樹振恥
計画に上ると｢経営規模の拡大によb再発的な果断軒家をもって果伊団地を耶成し,労卿の
省力化と能率化を計るため貯水 ,防除 ,選果等の近代化併設による近代化された果樹園造成
を望む｣とある｡ここに唱われたブランと円城の瀞埼癖家の求めるものとがよくマッチして ,
いわゆる作目の選択的拡大を推し進め ,卿 呼集という鼻糞経営の一本化を果して巧(ヤb
とげれるだろうか｡
たしかに消費生活の向上に上って果物の帯宇がのぴ.マスカタトの市場も拡がりつつある
ことは好tLhことで抹あるが楽観は許さないようだ｡果実の価格も安定しているとは嘗え
をい為に,農家の間に壮果樹専業は不安定で仕をV,かとV,)気持ちがあ9,やはり従来のよ
!オ多角的を'ト親軸 管の劫 itLであろ)という考え方がうかがえるのも兄のがせない.
さらに円城が果樹主産地として大きく成長するに比tだ幾らかの薄青もある｡即ちg･家の自
己充金力の弱き,果併載鴇にとって致命的とも思える81令の老令化,商い労働力殻下の反面
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年一回のみという低レ'土地典約度などである｡これ ら多くの帯間麿を如何に克服するかが今
後のマスカ･Jト栽培の発展のキイとなろう｡
阿山 県下白菜主賓 産地
β
薫タバコ,マスカットと共に円城辞典を特色づけるもう一つのものが白菜である｡円城白
菜として阪神市秒 ＼出荷されてきたようだが .とれ比マスカット以上に価格変動が汝 しい為
に怨家の多くも弟 1図で見たように1- 2反しか作付してからず ,価格暴落の際の損失を出
来るだけ小さくしようとしている｡県では野葬価格を安定させる姓付けとして主産地を指定
し,価格変動に伴7!う不測の損失を補てんする事菜をやろ うとしているが ,円城(加茂川町 )
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や川上町を始めとする岡山県内の主要産地が京阪神市均の近郷窪地としてそこで他産地物と
の市場競争をやるのであるか ら,や絞り全国的奇観牧で野菜価格安定の為の流通脚 の改哲
とかいった手続きが取 られない限り,野草の暴雅 ,暴落比不可避で ,自費作付fT-家の珪藻意
欲もそがれるであろうO巡検に行った頃もちょうど価格の下落が盟家に影廿を及ぼLていた
頃で出荷するよりも持てた方がいいと言って,捨てた集家もあったそうだO兼タバコ,マス
カット.白菜の三つの内では,白菜が原も不安定的要因が強いと言える｡
以上のように円奴における良美は田畑中心魂から鹿妻的耕地利用型へと移行し,さらにそ
れを一層推進して果樹主産地にしようとする気配が見 られるのが現在である｡たが反面価格
の変動を忌避しようと .果樹鞘 や野菜作付戎h比米作などを各々′J､規模だが多角的に組み
合せて経営の危険分散を計ろうとする消極的を面もある.今や大き刺皮路に二立っていると言
えようn
前述したことの他に円城蔚巣について聴 き取 9て稗たことを記しておろう｡卦家の参外収
入として山林と出稼ぎのイ草刈 bがあげられる｡山林についてはP:i(所有している人で 10
町位で伐採 したb冬には薪にした少している｡イ草刈!=こはかをりの人々が南都-出かける
ようで,ち上うどその頃の田植えは:主婦の仕事だという4テーラー 桝蘇機冷どの普及け&軒
に一台程度でまず-2ずである∩家畜については ,乳牛托 1軒の開拓者が 5頭飼っている以外
全然居ないd和牛は60頭ぐらいで舟家一戸平均一頃以下の割合たそうた.にわとり絃2-
5軒の舟家が2D0- .100羽飼券しているたけで自給的畦格が酔い｡
i I
4 高原の村の変貌
河 原 孝 志
よくいわれる ｢甚制あって舟政なし｣というところか｡とI,dvかく為政者に待つよb .良民一
人一人が現状に甘んぜすに計画的を経営をやっていけば ,ち.'と盛業壮明るいム- トを持つエ
うになるのではなかろうかO-･.----
円城は名のとおった白菜の蔑地であるDところで僻 は.その値段がぐっと下落した｡それ
で今年は白菜の作付けはぐんと渡っている｡代って豊壌したのが ｢蕎麦｣である｡何十年ぷわ
かで辞蒙を植えたという家もある｡今年は帯安の値が良いと決15でいるのであろうか｡去年
妥 か ったか うといって見捨ててしまうのはどうたろ うB生産者自身で値段を決めるようにそ
らなければ冷らないと思 うが｡後手 .後手に出ていてはいつになっても救われTrい｡先手 ,先
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手に出るとと7t･.私達が貫 !生藩晶には .ちゃんと値段がついている｡この値段は生垂者であ
る工場がつけたものであり,ちL･'との朋切では変勤しをいものである.ところが ,毎日毎日
変化の敵 しいのが鼻種物である｡それは,舟美にたすきわる人 の々自発である春鹿解決できぬ
だろうか｡もっとも,典薬は天候に左右されることが多い｡理想としては ,社会形体,生産形
態朋 り托して ,市場支配と同時に天候支配までにもっていきたいところであるが 'すくなくとも
現在割蘭的を生産をやるE.とで少しでも救われるのではをいだろうか.同時に若い人たちにも
意欲的にそってもらえI･d:.いくらかIrも舟集軽骨改善に注意を向けるようになるので紘をかろ
うか｡そして,若い人たちがどんどん都会へ出ていくのをたゞ指をくわえて見ているたけとい
うようなことには1rらめと思 う｡
ちモネに ,第1回 ,第2図を見てみよう｡
第1図は大字円城における月別人口数の推移を示したものである｡昭和 57年から59年7
月 51日現在までの短い期間であるが ,はっきDと人口が現在まで滅bつつあるとV,って よい
だろう｡ 2年半の間に男子は18人,女子は9人 ,計 25人の渡少であるO男女 821人にお
ける25人だから,それは ,総人口の4髄を越える減少率である.その原因は何であろうか.
グラフからすれば,女子の昭和 57年 5- 4月 ,男子の58年 5- 4月を例外として.ち- 4
月に,かそb減っている. 5月 ,4月は卒巣 ,就職 ,進学の時期であるが ,挙世を卒集して他
へ出ていく人たちがその原因で比をいだろうか｡号科が入手できなかったことと,時間の都合
もあったこLとでくわしくは訴べていないが ,ゆっ(bやってみたい｡
2図は年齢別辞成托した人口の割合を示した ものである｡下が大字円城におけるもので昭和
59年7月51日現在｡上が日本全国にかけるもの7?研和55年10月1日現在で餌 府統
計同調査鞍科によった｡ 55年と59年だから上図と~下回にはずれがある｡戟後のベtLフ'-A
ムが上図では10- 14オに ,下図では 15- 19オのところにあらわれている｡との二つを
比べて特に目につくととは ,5 0- 54,55- 59オの年齢層が下図では特に少ないという
こと｡下図では幼年屑の占める削合が少ないというとT｡そして頭でっかちにをbつつあると
いうことであろうか.これからも15- 19オの書年膚がどんどん離村 していけばか村の老化
現象は,ますます汝 しくなってVh(だろう｡生産も低下してくるであろう.
それほどに長村を触れていく若者たちに覇を榔ますよb,もっとほかに考えることはをtlだ
ろうか.無理をして耕入したトラクター も親 書年たちを村にひきとめることは7!幸をかった｡
ほかにするととは香い7t'ろうれ 今 .いちばん歩の良いのが煙草である. 1反につき10- 15
万円は手k入る.平均 さ反として50- 45万円 ,多いところで 75万円とV,うところ.鹿茸
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Lr1.,すっと第-輯色種 ,25 ,8年前に一度怖練変を植えたことがあるが ,今年は第二井色領
を･構えている.次ふ,(hhDが米で反収 7- 8俵 ,2.8石～ 5.2石 とLJ,うところ｡中和がほとん
どで , 10月14 ,5日に虻刈取 _L)らその前把 9月中旬には松茸ひきがあL),7 ,8〔00円
程度の収益がある｡山は大部分が共有である｡木材托比を:r)に_<:(,韓にされる赤松が多レ､O
掛 りbが折め.ば畑作物のLりいれ ,せず白菜 ,と力打 .今年脚雪とんど自家用春慶.そばの取
入れが 11月nそばは 8月末から ｢210日QL)脚 ｣まで頓I,C構えてか (.白井ほど手はかか
らぬが ,花の咲 く頃,D台風が心配.同じころ,たばこの うね間に{･しへた小豆のとり入れがある｡
7月20日頃にうね間E'(J:せいた小豆托 8月14 ,5日頃に抜かれる煙草･:,7L_かわって土辞せされ
ろ｡煙草の萎肺病が移るめが心配O唐草が早く凍けめt/小豆が倒れてしそうCそれに天気次第
であるnすんでしまゥたら釆搾きO麦の取入れが 5月半ば～ 6月上旬Dその後把億葦とい う僻
序OそhがEl兵暦であるDそれにピーマン ,トマトがち.t(ち.tく0 日W:i.lc托里串 ,兼租 .こ
れたけつす ってレ-･れt:rほとんど仕部に追われどかLo米,優革のせわl:てひっぼ り回されてレ1る
といった感 じかする｡そtIも共同で,というこJ･打柁{んど軽く,稲刈 i)の際2- 5軒共同で
行なわれる程度｡山へ入る時にも共同をが ,もゥと広(共同梢常にLて,土地に支配せれるf!と
民でけな(,土地を支配するG.1f民にTi･って欲い ･.｡
それから,ここI.,(_).tt,果樹がかし1というと)･｡た ヾ マスカ･/トの温室瀞韓が 20∩0坪ほど
行希われている｡怖 ,製 ,零 ,桃 ,ち-:どう-- ････山の傾斜帝を利用してLへくらでも収秤を奉
げ られそうであi,Dそして ,それ ら托 ,そのまま丁や市へ送り出さぬことである｡例えは甘皮
のヤ 劣ゝるマスカットはfr;･詰めにするとか,那 .棟 も多くできれば同じように加=し白芽も,
生LrJ溝ゝでTEく滞物L,Cするとか ,トフト(,iJrチャJプl/1するとか ,果実の生ジュス把するJか ,
何とかできるたけ ,手を加えて ,直接 ,参るい紙 .柁丸 顔牢を短か(して ,消煎者の手にわた
るようにすれば,消費者にも生革者V_も大 きを利益となるせろうし,当然 ,£;A-村に人手がし1る
こLE,:なろう｡そ うすれば ,若い人たちが町へ出てい(はかりというこLもないであろう.そ
れほど大きを教本がいることではあるせいと思 う,.
{にか( .ここで櫛 菜を鞭れてkt成 り立たぬ土地である｡その缶薬をLへかに生産性の補い
ち(7)に LてLへくか｡かかえ込んた問題は大であ少.又将来大きな夢が広がっている｡昔か ら千
秋一 日として変化の在79･丁たこの農相吃新しい息吹をもたらすものは ,マスカノトを先頭とす
る果樹郵蝶であろ うか｡米をつ(らわばならめとhう古い考えは捨てて ,新IJLへL'"巣-脱乾し
かナかばならTlh｡各戸で-iず若レ､人rC_,来年比 こうしたらと思 うが ,どうだろうかと相故を
もちかけてみたらどうfL-ろうO折角高校で習った温垂 ,畑 ,蕃鶴の実習,経常が無駄になって
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L･JD｡円城は ,北頂部の部海から何かあこがれのようなものIfL･受けで･n･る｡嫁 もさほど心成し
;I.>くでも来てくれる｣こうであるQその円城でqrしレ､辞典を始めれば ,たちまち四方へ伝わるこ
{Lであろう｡とにかく夢は大きい0第一次産菜従軸者 80車以1というのも架のない80留で
純な(,山を開き斜面を利用した乳牛,果樹で実のある80解でせければ在らぬ｡それには '
地元で背写英をつくり,県 ,国がバ ック7 pJブせねはそらぬ｡せず地元民の蘇生が望まれるO
5 円城の村落構造
浅 田 昇
円城の町に於いては鹿少社会粂箆といわれるコー グミ(ここては組合と称されせす),カブ
ウチが存在しています｡
* このコウグ'1(クIアイ )比町内印成の一区画としてなるところの地縁的なもC,で ,15
～18軒で梯成されています｡3,ミアイには区長がいて役場その他の町内機関と凍結をとって
かi)ます｡ この区長はクミアイ只によって選挙され ,任命書れゼナ. クミ7イの積数となる
ものには ,不幸があった際とか ,舞串を行う,道的作弟等 ,他の一般的をコーグミと変わb
ない投祷轍 を持っている様です｡なか葬式の時にはその放者比その準備一切に関与せず,
クミアイを形成する人遠によって行をわれます｡もしその番務に緑者がロを出すとクさ7イ
イ/と衝突する事が時々おこる様です｡クミ7イ把於いては ,特に拘束的なものは無いと思
われますが財産区串の上うなも?把は住民権を得て 5年経ってEctじめてその権利を有する,
と制限を加えているのが目立つ春慶です｡
米 カブウチけ円城にも存在 していると思われますQ私のお尋ねした家に於いてはこの村に
12軒の一族がおりますが ,この-族Qj:在他500年を誇 り,その墓に江戸時代の年号が多
々みられるのを見ても確かですDとの一族は現在地の村 ,すなわち久米南町.福渡町方面に
今日親額づき合LJlけしていをくてもかって結一族同門であったという意報を持っている点が
L釣り,この円城の一族はもとは久米南町方面から移って来たようですO一族は背からの〝な
らしへ〟とLて春秋の彼津 ,盆等vT_は-族集合 して益参を行をっています｡ E_れは一族の勢威
を示すものとしたものであろうと思われず十が ,現在音程の同族意緑が72く希って来ている
'Dで,その連帯感強化の老練に於tハて(その塀は皆が意織 しているわけで牡をレゝ )もその名
残 りとして踏習されてし､る上うですb (但し竣念T番にその集合場所 ,す7Tzわち煎接骨基に
凝るJ-か ,ある家にいつも典合するとか ,その鵜合する家の順序とかしへう点V,:つレ､て比 ,こ
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のカブウチ存在の超度の間質を知るとに於いて非常に重賓 と期待したのですが ,析 明 らか
に説明して もらえませんでした｡ )株内聞む権威について ,私のお卑ねした人によると,権
威と L^ うようTrものL.i:存在せず,平均化しているとの串 でしたか ,法凍とか他の解式に於い
て現在の経辞力のようなものが牌係 している乞,ではをいかと思われまLた｡ この平均化 ,千
等化とい う点につしへで十族の本家は現に姫えていTfT･か ら,この点が,Bる程度QZ尊 している
のでtd:奇レ､かと思われIZす｡ と把か(現在の平等化,す夜わち友和 していかfrくて4-iその府
城は免れをいとLJ,う串か ら.この村(7)カブ,?チも牌境遇矧吃当然参ると思わh 7f十｡ を.かこ
のお宅のよう利日家も他に存LてJ,･9.又 ,ここには高7g部落に帯地姓と名弄る開拓-族が
あbます4
半 疑制的親子関係
カナオヤ,カナ子についてい･レ､ますとこれ打その起源年代について/.,il轟-Lf少明白Trところ
仕判 9才せんが ,その存在は明治 ,大正 ,そして昭和の 14-15年Lfl迄く-t明確ですbそのあ
I)方 ,孝kL割について申しますL,大体Ln:於し､て有識なる家庭Z,C′ヵナ親になってしったたきた
い〝J一願って ,そして承諾される{その祝レtと hタノの志味を･こめて一つの宴席を愚け ,カ
ナ*ヤ ,カナ子の関係を結びます.そこに至 .て仕年の瀬子同様の取扱レせ うけるとLもに,
周閲L.･tも認められ〝卦{うさん〝 〟かかあさん〝そして"太郎〝 ′花子〟等の関係に7Fi･りま
すO一般把カナ親H小作を2,5軒 も持つ自作rで腔帝的余裕が奉 り.従って杏裕をる うち
LR:おし1ての子弟はカナ親 ,カナ子関係を続ぶ帯も少を(,小作の方かカナ子を笥/Uだようで
すOその掛取による番号斬貨釧･:i,カナ親打力十干が困ってし-,る時にけ相談にのってやったり,
総括の掠れ(Ji甜唇用具一榊 とか ,男児の徴兵輯香の時に羽織袴一式とかいろV}ろの煙筒的援
助を与えたようで ,カナ子ほっI'･Lてし1うとカナ朝宅に多忙を時に Irと,す別 フち,田穏Lか稲
刈 り等の際l,Iは行ってその家の子 {同様好一生野鈷冊き,叉カナ親の死せる時V(:結死者の棺
を去場に主宰ぶ行モ引^{_於いてその棺をかついたり(注 ,棺-を･かつぐのは子息 ,嘩者で恐いもの
から)の非常に蜜71･る防除を持っていたようです.これは文 ,旧来の博鞭関係にも結ひつい
ていたと思われ7tすが ,この様を関係も峨後のf=地解放T･,自作′ト作馳係の美果もを(なLl
従って消減の形をとってし(ったようです｡又 ,フンドシ親は大体同じ意味nJ:のですか .少々
別の意味をLっていたようけも思われますB子供が生まれて′体が菊レ､〝とか〝今迄生まれ
た子供は皆死んでしまってこの子けウチ把合わをい〝Tかいって一応捨子の形をとり,fJ･ね
てL･顧レりノてかいた家Eで拾 ってもらい ,その亨で作ってもらった着物を潜せてもらって ,ち
らためてその子の室寮 に ′アズカッテタレ〝とIJlって戻されて,一つのヤク払いのよ')を恵
一 ち1-
味を持っていたようで,その時拾ってもらった家を〝ふんどし親〝といっていたらしい｡そ
れ以後の附係は前者のカナ裁 ,カナ子VLついて同様です.又 これらカナ親 ,もしくはふんど
し親は 2- 5,鵜食紅よってはそれ以上のカナ子を引きうけて,一種の誉れのようにとって
いたようです.がこれらも戦後を項に崩放 していったようです. .
* 階級関係と避･地解放
地主 ,小作もし(姓名子親 ,名子といった関係C将梗壮明らか7生るもので ,地主は時には
税金8割も取D立てて ,江戸時代托さか卑ると払えをhものの矧俄に当時水路の不備等か ら
セキがよ(きれたので,人柱をたてたらセキがキレないと,その人柱に彼等をあてたとレ､う
惨筋夜番もあったそうですQ このように樫帝的格差の相通から完全なる主従隣保にfrってい
たようです｡しかしながら大正 ,昭和と経るにつれてその′ト作地の取b立てのきびしいもの
はあb寸Lたが ,その主従関係も段々繋少の傾向をたどIDでいきまLた｡しかしなんといっ
てもこの自作,′1､作妙味 ,ひいては陣後園係に決定的打撃 となったの綻戦後の去)地解放で ,
これrLより田地保布舟も平均化し,階層も,また .敬後の民主主鏡が印 らいて全ったく平等
化しているi:うです｡ この点この忠地解放虹階歓関係を打故するところに多hLてあずかb,
現在旧地主の保障等多 輸々議もあわTi十が′よい改革'′たったと恩いました｡
* 後 記
今回e.の巡検の意義についてあまり関心を持たず .〝楽しい遠足〝ぐらいに思って ,-従っ
て ,下調べもせず ,巡検中の態度も相当に怠伊でした｡現在自分の試せ られた義務と蛋任に
追いま(られ ,今更〝ft料不足〝TL(ってをげいて後悔してい-2すが ,来する年 ,今後の研
究.の仕方につV}てのあD方 ,態度が判かった車たけが唯一の収秤のようでした｡
6 円 城 の 宗 教
花 野 鉄 紀
.:(I) 円城における仏教
円城にかV,ては天台宗が圧倒的に多い｡天台宗の他に東署帯 ,日野宗 ,金光教等があるが
とく少数である｡その為 '天台宗派寺院である円城寺 ,地裁院,医王院のヨ完をのぞいて仕
他の宗門の寺院は円城寺附近には存在 しせい｡
円城の三ケ寺と呼ばれる円城寺,地裁院 ,医王錠は共に天台宗派の寺であbもともと一山
寺院と呼ばれるものである｡一山寺院 とh うのはもともと一つの寺で一人の住職によって菅
】
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L.
坪されてしへたが ,時がたちその寺の勢力/J:上ZdH).文徳のある僧侶が出たために ,一人の性徴
-つの寺ITは間t,あわなくTEb,その元の寺を卿 として坊Lhわhるその分院を作ってでき
た寺のこL書.･いうのであるDと0円城の三ケ寺.L'奉ってけ円城寺が本坊ITあ9残Dの軸管院 .
医王院がいわゆる坊と呼げれるもL/rJである｡一山寺院にかいて托 ,寺の大事な経営静たる硬家
と寺を結びつける過去帳の背理捲け本坊E･Cあるのが普通であるが ,この円城の三ケ寺にかしJ,て
も明治中期-才で批?_去帳の背理稚相木排たる円城寺叱奉ったLいう｡
なか ,円城寺け別院当時から{_の円城の地にもゥたのでげそ(,現在の円城の凍北東の方向
にある本宮 (ほんぐう)山にあったものである.それが鮮魚も中期弘安 6年 (1285年 ),
この現在の地に移転してきたものであるDその為士他の人kttの磯城寺を現在でも71-か′本宮
さん〝と呼んでいるb
私見であるがここにつけ加えたいことがある｡阿蘇あるか否かわからか(那 ,郡山第五代座
主智証大師円珍とし1う人があった｡この人は天台宗声六祖でもLl,855年から858年 (仁
寿t～天笹 2年 )VLわた9在唐錐帰朝十るや三井の唱城寺別当LなったLいうQ この三井の固
雄幸け天台宗三井7%.-軒数をかこしたところである｡Lすると三井のItl城寺で天台芦三衣流密教
をかさめた僧がこの阿山の本宮山さてきて寺を同車さとDを開L･て鼻に下り現在の地に円城寺を
姥てた｡そLてこの寺がある為に,この他を珊城 (円堆 )と呼('よう1/二なったとは考えられを
レ､だろうか｡
神仏 習 合の 円 城寺
円城寺壮神仏習合の寺院である｡そのため本苛むまつってある豊の改!-'{扶朱塗bのお宮があ
る｡そのお宮'･,.壮弁天女が-まつってあるL,〝だいばて'L′という.I)たそ うだO弁天女のまつっ
てあるb･宮の後卸にけその守嶺の白邪が7fつって参り,その衷向いvL)石柱の垣打Vj:机の通り･'TYi
とt(う20cm犬の穴があけ られている｡
円城寺の神仏習合の発祥は大体次のようである｡徳川抑期 ,この円城寺の時の佳碑が概数の
至宝たる本市供漆を志ざして修業 しているL,不恩譲モことに毎夜白狐が寺にまつってある本
尊のまわりをせわったという｡寺に白狐とけどうも剛 こおちか′､のでその住聴紘いろいろ考え
た｡その結果 ,その白¶松井天女につかえる日和であることが判明したQ侮夜弁天女の守讃た
る白狐が本港の阿那 僻u乗を守るためきているこLがわかったのだが寺に狐たけをまつるのも
おかしいので ,その郡の主人たる弁天女を本革の接にまつることKそったという｡
円城寺には〝とし〝が.bる｡神仏習合寺院とはいえ〝 こ し〝がある寺というのは款少いので
はをいたろうれ この〝こし〝はさすがに仏教的をもLZ)で,普通の神社把ふける〝こし′の屋
■`
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根につLl,てし､る風凧という鳥のかわi)に ,古い帝の欄干の柱頭昨つける坂宝fj:(ギポシ)那
つけられており,〝とし〝全休の形及び匿根の形状京都の六角堂のととく六角形であるO と
の′ こし〟は蒋 (4月2 8日 )と秋 (1口月2 8日)の草の時くりたされるが .そのくりた
される時の体形が又仏教的である｡せづ先頭に稚児がたち,その後に円城寺の陸戦 ,そして
地域院 ,医王院 と往徴が続(｡ここrL'も本坊と坊との区別がされているDその住職の後に〝
こし〝が続き,前に行く僧の御権にあわせゆっ(9ゆっくりすすむのTlめる｡
六 角 み こしの図
牛馬 の供馨
現在のF.村においてけ桝作用の牛や馬をほとんどみなしへが ,かっては牛や属なくしてはか
薬を考えるととけできなかったのであるから必然的に牛や馬は大切tであっかわれた｡そのた
め牛や席が死ん7t場合も寺にかける作法は人間Lほとんどかわらをレ御経が配せれる>いう｡
たた人間{異71るのは牛や属LyrL-仕入脚のように自力本願能力がTrhと信 じられている為 ,引
碑作法はし希いという｡そして自力本願がで幸ない牛や馬の為に付人の冊によって成仏でき
るようにと道の蹄それもなるたけ人通Dの多い二叉や三つつじの所に〝かとうは/V'.と呼ば
れる供券塔を･たてその前にか仕方.ふこう,そLてワラでつくったおけ托牛や馬の餌を入れ
たものを供えるのであるとV･,う｡
(I)加茂 大祭
加茂大葬は吉備沖神社の七十五騰貴 ,吉川八怖当番祭と並んで岡山県qL'三大祭の一つに数
えられる.
加茂市域にある加茂総社宮に加茂郷謝邑の八社の神鞄が集まって盛大Tr神杏が行われるの
である｡このように郷の総社と呼ばれるところに郷縛邑 よ9多くcI)社が集7tって神事を行う
l
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のはかっては各所はみ うけら九たが ,近代ではこの加茂大葬以外にはほLんど見ることがT･
7Tzレ､o加茂の大祭のみ現在生き残った(r)は加茂大群の伝統{共にその伝統を守る鵜の厳 しい
〝ォキテ〟が守 られたからにほか7fら夜Lへ. LかLその厳しい〝ォキテ〝も現在ではだんだ
ん{うすれていっているようで奉る｡たとえげ各所から集まる欄 をかつぐ若者か典桝 こ(
くTlり途中まで トラ･Jクで漣ぷ>いうこ(I-も行なわれている上うである｡この大祭のおとり
は古く11世紀の中頃すなわち天.q年間にさかのぼり,その頃堀内に発生した漕疫をのぞこ
うとして諸社が軒 をのぞ こうとして許社が彫 和こ除の報恩渡御式を行ったこTより始ずる
という｡
参 集入社
東四社 鴨神社 .気寄神社 ,松尾神社,ヨ吉神社
西四杜 莱慧神社 ,八幡宮 ,天計神社 ,三所神社
東のみこし部屋へ糾 士本殿寄9からこの版で粛座 .出る時も同じ｡
西 〃 ク ク
ただし三所神社は'Jか{こ神社と呼ばれ参央^社の うちもっとも後vLみこし部屋に入 りそし
て もっとも早くみこし部位上り出るとレ▲う∩
この容-姫八社の各社の氏子は一見奇遇一般にみられる神社の氏子のよ うに地縁関係で結ば
れた ものでは-孜hようであるoTいうのは背i封司じ村に旺む村人は同じ神社にri:する氏子で
あるか ,この加茂の場合同じ村に住みをがら奇たかも寺の塊菜のこ{くその拭する神社が各
家にエ9異 f3･る>いう｡最初これは各家の格式Lf上り属する神社が異るという封建時代の名
とDと考えたがどうも迎うようであったO調卦の結果 ,元来け神社と氏子は一般にみられる
ととく地操関係によi)結ばれたものであった▲ しかしいつの時代かわか らそいが ,財政困難
にみちいった神社が自社の氏子を他の神社にう･1たらしいことが判明したの結句ここも変則
的ではあるけれど本県的には地縁牌係による氏子とみてよL,､てあろう｡
加茂大 典 行事
19日 各社例祭
総代一同つらなって神事をとりかこ7.･Lrl,餅かT',俳人の修凍 ,つづいてお遊びの祝典行
杏 (棒つかい ,耗刀つかい ,獅子舞 ,馬とばLなどがあるが ,八社で多少のちかいがみられ
る. )のち御旅所に渡御とTrる (これは208 )
道中解凍Dの華やかを見ものを展開する社 (柿 ,日吉の二社 )もあるが ,御旅所では再び
神頚ののち各社とも棒つかしへ,蘇刀つかレ､,節子帝をどのか逓ti'昨歓をつ くす｡
-JtL.-
加茂総社宮では神官と総代によゥて静かに神事がとbかこ希われるたけでか狩 りの人かげ
もす(ないOとの夜宮司はひとりかきていて明日参典の各社にお供えする相 を榊の′J､硬を
口打ふ くみ杏がら手ずからしっらえる｡
20日 * #
ます加茂稔祉宮へむかう八社の耕 (お立ち )から仕じまる｡それは一番遠い焚書神社の
午前一時を皮切りに始まb,松尾 ,棉 ,日青 ,天計,八肺 ,≡所 ,乗隷鴫の各神社がこれに
つづく｡総社宮を目ざしす･'暗い山の中を進み ,午前 7時頃各社とも総社宮に至I戯するもの
である｡
神輿が総社宮につくと,ます東か らきた卯 年牡から入御が始ま9,次紘西からの無音 ,松
尾神社,再ひ菜の日吉神社と,これで粟のみこし部屋 (長味 )におさまるし1わゆる大西社の
入御がかわる｡
この刻寸でIr'L西の道へけ兼慧鳴 ,八僻 ,天針 ,三所の四社が参労,物の具をきらめかせて
弟めいてか9,つづいてこの儲vrしたがっで人御 ,画のみこし部屋へおさまる｡ これが西四
社である｡
ノ
八社入御がをわるのが 1 1時
11時半～ 12時 か遊び行歩
(長床前の帯刀つかいと獅子舞 )
12時- 12時半 御神事 (この大魚のクライマックスである )
1時～ 1時半 神馬行事 (馬とはし)
1時半～ 2時 術供えの儀
2時半～ 5時 丑御 (各社お立ち )
以上をもって加茂大葬はとどこふりモく縫る小
以 上
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7 円城 の食 生斉
稀 垣 彬 子
円城の生活を頼当することVLそったが .生活という言葉があまblG{も広い意味を持っている
ので ,その中の食生活について桝べた∩
- レの食 物 打 つLへて
正月好けどこでもする上うV,_-雑煮をするが ,必ず塩ブ T)を入れ7'｡この墳ブ7)什=-塩 もので
ある｡肺 は欝抽71味つけして ,ダイコy ,ニンジン ,ゴボウ,オーレン等 ,コ7'Tl.ども入れ
る｡ 他 に ちらしず Lやサ/<すLを作るが ,これ托使 うサバも以前は一塩ものたったD今tli生
もlJを使 うが ,掠サバを使 うこともある らしい.魚 の蘇付け ,野葬の祭付け .せん3'V,,甘酒 .
寮豆もこちそうである｡魚の燕付け(,ト､7チャサバが使われ .甘酒に使 うこうじErTt,以前rt小
燕方面か ら,今は#･SJ'を通じて下士井 ,高額方面か ら入手 している｡又 ,近とろは内を食べる
家もある｡
#･VL'もサバナLを作るnこのサバも以前け一塊~tのた-_た｡群にErf魚市が立ったので ,入手
結わ 少陀容易で ,さLみも食べた｡ヤけ り,甘酒 ,ぜんざい ,魚の節付けか作 られる｡ソー七
-ジが祭Eeよく食べ られている｡
盈はやり:りすし類を作るが ,赤餌をたくところ L毒るd大ていの家ではモチをつき,あべ川
モチにして食べている【
結解式 ,葬式にも魚が中心に有っているp
-レ()日妃は僧いつきものである｡
この地方で一番とちそうVLす しのようである｡
79'ンの 食 物
その時期の野#･が主昨fEるが ,そej野雫もある蒔けふんたんに食べ ,t.i･い陣には佃煮や市物
ですませる｡野葬も煮ることが多いのITビタミン什失香われてLすう｡撮近はマヨネーズTど
が少Lづつ入ってきているのIT'生で食べる機会もふえている｡果夷 も出荷十るのであまb食べ
をレヽ 白菜 ,ダイコン,ウI).千-ウ)などの津物は年中絶えるととかないO
肉は遇に一産声協で注文をとっているが ,EL･家からの注文は殆ん どなしへO軒家は贋屯を食べ
るか らであるo Lかしこの廃鶏 も週に一味あるかをしかであり,一任に食べろのであきてしま
い出荷する方が多い｡昔けうさぎの肉を食べていたが ,今妊食べをい.魚も8-t協で扱っている
が ,塩宅魚が多い｡種現が少TE(,塩サJl',めざし,サンマ ,カレイなどである｡値段綻阿山
よb妥いが ,それでも週 2 ,5回程度である｡冷雑魚もサンマ ,カレイが入るが .舟協でその
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シ_ズンに 20キロくらいしか出ないから,一戸当りとくわすかである｡鮮魚は以前より入手
しやすいが ,きしみにできるほど新鮮ではない｡ これはさらに少なく在って月に 5.4回春慶
らしい｡調甥も焼 く.煮るが主になっている.
卵も出荷が多くあせり食べか(が ,5日に丁度は食べる辞家もあbそ うだ.-ムは殆んど食
べをいが ,ソーセージは食べている｡ちくわ ,か7日晋とも寒 くなると食べる丑がふえてV､く｡
かん話は鮮魚の少ない夏によく食べるが ,それでも月平均 2 ,5個7.,サバ ,まぐろ ,蘇たど
である｡バター や牛乳は殆んど入っていなV,｡
イモ類は収轡期に多く食べるが ,平均してみるともっと摂取しなければ有らない｡
主食は白米である｡裳は飼料にしたり売った少してLJlるoJl'ンはおやつとして時々食べるd
めん類拭四季を通 じててるが ,親炊いた御飯が足らなくなったから食べようという春慶で ,白
米喝重の傾向が強いO
肉 ,魚 UL)入手 方法
肉は以前は ,久世 ,津山から冬になると行商把来ていた｡今も冬になると乗る｡ これは保存
の点かららしい｡肉屋はないので ,£さ協を利用するか ,岡山など都市に出たついでに買うこと
にTLるD静協は週に一度肉の日を設けてfE.文をとっており,阿山から取D寄せてLへる｡肉とい
っても牛肉が殆んどである.
魚け下津井 ,阿山から時 々行商把来ていたが ,塩ブ.)はブ1)市が立つので-なく,岡山から行
商に来ていたn昭和5 ,6年まで按塩乾魚だけだったが ,昭和 10年とろか らトラック輸送に
を9,このころ魚屋ができた｡群卸 20年とろから,ヤミで米や野芽と交換に魚が大最に入っ
てきたO今は腺貨物で阿山か ら運んでくるがこれ も冬の間で ,栄 くなると財山からパスを使っ
ての行商が多い ∩塩ブリも塩乾魚も去●し協への依存度が高いが ,葬には今でも魚市が立つのでこ
れを利用七ている｡土地の魚屋tt剛JJからの行商托くらべて高V,のであまり利用 しでハをい.
問 題 点
成人の 1人 1日平均必要栄券丑を参考にして述べようと思う｡
(単位はクラム )
穫 瀬 こく類 いも類 油 脂 魚 肉 たまと 乳■ 大 豆 その堕の 旦 線 束1野 菜
必要長 4 rtr) 70 20 80 _50 55 ?00 50 10 10口
現 状 4占0 40 4 50 ! ,0 28 i 50 25 5 40
種 類 ぞ缶也の野菜 果 契 砂 糖 戦料 .
必零丑 150 200 ?5 必畢馴士科学技術庁資源調査会決定に ,現状は加茂ノー勝美
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白米偏重で古く1日1回けノてンかめん軌 ′するとよいが ,滞腹感を味わ うこととエネルギー
源を主食に求めていることか ら,また無現か.tうf-Q又 ,イモ額を搾取 して師 事･拭 らした り_.
強化米を入れるようけした らよい.
油脚 士殆んど群取されていをい｡油は棟近平均 5,占リットル使われるようt･T_なったが ,め
ためものや揚げ ものなど料理法を工夫すれば もっと搾取できる｡ しかし,老人のし好に合わを
いのでむずか LV,ようた｡動物性番白質 け -レの日には努を取されているが ,フグンの日にけ不
足してレ､る｡魚や肉は入手嗣卿t,:とLても,卵tt自足できTL･いたろうか｡ 乳 も料理に_使えtr飲
め,'/3rDで工夫が望まれるO学校給食で牛乳を杭み姶めてかL'_子供の背が伸び/ltと言われている
のも栗雅不足を示す ものであるo骨こと食べ られる′ト魚 も入ってい'AJ.･いので ,カ'1L･シrjムも不
足している｡植物性帯白質は以前か ら大豆ほ⊥･)摂瓶 していろが十分で珪TrLハO殺近け大豆粉
を生活改番普及所が勧めているが ,忙がLLへので使 ってしへをLへそ うた｡この忙か しさ(JjI若い人
の離付で主hr.Bが労伊1過頚にJi･ってレ､ろこと,偲化され:･'=から主婦/)･効果的利用ができfL･Vlこと
に問題があるのでV:lL/J.･いかと思 う.栄養不足J･ib,4-つているとしても,現状では改首を･関IJ大
きな要義と7TJって｣ぐるG
野葬も操白Fl'粟は十分だが ,緑灘野菜 ,果確O不足は言十同的粕 がなされていか.1か らだと
思われる｡これは知識と技術の欠如 とも言える｡出前脚 乙は ,カボチャ,卜T ト,キ1･ベツ,
インゲン ,ピー マン ,白菜をど緑黄野y･を含んでいるのたから自足用の畑を持って計画的で蚊
をしたらどうか｡ある時は_欠べる方法から,作って食べる方故-移行する必要があるd
砂糖は:消受証が杓えているが ,月平均2キロぐらいであり,料埋ヤ.次物に使われてし(.る｡そ
れでもまた穏分過多で ,高血圧モど多い上うで参るD
か繋肋 ;食生活改香を剛 ずているO フタンでもmからの梯Dに献立を考えた り,帰って何 も
なければ冊物だけとし1')状態をので共同炊lDをLたi)保存食を作った DというところTfでいか
-fLlLへらしい｡いいところでかん話を食べる程度のようたID 酔眼不足にそり易し,上(p'L,栄･#不
足では体をこわすので ,共同炊jitや保存食の利点を知って活用することがこれからのL=l村にぜ
ひ必要である｡
生酒改督普及所や婦人会がその組轍を利用して ,今やでの頒宵を破 り正 しレ}知識を･掠めてい
くことも重大 を課霞の一つであろO
聞き取 _b 駒 沢 好 子 55オ
相 原 正 造 45オ
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8 通 過 簾 礼
海 野 多野子
概 論 ●
円城の村人との東朴を金筋の中から得た ,人の生産に伴 う儀式を巌を追って整理する｡その
前に衛色を前怒きする必要がある｡
今日我 が々昔風と称し,田舎風と称 して脅 しが少をつかしがるものも,お互しへが他所の例を
知らないたけで.爽際古いtR腎の一部分は今も地方に襲_～,或いは現今の儀式にk'帝している
のである｡注意乾く各地の相連を見ることによ9,ある程度その推移を知ることは可能であろ
うOこの珊 がこの眼圧に舟 も笠賓なことITあると思 うQ音て,一般に出生と死亡とに伴う我
々の行婆作法統,半ば無意枚の内にもまだ古い習蝦を伝えた点が多いのに反して ,折礼の儀式
ばか如ま大部分変化を受けているものであるD この地域では葬儀と並んでまたはそれ以上に ,
婿礼の横式が保存的7,'参る｡古来の俵式を改める必要を感じなかったか ,その換金を禍を7h っ
たかであろ うが,今もって村内終に支配されている拝組関係を恥けば ,後者の感が強いO村と
V,うもの絞殺初はほとんど妬餅のためにできたかと思 う程 ,配偶者の決定に都合よく柵 され
たものであったが次第に拡大 し,外との確 Elが紛れ .家の好み望み も追ってくれば柑勺の拝組
は粗末托される.円城ではその進行が軸 なので為る｡群別に鵬する旗軌せ俗倍やPD法の類で
新しい採用操仇もあったと思われるが,儀式には改正の機会が少をく従って保存し易7hったよ
うである｡というのも,凶事糾i部面がモ(家の者は通例指呼K.任じ碍ないから,放任を負っ
て古し(憤習を改めようとは何人もしなかったからと考えられるのであるO特にこの地域では組
合という近隣組か I鹸式全体を受け持つのでをかさらのことであるD
以上重電nJ.･節葬儀rL関してであるが ,以下壮具体的に通過儀礼の行われる渦等をたどって特
徴を知る他はない｡
▽ 出生前 後
出産前の儀式として今日普通に認められているのは ,五つ月の岩Eq帯 ,或いは帯の祝とい
うものだけ77,以前はあったと思われる幾つかの行蹄 も追 す々たれていった1うで4'る｡
出葱の際には使ったうぷ港を駿の削て合わさめようRを上げ床をはいで床下に托十という｡
このいわれ壮不明IT!あるが ,一種の厄好い,災難エ吋ではなかったろうか｡現在ITは自宅で
出穫する人もなく,このtR習も消えてしまってV}るn
出生を知らされた近所の人達は命名までに祝いを届けることにそるが ,大休衣類が多かっ
たlとL^ うのも用途がはっきりしている以上把必部品であるから,事実生まれた子が徐々に
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人間の仲間に入ってくる段階のようなものは衣批 点もよく表わされるのである｡その話初
めというのが三日目の蕉衣をのである｡
∇ 名 付 け
節生徴七日を経て rIぉたまとろがし｣という略式が奉る｡生まれた子どもの名を付けるた
めに仲人 ,親族の主たった者が典少,各人が思いついた名を顔に藩き印すBそれ らを丸めて
一つの盆VL簸める4家長がそれを神棚に供え沖めた桂でたた,一つを取りあげる｡そこで開い
た紙昨記されてレ､る名前 ,それがその子のi'.として磨対的に命名されることにそる｡付け ら
れた名前を′ト石に羊Fいてその子の膳に置き,後で氏神 (松尾神社 )の社に約め .また(ri家に
保有するO
さて命名が済むと組合全戸に赤筋とその名を岱Lnた叔-i,･もって配 り故買する｡それを受け
取った家でげその名を覚えるためLばらく比か卵 のよく目のつく柱は概を張りつけておく.
受けた限りけ改めて名を尋ねるのは礼儀に反することである.但し,こうした儀式は長男 ,
長女の蘇生に際してのみ行われることで ,その捷忙生れる子どもについてけ簡単に済ませろ D
▽ 宮 参 り
男子の場合二十二F=]目に,女児では一日遅れて宮参 りをする｡以前は神に出生を告げる重
要を解式として扱われ ,母方から送られるしめの紋付 ,或いは振舛由を着せて朝 Fしたが ,
今 日で(･ir鮫のベビー 服に師乗化され ,単叱子どもの健やかを成長を祝る行新作変っている｡
▽ 七 五 三
三オで簡単を祝勝と神社彦評を行うが ,育 ,七オでけ省略するDが通例である｡古く什八 ,
九オの男児に挿祝い,七オの女児に前せけ祝いをして各々男女o'_)区別-なけっき少させ成人教
育の初めともされたと的( n
▽ 結 節
村内肺が支配的で ,外部とレ､っても山奥からの熊入れがほとんどである.昔から軒を結ぶ
に瀞の方角として,ひつじ.さる ,う1,,とらの方面吐避けられ-,年令から見ると十九 ,二
十五 ,三十三オ等は厄年として礁われたようで奉る｡終礼までの主を解式は次のJB如こ行われ
る｡
o L き り
相手の許がづ司りまとまると ｢しきbJをつける.婿二方は酒一升,干するめ一束を仲人
に託し緑方の家作届ける｡嫁方ではこの日祝宴を開くが返礼はし希い｡仮結納ともいい,
これによ･,てお互いが泉譜の藩を確かめるという｡ 郡墓に ｢これ成約の軒レ､な り｣とあ
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るから,しきi)という蔚糾ま拘束の意味があったの77奉ろ う｡作州各地にも比教的広(行わ
れる偵式であるo
o 結 納
しきDから約半年 Lで紺 を交わす｡以前は品物を納めたが,｢穀の傾向につれ結納金
に変 り,凝近のとの村七は七 ,八万円程度が普通であるDそしてこの時結節式の日取 りを
決めること托なる.
o 結 婿 式
やがて迎える播析式であるが戟前まで結末夜中(午前零時 )頃か ら始められた｡ これ(,き
昼の閏に姉の家の方で行うべき儀式が色々あった7hらであるo夜の焼入tJ～/rので鮮方の象
族 ,親族が提灯を手に村はすわまで ｢瞬迎え｣に出るのが礼･7'あった｡戦後は昼の巻末に
変ったと41いえ,自宅で行う式次第はほとんど変 りをい｡神前経略の普及はぜたのようで
ある｡-3て家に抑えられた拘HlまずJ=魔敦に通され家族 ,親族と挨拶を交わす｡そt.把招
待される客は両家親族 ,組合全部 ,友人をど六十人相及ぶ家も少をく貴い.余9多い埠合
Ir1日を分けて投花の席を設けるとともある｡
十族一雄の意志の飽食が我々の生活力を支持するという考え方は今でもわずかに残って
いるが ,昔は食物が具体的に分かれて各自の身は入って漣銀の役をすると信じていたoそ
れて食物の共同とい うことが常に俵式の中心をそしていたのである｡ (柳田国男森 .第十
五巻 )そLてそれら一切を押倒が負趣するとしへうから相当の用意が必要である｡県政二十
万円ということだが ,次窮に生括改杏が効果を上げ栃乗化の傾向れ見られる｡蹄はその日
の内に醇礼衣歩の-1せ規合 ,棟内の家を挨拶すわりに歩 くことにせってhる そこで近所の
ノ､が持 って行(祝いの内 ,恥味あるJ,は ｢ことこと｣である｡これは昔か らの習佃で ,わ
らを鉢軌′こ脱み剥ず大中は土を入れ ,それtlE松竹梅を連日_らって立てたもの ,或いけ宝船
を祝い把作る｡それを届ける托打水を入れた一升瓶を添え誰 も居ない間に綴側けそ っと置
いて帰る.やがてその内Er,t家の人が収め酒の入った一升瓶に厭きかR.てかくと再び黙って
持って帰るのであるOその起源仕すっと舌 (,古軒で ｢ほとほと｣といわれていた もの｡
〝ほどほどに併 しを下さい〝とVlう意味だそうである｡従って昔は祝いというよ9下層の
者が感みを求める一方法であった｡つまb正月十四日の夜のこと,他家の戸をことことと
鳴らし水入 りの一升瓶を思し､て自分は顔を見 られめようは隠れているOするとその家で仕
代物として酒や金を戸口に出十｡それを黙って持ち似るとVlう次第であった(.その方法が
今日解礼の祝レ､にとり入れ られているのである｡
一占2-
▽ 葬 儀
人が死亡すると-1す病筆から蓑座敷に博し軒元に巧 ,汰 ,白餅等を供え ,家族初め再従兄
弟までがその左右に待L,これを′悔み人〝とvlうDとtD時死 人は 特別IL('北粁西向きに辞
させる.葬儀に馳十る一切のこと結組合が引き受け ,館内の者は手出LをL7TrLへこと紅 な っ
てレーるO組合.tlの男子qi大堀b(土葬にするため ),こL,紫旗などの準備に .女子拭炊妙
L/C就くか,そこで死者の家族け食物L"Iつレ1て法文をつけたi)台所仕都に手出Lすることけ禁
じられ ,口出LするとけんかにそることもあったA今で托その傾向も大部分滞れた上うでろ
~′
/J E)
出棺の後に雅一依頼える背Lがある｡ これは死考に対しこれ位の用意壮あるから安心 して
浄仏する.Eう把とV,う志味か ら行わかる0億に平素五ヶ所結んである所'Jtd_,その時に限Dm
ヶ所 とする｡ これも今でけ慈妹が滞れ ,カマスにごみを詰めて軽いた り十るキビ形式td'かb
となってし-}ろ｡
葬式が済むと窺った人達(主紅親族 ,友人 )少⊂対し料理を出すbこれを ｢しか (少JとV,
っているが ,一一桜:ZrLいう帝進おちのことである｡更にその後で ,手伝いをしてもらった組合
(D人に対し忌中射ずといって一通 りの料理をもって謝礼とした｡本来汁-忌中 (初七日)陀
行うものであるが ,次第に即日済ませるよう把をった.
死後仏前に1.i-短日米ぬかで作ったたんとを一つずつ供え ,f_).El十九日の忌みあけ己'(ttそれを
持って墓参するO初盆把結迎え火を一段と多(たき,基と家の道端を明るく.qli.らIJて題を迎
える.法告拭一回忌を ｢む;I)わり｣としへって盃んL:て行かhれるが以後三年 ,七年 ,十三年 ,
二十有年 ,五十年 (原後 )け射てより必ずしも粧捌 こ行なわかて'/,ないとしへうp
9 天 気 占 い
高 坂 知 捷
東沖和の天気占いと比較して
旧正月の5個日,1 ,2 ,5日を各々1･4･7 ,2･5･8,51dI9月の代表として
み ,例えは 1日VL天気がよいと今年の 1･4･7月け良い天気た,jう,2日け雨たから梅雨
(6月 )け雨が多い ,大風 (9月 )が集れるそ ,といった見合昨決めるD
虫 追 い
竹ぎ亨VT_ゴ-イを飾i),食気よくカンコロ,カ-/=ロと自分の田んぼの上告か/Uこ太鼓を打
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ヽち鳴らし乍ら,ささのF5'Dの行列が続き,村中練り歩いたところで池田かこそのささを十ておみ
きを頂いて今年の豊年を祈るというもの｡ (これはささ忙虫をつけて池に捨てて了ったと思い
たい人の心の弱さだろうか.)
加茂大葬にちなむ詩
｢若宮をきめ込んだJ-｢若宮さんじゃをち｣ ｡
この大祭に結 ,地区8社がかみこLを加茂市場の総社把かつぎ込むといった男らしい神社合
戦が見せ場を嬢供する.舟初に横内に入るのが鴨神社 .それから気嵩 ,松尾という順 ,との願
一序は厳格で 8社の殴後の御入場が三所神社で名は若宮さんといっている｡三所神社というのは
､● ･ 総社宮から蛍も近く正面すぐの山の上にある｡
その急傾斜をみととな綱吉ばき7'下 ,hl りするのが境内の沸点の客からはその自然な演出に-
つの趣向を添えている｡ この若宮さんが入場綻最後k-が逆把退場はトップをつ75､号つるから一
番かそく出て行って.始りは他社より早いことになるbV,つ頃からか ,この地方では村の共同
の仕細事で他人よb遅 く顔を出して.さっさと引き1げる人を指して ｢若宮さんを決めとんだ
をあ｣とか ｢若宮さんじゃをあ｣といっている,とのこと,･etc
古い言い方托ついて (珍 らしいものを若干例)
すらんこ (′J､利口)
けぴゆたれた (恥をかいた )
じをくそ (無茶 )
かたあてみい (呼んでみよ)
げえしゃbません (V,らっLやLI'-tiせ ) etc
10 年 中 行 串
藤 岡 一 彦
(a)正 月 行 事
別Vこ正月だからとlハってあらたまった行事は行われでハTrh｡た舟,米一升を持って氏神
へ参ることが正月欄 として毎年行われている｡正月は新暦で行 うのを普通とし,雑煮を食
べ ,ゆっく9と家族と寛ぐとい うとく普通の正月を送っている｡
O)盆 鞘
現在八月十七日捷串夫 ,八月十九日気音神社 ,八月二十日松尾神社で盆矧せ行われているD
■●
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締 りは ,午後8時頃から午後 12時頃まで行われる｡ しかL,近年青年層の稚村があいつぎ
年々締りも活気がをく7Trっている｡
L rc)弥餓鬼(初 ;き )
称P.鬼とは,知錬仏のためVT･行 う読経や供養つ寸り仏を葬る行かであ9,これが毎年 ,吹
の時期QT次の寺で行われるD八月十六目 地賛院
八月十七日 円城寺 (天台宗 )
八月十八日 医王院
(d)諸 費 ◆
1月10日･,-･-･･.Vlのこ樺のふ祭
4月?8日･.･-･ ･.梯 宮の春希 ,当日は各崇庫に親戚一同が集i少,こちそうを食べ ,
楽しい一一日を過す｡また道路わき!･t'け帯店もで ,子供達でにぎわう｡
8月17日･･･=--･･ま葬 (首足祭 )
8月22日･･-･-,.･･松尾神社の支度舞 .青汁 との日金師少が行われていたが今日7.汁符わ
れずたしが7'てth/IぎわいをていLている. .
9月27日･･-.=･･-ぎわん様のか祭 ト 名ーむ十び専 )
10月28日,I.,I..･.凍尊宮の秋昇
これ打 ,お坊さんの群であり,各家庭では,サ-,'ズシを作って葬るn
Tlか当日は御卵 (かみこし)がで ,御稚児さんでにぎわ う｡
10月20日-=･-.･加茂大串
このお年は,県無形文化財VI指定されているほどの群で ,歴史的にも
内容的にももっとも有名な希と有っている｡それけ邸内八祉 (鴨神社 ,
5礼者神社 ,松尾神計,日育神社 ,発禁鳴神社 ,八幡神社,天計神社,≡
脚 杜)の神輿氏子が総社宮へ参集Lて榊姓uJを行 う祭である｡当日打 ,
県下はもとより県外から扱光害がこの年を見ようとやってくるので大
変を願わしへを呈する｡
まず各神社で比十月十九日にその氏子連で神社それ自体の行中をすt
せ ,夜中を待って子膏rJをととのえ ,総社宮へ向って出発する｡その道
巌仕 ,古い習債を伝えていて ,たとえ新通や近道があってもいせんと
して,もとの道を通る. これIri多(山の峯を伝 う道把をっているか ら
松明や提灯のあかbが芦の松並に見えかくれして実に美しい夜景を見
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せる.道の所々に酒迎えといって氏子連が酒を用いて待っているQそ
してや陳 をかつ('若者たちは ,寒さと疲れをいやすためにどっとその
人連のところ托典まってくるのも昔も今も変 らない｡気蕃神社だけは
早く出発して途中で宿泊するが ,他の神輿は夜を通して歩きつづけ夜
の明け方総社宮に到着する. しかし境内に入る把は,照重を贋序があ
り決 してこれを破ることはでき7Tzhb稚内拒入れば,本殿両側にある
長床の所定の位隈に安思し,各氏子の祝儀を受けやがて各祁熊の前で,
獅子舞 ,博使いをどの頼演が行われる.そIJて行封の大半がすんた午
後三時頃神熊が一斉に境内にかつぎたされ一列に並んで歓声を射ず福
々と差し上げらhるO-まずは-,この舘のクライマックスである｡こう
して神輿は再び行列を組んで各神社へと帰っていきにぎやかだった祭
･ 結こうして糸るのである｡
岡山書 能懇 話会嗣
備前加茂大熊 (昭和 ･11年 10月1日発行 )
(e)そ の 他
その他操ことに荒神柄が参りこれを穿った少,又春と秋道夜より,をやり,すんたちと酒を
くみかわす｡-iた軒 は岩倉LLJへ卦花見に行く｡そして又愛のとbいれがすん7とると大人も
･J､人も賀茂八十八カ所をilへんろさんとして巡礼していくとL^った行串をかこなっている.
亡>
- TC ~~
11 円 城 の 交 通
的 場 蒲 生
高原上GrJ集落T,ある円城で結 ,塵雫を交通路は谷間を走っているので取 り残された感が強レ㌔
しかし,自家用車 ,オー トバイ等の発達把より,従来の徒歩qL)み把たよった時代とは,多少異
7T3ったものとなったd
現在円城を通っているノ,'ス路線は ,中鉄バス岡山一且土線が 5往復している.これは昭和 25
年頃から通っている｡高梁一円城間把も傭北J{スが 4往復ある｡これ らノてス路線の開通は円城
下加茂間の道路整備とほほ時を同じくLている｡
現存のノてス交通に比べて ,今から約 40年前に仇喝帝が主要を交通手段であった｡そして日
-d占-
用品 なども福渡か らの鷹番で仕入れておD,当時馬連を所有していた人が4- 5人居たという
ことであるD福渡か ら仕入香･する以前i汁,現在で仕旭rllダムの為に水没 している小本か らやけ
9属で運んできていた.【うて'あるO
l ･
12 ｢円城の子とも会｣に行って
浜 田 再 作
私が ,けじめて円城Iを･訪れたのは昭和 57年文の事であった｡円城にある ｢港武子ども会｣
の父兄か ら爆武子 ども金の指辞 ･育成をして欲 し.I.へという要請が同大の児欝文化部の方にきた
からであるO私は ,きっそく児薗文化部のメンバ-と一緒に円城へ向った｡
円墳は吉備高原の南端にあり,備前 11/'tTj中.発作三文化LTJ交流に位置していた｡ドf了山市か ら
二時間ほどバスにゆられてィ.っと到着 したとの地政でせず自存みはることは ,問方の/ト高い丘
の斜面という斜面が森林を栓いて ,ク′くコ畑 ,野菜畑 ,水田と利用されてLへることであるDこ
れをみて ,私は ,人々と自然 との舶争の姿をtぎ青首とみせつけ られた感がした｡
私たちが招待を受けた換武子ども会LrT,勘武 ･綿棒 .みつぐという三部港より研成されてL･
9,m畑の平均耕作面税が 占～ 7反という僻 村地帯であった.栄 ,菱 ,発煙耳が主-/r種物で
あり,その他 ,大豆 ,かん らん ,特唾物といわれる円城自軍がある｡米は 1反レこつき約 8- 9
依Lかとれず ,薬療苛Kよる収入がどの家庭でも上位を占めていろ｡ しかL,こIIたけでも生
活!･-iやっていけず ,利の人たち紘恭粕 ,瀦曙 ･ブ ドウ触 としへろし-,ろ撒常を~試みてレーる｡さら
K ,梢浜･神戸方面-荷担ぎ,原稿方面への田絶え ,い草刈りへと出粁 き~にいく勝家の数も少
くない ｡このような生桁の中でも,テレビ.ラ･}十といった問気穀品はほとんどの象に備わっ
ており,消煎文化の波が辞村によく役務 Lてし､ることが知られる｡そしてこのととは ,より生
活を派手vL'し,ますます生活を苦しくしてLへるOであるR
このようTEなかでも.人々は一生懸命打よく鮮いてかb,隣近所の人々と非常把仲が良い.i
う打み うけ られた｡昔か ら,質素Qrして ,よく仕･薮をし,人情味にあふれるとここの人々はい
われてきたのも十を五･に うなづける｡平家の落ち武者が最初に任しついたとし1われるたけに助
け合って仲良く生活するという感が-Lか強いの71･も知れをいn ここの人たちが ,一日に三往
複しかをいバスでみられる1う咋非常に交通の不便な地域なのにかかわらず勉強を良くしてい
る婆に感心した｡それ と同時に自分たちの生椿の余暇を楽 しく過こそ うという意図と自分たち
の祖先の襲してくれた文化財 (例えば田植え歌 ,魚輔 少)を保超 していこうとい う目的で文化
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タル_プな結成してレ､ることには感心した｡子ども会でのキJrンプフTイ7-の時L･1,か父さ
んやか母さん方が 日頃の研gp.成果 (7)のこうレ､った文化財の一端を私たちのため打みせて く
たきった勤ま,今でも忘れるととのできなV,/際Lへ出の一つである｡太鼓の音 ,笛の音 ,身ぷ L)
手ぶ りの一つ一つが ,目を閉 じればうかんでくるのであるQ文化財という･ものが ,現在消費さ
れるものと考えられている暗 ,このように文化は新 しく作っていく生喪的71ものであると考え
られるところに大きな意義があるように思われる.
私たちを迎えて くれた子どもたち ,それは田舎の子ども,藤村ののんぴbさを持った子ども
らしく,たいへん ,十をおで .あかろく純良そのものといった印象を受けた｡子ども会を指耕
している先生の影響もあってか ,また子 ども本来の性分からなのか ,とにかく底ぬけに明る く,
歌をよく歌った｡私たちの教える取結かたっはしから覚え ,生き生きと歌った∩子ども会の会
場となった公民館のいき帰 りを子どもたち二人 ,三人と組に希って歌ってLへる姿は突けほほえ
ましいもので参る｡
ここの子どもたちは ,両親が隣近所の人と仲が良いのと同様非常にお互しハ同志仲が良かったb
他の村々でみ られるように男女の間が気普づいということもな(,低学年か ら高学年までわ き
古いあいとした風寮が子ども会のあちこちでみられ ,人間司志が信じ番えかい今日,どこかの
人にみせてあげか へ風食であった｡特K,子どもたちが ,人形劇を上拭Lた時はその感が裸か
I,*_∩
子どもたちは ,与えられた題材は埼後寸で斬り強くやる子が多かったOLかL,自分から進
んで ,こんど壮こういうととをやろうとVlう串が少いの杜 ,少々物足りなさを感L-,たQこれは
や仕り藤村の保守性というか ,長いもvl妃はまかれろ主義が大き(支配 している.ように感じた
のT･あるD現在の子どもには受け身の子どもが多いといわれる風潮那 ,や抹9この村でもみら
れたのであろう.,
乙この子どもたちは ,/J＼さを時から両親の生宿の苦しさを知ってお9,その両親をTんとか
楽にしてあげたいとレ､う気持ちが ,他の地域の子に比べて強いをちと思った｡子どもたちの律
b方をみてみると,｢私たちの村は山に囲まれているので不便です｡そのため典薬はをか-/=か
発適 しませんQ私たちは貧しいくらしをしています｡だから,牛をいれたb,ニワトリをかっ
たbクJl'コをつくっていますOそれでも海月･お金がないので困 りせす｣ (六年男 )と生活の苦
しさrJi･のペてお9,ある子は,｢か母さんたちは ,vlつも少しぐらいつかれてVlてもえ らV'仕
車をするoだから大きく希ったら大株主托そりたい｡そして大きを会社を沢山もってか父さん ,
お母さんを楽にLてあげたい｣ (五年男 )と脊いている｡父母の生活の苦 しさ,その父母を楽
-占8-
把してあげる把は勉強を一生懸命して社長にでもをってお金持ちになることだと考えている｡
だからたいていの子 どもが ,お金を大きく希ったらもうけろことを考えている｡将来 ,何にを
()たいかと開(と,歌手 ,野球の選手 ,映IL.gl'ス9- ,サラリー マンと答える.〝どうして〝と
開 (と〝ぉ金がもうかるから〝と答える｡そんを子どもをL4Lてレ､ると少 しかわvlそ うな気がす
るDあまりにもお金とし1うもの打lJぼられで ,子どもたちの自由を,もっとも大きを夢がTrん
たか丸も.･いつぶされてhる上うな気がするからで巷る｡ しかし,子どもたちは ,そんなことK
Li無とんちゃ(把一生けんめし1勉弥してレ}るO鞄p-ちの賃約もあるのだが ,それにもまして,
自分たちがやらねばという気持ちが碑いとと(.iじ8う,i:ん知られるO
円状の子ども,それはあかろく,十枚心で ,のびE)U'としている｡ しかし,創造性 ,自発性
とし､った子ども本来の毅が欠けている1【うi･(l思わlJるC単位教育と円城村という欝村のつ くり
出した欠脆 ,それは,動物園の中の動物と同じようを結果を子どもたちに与えているOも･Dの
中の私物は財物本来の婆をみせて(ナ1な しへからであるo
私たち拭 ,円城というか村に臣む子どもの本当のいきいきした婆をとりもどさせたいと畷レ､
円城把足を速んでいる.そLて ,私は ,毎年 ,呑む公民館り上からみる景色 ,朝の霧の中の十
はらしレ､景色を味わ叫で蒔宮 ,円城へと足を運んでLへるのである｡お金としへう現実的才ものに
とらわれない,子どもの時代のもってしヘス何か大きを夢を才､たすことができた らを串と念じつ
つA
15 御津郡加芳川町の尿舞
鶴 藤 鹿 忠
加茂町仕岡山県のほほ中央部に参って ,備前托恥 J,ているが ,美作 ,備中の国境に隣接して
いる｡低地で標高 14∩- 20nメー トル,隆起幣平原の円卿 也区は標高508- 400メ-
トル打位促Lている.
民家の屋根付入母羅造り77茅の ｢オ ド1)｣の上打竹をわたして針目･ttか^,棟飾 りにしてい
るa屋概 材料としては,茅 と茨夢の両方を用vlでFくか らどこの屋根をみても,段ZEの上う
に段 々にみ える. 崖凍 寒には ,:｢広島 じゃ｣ といって明治時代中頃i77は ,安書か
ら屋根勤 ;来ていたものIT･ある｡屋根を布き終ろと,｢フキアゲダンプ｣といってオ-ギを作b
神様へせつり,人も食べたものである｡尾横から布けることはしなかった ｡ 5月の貰帝の節句
には ,雷神と藩を束ねて屋根-あげておくと,鬼が束Trい,といっている｡
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柱材は甲 ,そC=)他は松材i･使 う｡江戸時代tJ.L建てた民家には土台がない｡ d尺 5寸 1間であ
る｡
主犀吐前列昨オクノマ,ナカノマとちD,後列にナンド,ダイドコロと並び4皐聞取である
が ,喰連型がか希少多 く,これを ｢カギシキ｣といっている｡田字型4季間取が基本であるけ
れども,上層民家TIQ:1サの字弛 ム間取になっているQ瓜笥型は現存 しなしへし,昔もあったかど
う751疑わ しV,｡発作や僻中打はかなり広間型が分布しているが ,備前比EEl字型4垂間取が古く
-A,らよく普及 じていたらしい｡
オクノマはデー ,ナカノ17は7ダノマともレゝうOナカノマの土間に面 して板を張 り,さ尺-
1問の/JJ夢をつけ ,これをイクJ{とい うOダイ1:コロの土間伸にも板を張って畢 とし,新設の
蕪をダイドコロと呼べは ,ナンドとダイドーJロの閏の事をウチオイとかウチオ工とかいってL∩
る.つまり,5間通 りあればその共中の挙をウチオイというのである｡タイ トコロ拭チャノマ
ともLhうdオクノマ占丑 ,ナカノマ占fF.,ナ/ド45倍 ,ダイドコロ4.5符が積弊民家である｡
床はどこも下床で ,これを′J平 床ともいっている｡その絞 りに 2殴つ きの押込がある｡神棚
をナカノ17に設けている家もあるが ,普通はオクノマであるQこO-i)地は天台宗が多 く,天台宗
はオクノマ托設けるのである｡天冊卓大神 ,氏神 ,厳島神社 ,松施大明神をどをまつる｡爽 ･
大典はダイ ドコロ,せたけナンドアIjつ9,倉があれば倉には ｢倉大熊｣をまつる｡金神.Lj:諮
神の神棚とは別に作っている.ロックウ(土食神 )はオクこワかダイドココでまつるが ,姿を
うける柱では-itつ らかへ 夢を うけていをい柱か,耳のあたDに棚をぷ らさげるか ,打ちつけ
てまつる. ロックウは牛かつ九 へしめで牛の焼 き物を供える｡クl◆とイロr)の神である｡稲や
麦の穂を月の数 12本 ,閏年には 15本供え ,牛の覆前聴後 ,旅立ちL'･_I)ときl･JE吋 ,と(把･Bt祈
9する.
ナントけ帝辞でめるとともに米その他の物思にもそる｡ダイ ドコ口紅4-1イロ')がき.,て参っ
た｡ィ｡リ妊~｢般Vは ｢ユ リイ｣というが ,ときには ｢-ルイ｣ともい う｡第 2次大槻直後ま
ではどこ'/3家Kもあったが ,昭和 55年頃まIrに取 り除き ,今は こたつにしてV'るB主節は
ユリイとク 卜の両刀俳レ､ができるように ,ク 卜を9'ィ ドコロ好つけ ,?･イドコロの上からたけ
るよう拒そっている｡
天井は板張Dのものが多いが ,竹兼の上に帯を敬いて泥をかく｢ヤマ ト天井｣がまた残って
いる｡ときには物慨にもなるが ,火災予防が 目的である｡
主垂g-の操は間中秤か .小さいものでは2尺夢の ,｢内Fy･｣が多く,板の張り方は敷居と直角
に張D.械帝になっている｡
_7〔)-
入rlに打サルノコソかケやブ リ,サワラの,用尽を打ちつけてLへる民家がか71,り多いoサル ノ
コシカケはヒヨリグケといしJl,季茸VJ_カ トイレ3'ケとl^って ,粁起である｡大輪 日を･C結イワシ.
の帝を掛 へて入口にさす｡節分V,:は焼き直してもう一度さす｡ ノ -I,シラミ,7'ト,ノ､ミ(マ.
ムシ)のクチャキ昨な9,厄よけである,
土間は入口th=近い方を7ダノニワといい ,輿の土間をオクエワとい う｡7ダニワLnl仕府Ejが
ある｡かって ,千歯こぎなどの作紫喝でそった07ダニワとオクエワの埠に発声をいれて仕切
りをするよう打なったの結昭和初期以降のことで&,るoV,まだに7ダニワとオクこワが-i･L,'L-:き
VCfrっている家が'1,fl.くflL-i.ときに74.ニワ昨序を設け ,内席L,rしている家もあるが ,元来
この他は外材で ,外野UL)家が大部分であるDタ肝王の習船は備中rJ形僻であろう｡ (拙iTY-:料l
の民家 P 128- 1さ9,参照 )傍はマヤとか ,巾ノノマヤと呼ぶ｡用を軒ヂ=′てt/､れ(A:～
マヤとL,､う｡
輿産.lcLづ屑物 ふ置 くので.奉るが,日 ソベ一丁.｣といって 1PJJX 1.5間把 ,板=L,tた妊士壁で例
･対 した4､のも少なく存.^｡オク二ワ托1-1日 ノベヤ¢rJyJ･,托 し,水師 ,また結フk瓶.,カマ (カ
マク ド ･) ,ク ド,キ トコ希とが奉る｡
主唇のほか ,納転と倉があるが ,弁rJ.L上層民雫:rDみみ られるn納畏れナガヤといしへ,恥と
物置発作其土間の ,いわゆる ｢ナガヤ｣と ｢厨｣と ｢* トシノウエ｣の 5区軌 A,lらt,･っているD
オトシノウこけ ｢サソキ｣とか ｢中段｣ ,｢中 2時｣ な ど とい うQ 岩 夫 鮒 の 野 宴
にそっている4､のであるが ,袖廠ベ1･としても促ナナLto d茄か多い｡メ小 シノウ工のゆか下
を探 (掘り下げるか,ゆカ1下が大き(あき地打をFJlうな地形を利用して ,醇の軒肝をおと十 ,
その上という意味である.ウ工がヘヤで .オトシが粋肥令になっている.師肥を塀から出した
り,牛 を買うの忙中の日がよレ､とい うし ,掃桂をryPのか へ骨をまつり狩野Fにして一Jlるものも参
る｡オ トシノウ工が造られるように71･ったのktそ う古いこと71け希いD大正期以降のものが多
い｡それまで什ナガヤht｢厨+いわゆるナガヤ｣d:0 2区河か らなっていたDhまれナガヤの
端にもう1区画設けてミソ-十を造るとか ,鞭物JT収納十る+,_iJ=･:'E,ゆかを張っていろレ'Oも
ある｡
付伺命として/dナガヤや介cr_僻 か ,風声,や便所t,iあ引 ノ,木′｣､屋 ,灰焼 き場がある｡木/ト尿
打上土壁をつけないものか多い.吹焼 き場trt畑地や原野に 5尺× 1FLりてVlどのものが多いが ,大
きいものT･J.･11托ily･2問のものもある｡内部を 2つt,rt切って 1方をカマ域とし一方は鰍 1た
沢をいれるところでみる｡主 と して葉 タバ コ と大 豆 の 肥 料 lて してい るD 業 タバ コ
栽靖が蝿んt,IJTってか ら設けた4､のが多 (,火災を享けるため ,岸根は瓦野托 してLへる｡瓦は
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｢伊部瓦｣といって地焼きの赤好色の瓦を用いる.
風呂綻 .かつてどこの民家にも入口つき･掃倒托ついてい7㌔ 洗い場は舞子張bで洗い水は下
の重に落ち.登は ^0荷ほどけいる大きさのものである｡レ､まは鉄風呂が多いが ,以前は ｢釈え
風呂｣と木桶の ｢五右衛門風呂｣の両者が有した｡据え風声打へソ風呂とも鉄砲風声ともいって
いる｡中国山地に拭 ,かって据え風呂が多く,その他の地方Kは五右布門風呂が多7hった｡ この
地VC･は両者がはいっていたのであるが,五右衛門風呂の方が多かっf{_1うである｡
飲料水 ,風呂水などの用水は ｢クミカワ(源み川)｣から汲んでくる｡杓で押めるほどの浅い
鞠き水はクミカワ7},ツルペで吊る掘り抜 きのものは ｢井戸｣というD水神がいられるからけが
かている人け行くことができなかったし,寝後も当分はけかれの身として行けfrいものであった｡
(関西高校教諭 )
14 円城 中学校卒業生の ゆ くえ
本 郷 発 酵
一岡山市近矧 日牧石村との比較において-
わたくしけ昭和 50年4月.円墳中学校で教師の道に入った. 240余名の生徒に教師が校長以
下 10名というこじんせりとした中学校であった｡円城は高い.四方から集ってくる生徒達も自転
車ia:乗ったせ 1ゝ'通学できる生徒忙tす居ない｡半分乗って半分押し上げるというのが大部分であ
ろう｡当時女生徒のモソベ姿もめずらしいもの77はなかったC
このころの卒業生に大乱分村を離れてV･,る｡
所々方々tR:それぞれの生活をきづき,四季の知らせを送ってくる｡
地理巡検で円城をと碓いたときにはぜひ仲間に入れてほしいと希望したものの.学校行事のため
に遂に参加できなかった｡本調査はその後 ,円城中学校の林崎進先生はじめ卒業生 ｡在校生諸君の
御協力vcよbお こなったものである｡多大の労力をそそいでいただいた拝崎先生に深く感軒すると
ともに,碑敵力下さったかたがたに厚く御礼申し上げたいQ
o 調査対象 1
I72-
御津郡加茂川町立円城中学校の昭和 51年度窮 2学年及び宗 さ学年在籍者 ,男子 79名 .女子
95名(死亡5名と転校者 1名を除く)
岡山市立岡北中学校の鵬苛B52年5月及び同35年 5月卒業者のうち,宿(新町方面を除く),
原 ,中原 .玉柏(この調査では牧石地区と呼ぶことにする)K住所を有するもの男子68名 ,
女子 41名o牧石地区け岡山市北部の平野部にあり.姓村地区であるとともQこ岡山市近郊でも
あるので,円坤の対照地としてとb上げたo宿新町打鍵村地区といえないので除外する｡
o調査時期
昭和 59年9月～ 11月,従って対象となった人 は々調査当時大和分は 21才- 25才の幼女
であるo
o調査方法
円城中学校- 聴取り親香
聾者はこの粥室のため現地に卦もむくことが
できず ,円城中学校楢崎進先生に依頼し先生
上b卒業生 .在校生を通じて聴取9調査して
いただいた｡その後直凄伴鞭を受け和正した
ものもある｡
<離村者の多い円城と通紛者の多い牧石>
男女別をこ村に残っている割合をみると,牧石
IT!托半数以上の男子57.4妬(第2表)女子
512啓(第 8表)のものが残っているが ,
これL,こ対し円城では離村者が非常VC多く弟子
2▲1多(窮 1表 )安子2a2'&(耕 7翠)
と約‡の人しか残-ていないo これら在住者
の取業をみろに,円城の男子でht家をついで
典薬をやっているものが大部分で .他VC柄貴が奮等で掃射 -ているものや大=などである(第
5衷 )｡牧石の男子では号までが通勤者とな-ている｡(荊 5襲)｡女子の場触 どちらでも
一番多いのは就聴しないで家にいろものである(弟 9･11案 )が .通勤者という点ではやは
り牧石地区の方が多いoその歌津においでも.円墳でけわずかに保育園や虎甑 ｡学校などに勧
めるtrCすぎないが (第 9蓑),牧石地区で托事薮良･店員と勤め矧ま多V･(第 11表)o
く村を触れていった人 ニ々:ー･
円塊1･'.1.非常に多くの人々即ち弟子の 75.9年(串 1衷 ).女子の 7y-b垂(窮 7表)両方で
_7王_
約7 8留もの人々が離村してt.へ為｡これは牧石地区
の男子42.6蕗(講 2表 ),女子4a8多(第8表)
合計1･45帝とくらべるとその実態はよりはっきり
する｡
-男子の転出先-
円城の男子は岡山市tn=出ているものが一番多くそ
の教は村(Zこ残っている人数より多い｡
この傾向は女子に於てもみられる ことであり,同窓
会を開くなら岡山でとの芦も出る所以であやOつぎ
忙多いのは暖神ついで京浜といった贋である｡
一方牧石地区の男子では,一般に転出者は少をい
のでけあるがその中で綻阪神,京浜へ出ている車が
高い｡ この地区は岡山市-の通勤が便利なた吟岡山
市内での転出が少ないのは当鉄であるが,県外への
で喜士一二_7
二 三-～ ~ー- 一 一 く こ こ=- 一._
叫品 目V::'■lM'lM t.:.';:'㌦ YnL¶
転出もまた少をい.特に労働者 としての転出だけを
みるとその憤向はますますはっきりしてくるo これは岡山市という労働捕獲地に近く通勤者として
通うととができるからであるO彼らがやがて綜嬉I,,新家庭をもつようになったときあるいは転出
別居するものが増加十るのではなかろうか.
一男子の哉英一
移動したものの幌 をみると両地故の特色がよりはっきりする｡円城の男子は .｢般商店の店員
工員 ｡運転手 ｡大=(箱物大工を含む)･左官 ｡督寮官などが多いが(第4表 ).牧石男子では大
学生が一番多く会社員(布教見｡技術員 ･工員など職業内容不明のものも一括)運転手などがこれ
に次いでいる(第6表).学生の多いことが転出先の面で東京 ｡京都の多くなる理由である｡
-女子の転出一
女子の方に目をむけると,ここでは綜蝦ということに任意しなくてはならない｡ます未鯖者だけ
についてみると.円妹では岡山市に出ているものが圧倒的(/C多く29名,ついで大阪の6名が多い
(冴-!7表 )O これらの人々妊一般商店の店員や .会社の事務員 ,ミシy縫製工.洋裁店の店員(戟
縫技能者),若頭婦などVCなっている(第 10表 )Oこれに対し牧石では .同じ岡山市内IT!移動し
てvIZ35名(会社事務員 1名一父の転勤T･家族全員移動 ,車尊 1名一案に入っているo不明 1名一
両親も様子がよくわからをいとvlう)と,学生及び手伝いとして東京K出ている2名 .それVC教員
で落合町に下宿している1名のみで ,挺出は非常vc少ない(第8･12表 )｡
つぎ忙既婚者につV,てみると.移劫先(,1円城 ･牧石とも作間山一flを中心とする県内移妙が多く,
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他vc京阪神方面に少 集々っている｡
また職業両-Tは ,やはり家庭の主婦にかさ-2ったものが一番多く勤めをつづけているものはわずか
である｡(円城の場合は勤めているものがもIDとあるのではをいかと思う｡ )
<職集の差は学歴の差か>
両地区の職業の違いについて概論すれば ,円城から出たものにV:1店負 ｡大= ･=員といった肉体
的労働者が多く.牧石のそれは会社見 (これ打はいくらかの=負も含んだ数字が出ている )｡公薪
月などどちらかといえばホワイトカラーの和神的労船者が多■.(ようVC思われるoこの差異は円轍と
牧石の地域的差異の如くであるか,一歩立入って考えるとこれ托学歴の差(rLよるものである｡対象
者の卒業当時 ,円城は県立7･5-枚では福渡高校と金川高牧の二つの学区になり,こq)どちらにしても
下宿しないことL.こけ進学することはできなかったO村に以前より組合立の金川高校(定時制)はあ
ったが .これとて昭和 50年までは甘年学校のなとりであり,51年やっと学校らしい校舎が建て
られ-#集がはじまったにすぎない(町立定時制加及川同校 )｡従って対象者たちは中学校からすぐ
VC就職するものが多く,特に男子はこの'6校をき仁,つてあまり行こうとしなかった｡このことが琳
某面に響いて肉体的労働に従事するもの791増すことになったのである｡定時制加茂川-fuLT,校は虫近藤
立に移管され ,学区も設定された｡現在は高校進学輩も相当高まってLへ為とfj'fjく｡やがて職業面に
もまた多少の硬化があらわれるものではなかろうか｡
<まとめと反省>
以上いろいろと考察してきたが,簡単に_まとめると,円城からはたくきんの人が搬村していった
いる｡その転出先推岡山市 ,阪神方面1-が多く,店月 ･工員階層-の能都が多い｡
これ托円城の通勤範囲に労働力を吸収するだけの企ぶかないことと.中学校卒の就敬老か多いこ
とに原因するものと考えられる｡
離村研究で重要なポイントである①離村者の家庭忙かける位澱 (家の後継ぎまで出ていないか)
②典薬軽骨上の位置(鼻薬を放棄してまで出てVtlLV･か)o③相聞(やがて帰島する ことを考えて
いるか) ④規模(単身か家族ぐるみか) (勤学農｡知能 ⑥社会的 ･経済的階層 ⑦女子の場合
村の人と結掛 ′て共に出たのか ,出先の土地の人と結略したのか .⑧離村の操業経営に及ぼす形砂
(経営規模の拡大 ･経営方法 ･般菜技術 ･作付体系の変化など)等々調査しなければならない点が
多々あるがこれVTL,ふれていたい｡今後に残された研究醗鮭であるo
r岡山朝日高校敢為 )
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l 第 1表
門城男子の移卿
現 住 地 , 人 数 i
加 茂 川 町 19 241
岡 山 市 22 27.8
浄 山 市 5 5.8
福 渡 町 1 t5
大 阪 桁 15 16.5
兵 庫 県 4 5.1
奈 良 県 1 1.5
東 京 都 4 5.1
東 京 以 外 の 馳 東 5 i8
中 部 地 方 2 2.5
そ の 他 の 県 外 2 2.5
不 明 5 占,5
第5表
門城男子町内在住者の職業
職 繋 人 数 *
盛 業 10 52,5
大 工 2 1ロ.5
公 務 員 1 5,5
運 転 手 1 5,5
商 辛 1 5.5
無 職 5 15.8
不 明 1 5.3
合 計 1.9 10 0
約 2衰
牧石男子の移動状況
現 住 地 人 数 %
卒 業 の 時 と 同 じ 59 57_4
岡 LLl-市 内 移 動 4 5.9
玉 野 市 1 15
東 京 都 占 a8
神 奈 川 県 1 tS
大 阪 府 5 44
兵 庫 県 5 44
京 都 府 5 4 4
重 県 1 15
中 国 _地 方 5 4.4
九 州 地 方 2 2.9
そ の 他 の 県'外 2 2.9
第 4表
門城男子転出者の職業
散 薬 人 数 %
店 員 7 12.7
建 築 関 係 7 12.7
公 務 員 6 1n9
運 輸 関 係 5 10.0
工 員 4 7.5
会-社 事 務 員 2 5.占
自 衛 官 2 5.i
大 学 生 2 5.6
そ の 他 5 5.5
不 明 17 510
-76-
第5表
牧石舛子の在住者の職業
職 業 人 数 S
公 務 月 ll 282
良 薬. 4 1u5
大 学 生 4 1uS
店 月 2 5二1
運 挙 琴 1 2.4
旭 川 荘 1 2.a
左 官' 1 2.a
合 計 59 100
第 7表
門城女子の移動状況
節 ム衷
牧石男子転出者の職業
職 業 人 数 *
大 学 生 ll 57.9
全 社 負_ 占 2u7
運 転 手 4 15.8
自 衛 官 2 a.9?公 務 負 …
必 且 1 5,4.鉄 道 弘 済 会
上 木 関 係, 1 5,4 r
~義 戦 1 5.4
含 叫 29 100
現 住 地 既 盾 未 解 合 計 i
加 茂 川 町 4 15 19 2u2
開 山 市 7 29 ささ 5a7.
分 数 市 1 1 2 2.2
~有 島 市 1 1 2 2一之
足 守 町 2 0 2 2_2
宮 町 2 8 2 2.2
大 阪 府 5 占 ll 1t飴
京 都 府 1 1 2 2.2
東 京 都 2 0 2 2.2
埼 玉 県 1 0 1 t1し石 川 D
不 明 5 C 3 i2
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･rTJ;8末
牧石女子の移動状況
現 住 地 既婚 末準 合計 %
卒業の噂と同じ 5 18 21 51.2
岡 山 市 5 5 8 19.5
そ の他 の保内 4 1 5 12.2
東 京 都 1 2 5 7_5
兵 庫 県 5 0 5 7.5
山 口 県 1 0 1 2.4
第 10衰
円城女子転出者の職業
塀 菜 既婚 未婚 合計 Yo
店 員 1 7 8 10.8
事 務 員 占 6 al
工 且 6 占 8.1
洋 食 店 員 5 5 6.8
希 缶 婦 5 5 6.8
班 .奏 容 析 5 ○ 4.2
保 母 1 1 1,4
女 中 1 1 1.4
不 記 52 52 45.2
不 明 7 9.5
合 計 55 54174f l0D
第 9泰
円城女子町内在駐者の職業
聯 菜 既婚 未婚 令 %
助 教 諭 保 母 5 5 15.8
曲 協 事 務 見 1 2 5 15.8
給 食 婦 1 1 5.5
工 員 1 1 5.5
医 師 手 伝 1 1 5.5
無 職 5 7 10 52.6
合 計 4 15 19 :.lo o
第 11表
牧石女子在駐者の聴英
既婚 未婚 合計
7 7
1 2 5
2 2
1 1
5 4 7
職 業
専 務 且
店 員
公 務 且
由 菜 既 婚 未 婚 合 計 djo
事 蔑 見 5 1 4 20.D
･~要 員 1 1 5.0
商 発 1 1 5一口
出 発 1 1 5.0
藻 草 1 ー 5.0
学 生 1 1 5.0
｣聖 職 9 ■ 1 1ロ 50.0
不 明 1 1 5;0
15 円城高原谷底 部落 の人 口流 出とその歴 史的背 景
片 山 晋
典村人ロの都市-の流出が著しいことは澱近よく言われるが .どのよう表人達が ,流出して行っ
たのか .そしてtた.現在ではどうか ,ということを高原地帯の谷底にある二つの普B商を中心に考
えてみたいO
｢旧江与味村原部落｣この部や掛ま,享保年間から.研 1のとく点近まヤ ー600人を勧 I忙越える
人口を維持して来た｡ この部落はもともと出稼ぎft)をいところで ,怨閑期'には.炭焼きをする家が
4.5軒あったたけで .他地竣-働きVC出た人に ,ほとんど無かった｡つまり,出稼ぎの時期をほ
とんど経ずして ,永住的な人口WL出-と移ったととろである｡
｢旧FEl城村二川部落｣この部落からは ,腺両部への出稼ぎも行なわれたが.最近の永住的人u流
出によって出稼ぎをする人が減少し.そしてまた高年令層の出帯ぎとなっている｡
旧ELl}昧村部落(?Jl乗 ｡爺 2衷)の場合 ,昭和 22年から55年tlJのRi'匿-,都市-出たもの .
価かVCS名である｡それが さ占年以降 .急激に増加し.20名近くの者が都7T71-出てしまった｡彼
等の自宅 6戸は ,青年男子が家VC居なくなり.60がらみの父母のみ .という家が .4戸もあるよ
うtJrLなった｡また穀料Vこよるように,荘近は高校卒の青年がほとんどで ,学.RI-のFu吉まわとともに .
大= ,左官などJ.,こなるものはいなくなり.これという特徴のなしへ事務系の仕事忙就 くよう(/こなって
しまった｡ (工業高校となると下宿させたりしなければならぬためこのような性向にたったとも言
えるが)そしてまた彼等の行 く先が大阪神戸であスのもii一近の輔向であち.
しかし高校卒でたく流出した唯一人の例 (第1戎ナ家 )がある｡彼は五反首姓と雑役によって,
収入を碍ていたが ,同級生が次々に結蝦 したりするのを見たりするとともに.昭和 59年の末IlC,
津山の鉄工所へ=員として行ってしまった｡嫁の乗ぬ森村 .仲人をして ,お嫁さんを連れて来た人
!てIl町から蒋謝が出る｡とV､うのはこの地峡性急,上く表現していると思う｡
旧円城村二川部落 (,｣,､森温泉のある部落 )(狂科第 5表)に目を向けてみる｡ この地域は人口が
じり貧になっているところで,将来の心配される某が 5戸もある.その中で大=をしているKoT
両君の話も,硯在のこの地蛾の姿を如実(,C物静っている｡
両君とも.自宅でErt両親が凸井をやっている｡ しかしこの 6月の鎧繁斯忙人が居たV,･｡労働力の
不足は.依近 4年程の他vc人夫債を倍以上に当る千円私産に上昇させている｡いや千円出しても人
が居ないのだ｡彼等の日当托 2千円であるから人さえおれば ,2人頼める計井であるが,実際は家
のために1週間(･1仕事を休むことVU3:り‥車座女鹿だと,苦笑 していた｡｢また大=左官をする人も
都市へ住むよう(,Cなり,旧円城村で7.8^ いるはずの大=も,村に住み-i:く人け皆無IT!あると話し
ていた｡
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附弟 1表 久米郡旭町江与味原部落 (旧弊筒郡の内)
人 口 WL出 の 現 状 (男子のみ )
家 名 父 の職薬 子 の聴業 転出年令現在() 学 歴 転 出 先 そ の 他
〟 18(21) 高 校 卒 大阪市
ロ 公 抵 負 教 員 28(52) 大 学 卒 岡山市
学 生 15( 占) 岡山市高校在学中
学 生 中学校在学中
ノヽ 虚 業 運 転 手 25( 6) 中 学 卒 倉療再(4反)
土 建 浪 人 中 16( 9) 高 校 卒 岡山市
i 土 建 (18) 高 校 卒
( ホ 姓 薬 船 渠 (40) 高 ノト 卒 (5反)
運 転 手 20(54) 高 ′J＼ 卒 福渡町
へ 盛 業 公 務 員 (56) 高 小 卒 現在田なし
ト 商 業 大 工 (55) 旧 中 中 退
商 凝 18(29) 高 校 卒 岡山市
チ 商 業 商 英 (58) 高 ′J＼ 卒
運 転 手 (52) 中 学 卒
リ 曲 集 良 美 (55) 中 学 卒 (5反)
ヌ 材 木 商 学 生 高校在学中
学 年 高校在学中
〟 曲 集 点 薬 (45) 高 ノ｣､ 卒 身体陣害者(5反 )
;家 名 父 の聯菜l 子 の耽美 転出年令現在() 学 歴 転 出 先 そ の 他
左 官I 26(51) 中 学 卒 瀬戸町カ運 送 業 逆 送∴菜 (28) 旧 中 卒 I
公 務 負 22(55) 大 学 卒 京都府
ヨ 運 送 菜 無 し (51) 中 学 卒 身体藤害者
迎 送 美 (5tl) 高 級 卒
ク 鼻 薬 I虫 菜 (59) 苗 小 卒 (5反)
大 工 (515) 高 ′ト 卒 横浜市
レ 商 菜 魚 屋 r25) 中 学 卒 ｢
事 務 長 18r21) 南 牧 卒 津山市
ソ 商 業 学 生 大学在学中高校
学 生
ネ 商 業 学 生 中学校在学中
ナ 患I 工 兵 25(2ム) 中 学 卒 津山市 (5反 )
二 見 14(2 ) 中 学 卒 岡山市
ラ 姫 業 鬼 謀 (24) 盛 高 卒 (5反)
事 務 艮 18r20) 高 校 卒 神戸市
ウ 材 木 商 材 木 商 (51) 中 学 卒
事 務 Li 19r2 ) 高 校 卒 奄野市
ヰ 教 且 学 生 中学在学中
ノ 点 学 生 r8反)
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策 5表 加及川町円城二川部落人口の流出の実状 (男子のみ)
f 家 名 父 の職業 子 の 職業 転出年令現在() 学 歴 転 出 先 そ の 他
イ @ 女 中 魚 屋 15(19) 中 学 卒 岡山市
ロ 曲 集 学 生 高枚在学中(5反)
学 生 _ 中学 〝
事ハ 大 工 大 工 25r29) 中 学 卒 岡山市 (5反)
Il 左 官 左 官 15(25) 中 学 卒 岡山市 (5反).0
ホ ㊥ 鹿 央 A.執事折角 現在(27) 中 学 卒 (5反)
Jへ 曲 菜 温 泉ふ ろた き 現在r24) 中 学 卒 社会性欠 くI.Q50-占0
ト 旅 館 学 生 高専在学中
l チ 商 業 な レヽ
! リJl ㊥ 虚 業 商 桑 15(19) 高 校 卒 叔父(チ)の家に住み込む山林あり(5反)車 ♯ 占 中 学 岡山市
そしてその年令の虫年少は 29才で .一般に壮年層がほとんどであるという｡また最近大工志
軌があるかと聞くと 1名あったが今続いているかどうか不明とのことであった｡この部落もまた
進学率の高まbとともにこのような技術者を失っているわけであるO
以上が谷底の村の罪状であるが ,雨部落に残っている高卒者の家が ,いずれも商其であるのも
重要と思われる｡
当地域の人口は .われわれの知りうる限 り,享保 15年(1750)が最高-7'あった｡
旧円城についてその後の変遷をみると次のととくである｡昭和 40年現在の人口は明治5年の人
口よりも少なく,われわれの知りうる希少の人口数であり,さらに蔽少をつづけている｡
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享保 1 5年 ( 1 7 5 0年 )
寛政 年間
明 治 5年
大正 10年代
昭和 25年
現 在 (昭和 4 0年 )
4.500人
4,250人
5.100人
i500人
4.250人
5,200^
それでは ,現在より.多い人口を維持し得た理由に何であろうか｡この点Kついて ,第 4o 5表
に目を向けながら考えてゆきたい｡
凍4泰 職業別人 数及 び軒数 (金川村 以北 津 高郡 )
村_＼ 盟( 者( :挽( 工( 治( 良( 官( 堤( 打 屋 蛙 庭 節
軒 人 人 人 軒 軒 人 軒 /■~ヽ人 (人 (軒 ′~＼ノ ′■~ヽ人
) ) ＼_ノ Jヽ ＼_′ _ヽ′ ) ) ＼_′l14 ) ＼J ) )
下加茂村外21ケ村 10 A 18 15 9 12 5
孝保 15年(1750)大庄屋手鑑(･'C上る
揮高郡北部の村々VCA･いては ,この較料(,i:出て来るような職や ,その他副菜的をものに,余剰人
口は吸収されて .生活していたと思われるbまた蒋公VTL出て ,家を助け1と指示もされているから
都市の発達とともに ,奉公に出る者もあって^口涙少とも考えられるが ,江戸中期の .この史料で
は .金川附近と,江与味のl糾,Cは ,耽美の細分化という点にかいて差のあることがわかり,金川附
近の方が人口鮭持力に秀れていたであろう｡
また地域性を示す職として,大塊があり,奥村(蕗満都北部 )に,その数が多いoこと忙下加茂
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外21ケ村のうちの木挽18人は.現加茂川町大谷の十家 部落のみの人赦であるのも興味来い｡
未挽部落と呼んでも良かったであろう｡この部落は.当時 70軒-T'あった.
次に江戸時代 .この他蚊から,人口流出がほとんど無かった｡現在の人口の一倍半を弗してい
嬢 保 15年の旧円城村の姿を大字ととについてみると第5表のとおりである｡
第5表 旧円城村職業別人数および軒数と人口･山林面横(享保 15年 )
1i医 者 .酒屋EF大 工l 毅郎屋 巨 的可 樋脚屋l l 相 星 t.人 口;I 仏) I㈱ (～ 柄
ノJ､ 森 l 2 I･ 】 J llt 715 4
五 明 l 1 l Ii 154 !
塩 谷 1 l li l l t1 17占
熱 海 ｢ ! 104
神 瀕 I 1 1 l 章 ; l ii t I549
,年 末 l I I 146
柿 山 ) 1 i Tl丑 ｣ ..]
1案 田 1 1 1 I24d t
i円 城 1 J I ~ごて J2-i
i.上田東 2 I 5 1 554
≡上田酉 1 I 1 476 .
;細 田 + I Il 494!｣
三納谷 1 2 1ト58きl
I i ･1
参 考
'-- - う (粟井谷 .杉谷を含まず)
汽科 片山家文事 大庄屋手鑑より井出 ､. h･
1
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首姓晶林十人当品両横書家
Lt-9卜‡157一三5.6I15.9Z0.4
数…田_旦～⊥_空1 牛!馬2t5J501
--JT~一
2内1軒社方誉toFtdJ54.916
2･10･15f56内lr1-OIA-~｢~J言TIYT一言-読 5.､5十一-~｣15.6J2-il.910.48tS7内4軒杜方JaoI9.1号70.･1rlo.09ilO8内5l;7_6宅n14日05内2軒社方a8!8_■.-._-L_.-.-_】871018l~一-I肌~一｢-~-d~ーhPt510.4
12a0.29
印-I- -;
105内4軒社方
287内7軒社方
l聖｣_｣二｣_聖,9.4-5012疋丸2.0Z521疋丸25.1-245!42aAr15.415
50.1 1 70
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??
人口流出の少なかった恐由性次のとときものであろうo
l 政策により赴きにくかったo
o岡山辞では今家などさせないように,そして豪族妊 1,- ｢カマ｣の飯を食べ助け合うように
細か夜指示がされ ,池田光政はこの点を特に強調している.
2 餅地面稗が現在よりもっと･広かった｡酬=作放棄された田畑の跡地を各地に見る.そこに成長
している樹木の大きさでその放棄時期が隠ぼ推察される｡
5 生活水準が低いので ,多くの^ロを維持し得たものと思われるo
o江戸時代揮高郡奥村でZI与昧村外 19ケ村の大庄屋をつとめた .屑屋L(加茂 15流の 1),A
永代兇 (文政 15年)は当時の粂生渚を我々に次のように示している0
1月 5ロ 朝 餅 窄^ 12佃 下-出す但しぶりは見合
5月 4日 晩 菜い里こ 是ばかり夕なべなし
8月 14日 朝 安ばかり 但しすし見合三つ
9月 9月 朝 鮮 上 ･下 見合三つ
4 村の有力者(酒屋など)紘 ,使用人卑屈っていたo
o先に例とした,永代光にも下人がいたことが知られる｡
5 首姓の梓つ山林の広さが ,人lコ維持忙大きく園係していると思われる.(資料/ra5)
o｢加茂郷往来｣作州境の者は ,繋 ,炭を胡み下り京橋L')あたりこれを東ぎ交易也とあD .薪
炭が早くから商品化されていたことが知られる｡従って百姓自村rJ多少が射肝稼共を規定し
ていたO旧円城村の場合1人平均a29反であるの忙対し旧江与味村の場合は 0,56反ある
し,更に熱帯(旧村)単位にみると,円磯村では0.009反 ,その也高原上の村である上田
東 ,上田西 ,棚田は0.2反に足らない ,このようを点から考えて ,山の無い者が先に洗出し
ていったと考えられる.現在江与味村で.山持ちといわれる大山部落では ,後継ぎのいなく
なった家は見あたらなVlL,50オ前後の青年層がどの家にもいるのが特徴であるO この高
l 原の薙落 ｢大山｣から(は岡山県南部へ出稼ぎをする者はあるがまだ ,永臣的流出Jdみられな
い｡(将来は原部落などのようVC永臣的流出をみるかも知れないが)殊に 1戸当り王反以下
の山林所有il家が早く流出するだろうと予想される.
大山部落の山林所有(昭和50年) 戸数52戸
0 5反以下 12戸 全戸数に対する割合 57蕗
0 1町以上 15戸 全戸数に対する割合 47多
6 自給自足的な生活であったから,良村においても各棟の専門職といえる人を必要としたであ
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ろう｡
またこれらの職の中I.{耽長閑期の仕車と言えるものもあったであろう.
o 紺屋 ,機屋 ,錯治などあろう0
7 交通商品流通の未発達は ,現在の我々ほど使 ,不便t,Cついて感じなかったであろうD
o古老の言葉-どこに匡んでも渉 くことに変りを L o
l
L
したとしても,働 く所が少なかったといえエF)｡ところが ,江戸時代後期手=業の発達に伴い ,商
品生産の増加 ,流通の発展 ,更に-1た ,明治以後の産畏革命によって .この地域一帯が流通経折に
大きくくりこまれ ,手工業的Bil某的な .鐘閑期の余剰労働力を吸収していた職は ,その存在理由を
r 失い錐村を促 したQそしてまたごく澱近の急速な工費化都市化は ,この高原地帯から働き手を引き
出しつつあるO
(藤 田中学校教 諭 )
16 近世 の加茂 郷
谷 口 澄 夫
岡山藩の毅北に位既する加茂郷IR:紘 ,古いものが残っていた｡
近世初期この加茂郷一帯には ,中世的系譜を誇る士轟的勢力が広範囲に姉緯し,特権的な社会的
r 身分をふ_i)-ibして村落共同体に君臨していた｡村請社会内部trCこのようなものが存在すること結
滞体制の確立過程においては毅も排除さるべきもので奉ったろF)が ,まだ郡方支配体制が強力に藍
が ,潜権力の弱さを補 う有効な手段であったかも知れない.そしてこのこと統近世初所に地方他行
制度が採用された理由の一つに数えられる｡
■
しかし地方地行制度の変革が断行されて,近世的7t本百姓体制が推しす めゝられ ,全般的に滞政
確立が志向される段階t,C及んで枚 ,庄官衆の存在は許容し得るべきものではなく,溝た帯当局も,
彼等を強権をもって統制するに足る統一的な典中樺力を備える+'C至ったと思われる｡
藩当局として村役人層- 加茂郷内にかける村役人の概略をみれば ,この地区では大EE屋 ･庄屋
(名主)杖もとよ少組頭忙いたるまで .庄官系統の由緒ある旧族名家によって殆んど独占されてい
る - な一面では厳重に統即しながらも,他面で吐彼等の政治的 ･社会的を伝統的権威を ,村落
支配の項柿として利用したものと考えられる｡
港当局と庄官衆の札帝は多々みられたようである｡例えば次のよう夜両者のやりと少も見られる｡
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すなわち加茂郷に土.#将兵した中世的武士の系譜をもつ ｢筋B･臨成る｣る者共l/C,伝来の証文 ･感
●
状の写しと土蔚過程の記録を撞出するようVC市当局から下命したところ,葛原以下15家の庄官が
脊類を連出したので,以来これら15家を ｢加茂庄官15流｣,(15家とは吉川,片山 ,菱川 ,
河本 ,入沢 ,土井 ,河原,小林,鶴旨,律嶋,瀬尾 ,能瀬 ,槍崎 ･の各家である)と称するに至っ
たというoなお,この地域t,C吐上記の15流以外にも大小の土豪(荘官)が敢在し,また各流とも
に分派して各地に噂鋸してt.^たと考えてよい｡ともかく,上記の簿価の措億は予備的な調査とみら
れ,やがて寛文8年(1i68)5月に郡代(代官頭)西村源五餌から,加茂郷中の大庄屋 ･庄屋
宛に下命し,各家の筋目脊 ･感状等の本瀬を嶺山せしめた｡これによって荘官衆は,由緒の明聴を
完全に没収され,公的に千首姓と同等に格付けされたわけであるdそこでE官衆吐翌年 6月連判を
もってその返還を申し出た.しかしE官衆を成立に統制しようとし1うのは藩当局の最初からの意図
であったと思われ,啓類は返選されなかったOかえって荘官衆の不屈な行為を指弾･厳禁され,本
来的な農民になるように厳戒されたわけであるoこのようにして,藩権力によって加茂細の荘官衆
の特権恵織と横道 ,栖高の振舞紘弾圧されたわけであるが ,村落共同体の内部については,平百姓
から彼らを庄官,古庄官,荘官衆中などと呼んでいることにも端的に表明されているように,時代
的変遷は認め得るとしても,庄層衆の由緒は厳存して来賓的な権威を晃拝し,特権的な社会階層を
構成して明治推新に及んだのであるO
- 17 加 茂市 場の 今 昔
L -
編 集 者
加茂神社の門前にEB合にはめずらしいやや町風の家並みをした一角があり,加茂市場と呼ばれる
その地名とともに,何物かを滑りかけようとしている｡鎌倉以前下竹在の神原と下加茂の2つの旋
集落があり,その中間位鑑に加茂市場があった.古くより備中,備前,美作の商人を集めて市が立
っていたと言われている.商人宿が現在も2軒あることから,この辺の商桑的性格が想像されよう｡
なお市の開かれる日が品物によって異なることも興味のあることである0日が決っていない品物は
市ある日毎に店を張っていた様子である｡次に破柴又は晶別に大安を記して見たho
金工品-刀物 ,当地に催治産が 4軒もいたと言われている.もとは一人であったのが見習いを入
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JI
れているうちに本戦として一軒をひかえては増えたと伝えられる｡その本の銀治屋は刀叙治であり.
教えられ鍛えられた次の鍛治屋は,鼻機具類に変っている｡現在も神原の頻拍屋は備中の瀬治屋と
呼ばれ,遠くより備中轍の注文を受けている｡
藁=晶-兼地 ,草履 ,事柄帯等もこの市場を通じて捌かれていたらしく,現在も兼工晶を本業と
する家が大高下部落に故軒ある｡藁加工のさかんを当地方の地域性が集中的にあらわれている｡
竹工晶-市場が海月-の日に開かれ,その庇ケこ現在の昏備郡大井村足守方面からかと,ざる,竹
辞串を.馬車に疎んで運んで来ていたと言われ,又糞作の新和方面より竹,刀類も持ち込まれていた｡
その後吸入がこの地の空家を借り,又′J､屋を姐て ,竹を果し､集めてこの地に戦場を持つ様になり,
そこに竹=を兼とする-部落が栄え ,現在も大高下仰 の半数は竹工を本業として若している.
魚市-特に魚市抹毎月5のE]浜崎部箔で市が開かれ.字甘川を本場として川を上下し,橋の下に
住いを移動して ,5の日(.,C絃丁度加茂市域に上って来て ,くし魚を売り又下流に下って5日までに
壮魚をとD,乍ら川を逆のぼって加茂市に来て売ると言う,漁業の-EBと.高梁川の魚篠を直接迎
んで来る一団,今一つ高梁川を筏で下り,帰b荷に港魚及び月類を持ち込むのとあって盛況な魚市
が続いていたと言われる｡
ちなLみ昭副変,加茂川付近に川魚禁を専英とする者 45戸あり,川魚菜渡舟にあたりの魚の行商
もしてL.,へた｡従って彼等は加茂大祭VCも店を出していたのであるO
牛市･馬市=馬市とい)小字が 2ヶ所あることは前述の通りで ,その 1ヶ所で技牛市がたち,所
用壮勿論血餅に不可能叉は若牛に変える為の牛市と肉牛を.高梁の肉問屋が翼い集めていたと言う｡
又馬市は商人の荷馬車用と,荷の運搬業者も相当あって,牛市より馬市が盛況を里していたと開く.
どちらも場所壮河原であって今は水洗によってけずられているが ,一つの方絃広く場所が残-'てい
る｡固又との馬場では武士が乗馬訓練をしていたとも伝えられるO加茂大祭の行番の中('Eも裸馬に
またがっての鹿馬(各神社の属)が行なわれている｡
なか撮築録によれば明暦 5年までは両側居宅町並があったけれども,火郡で焼けて廷李 5年には
定款8軒で空屋敷がいたるととろに見られた｡村井栄のために年4度(4月旺 2度 ,8,10月に一
見)牛市を開くことを願い出て許可された｡
野菜果実-当地は吉備高原の中央部であり畑作が多く,恥ま一毛作田が多い,高原地の円城 ･
高各 ,上野の疎菜類の出荷と併せて,柿が特産物であった｡当時の点薬軽骨者は米麦の外に野菜の
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oL^･忙主力を注いでいた｡現在も野菜 ,煙草 .蕃さんを行っている｡
集晶(家庭薬)-現在も思集の行商が年 2回入ナ増 え(･{廻って来る｡その行商の宿屋結 ,昔から
たつみや旅館にきまっている様である｡従ってこの宿に約 1ケ月住んで行商入替えに歩 (ようであ
る｡
木工品-大=も相当あったようであるが ,中でも下駄屋が2軒あって今で紘一軒になっているが ,
桐の木が当地はよく育ち昔抹下駄牧人の上手走者がいたということであるO
結 び
今では年に1度の加茂大祭だけで現在は昔の夢を物語っているに過ぎない｡現在も加茂大祭rD前
々日には ,町の魚屋で市がたち,前日にIrt商人が賂店を張って@_る日の晩まで売 り続けるL,旅館も:
各別名勝寄掛もなくて ,客もなく半鐘といった形て耽選別の数字は現在前述の通りである｡
明治初年上り出稜が多 く ,家族が家を守りつつ狭少の田畑を桝している現状で ,只残されたもの
に開拓の山林地のみが有望視されつつ現在に及び ,林粟が親らか経済状態を支えている｡昔の町が
現在絞全くの片田舎に化してF)つった状態であるo
参考文献難波敬治 ,加茂市場部落の盛護(認定講習のレポート)｡赤松好餌 ,河川良薬の社会地
理的考察(未発表岡山大学教育学部卒業騎文 ,昭和 50年) 石田寛 ,岡山孫にかける牛育市なら
びに牛馬に関する考察(瀬戸内海研究第 15･14合併号 )
18 加茂山開拓村
編 集 者
岡山市の北方25キロ福陵から西に′｣､さな谷忙そ.,て進むと,ばらばらと家が軌 へてV>る｡この
部落より先は7tだ十分埼みしめていたい道が ,ゆるやかに次第に山を召しのほっている｡道幅杖や
っと三輪が通れるほどで ,これを ｢開拓道路｣と呼んでいるBこの道を登ること約 6キロで加茂山
開拓村に遵することができる｡
加茂山とは旧円城町 ,旧上建部村 ,LEl字甘西村 ,旧浄焚村に崩した群山の総称であり,その山地
は単なる弧生で壮なく,5首～ 4首米の波浪状地形をした高原で ,いわゆる吉備高原の一部にあた
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也,そのほほ中央に備前で一番高い本官山(標高 588米 )がそびえている｡
加茂山村開拓は .下加茂 .御所谷 .管ケ谷･本宮 ･津恩田 ･高富のd団地から成り,82戸
54 2人が生枯Lでいる.内男子 182人 ,女子 160人である｡朗拓地で女性が少女い串は ,
｢開拓地の娘は町-出ても,嫁に来てがない｣ということからも推称lできる｡開拓地-の入植者
紘 ,戦後の失業者 .引き揚げ者がほとんどで ,典薬に関係ある人は満州 ･綿 羊の植民地での牌拓
経験の重富な持主が多い｡
昭和24年からタバコ排作力功口茂Ll｣の持拓地で始まった｡主食米を只って食べ る開拓者にとっ
て,山仕事の日原で米を買うのではなく.典薬収入で米を只 うことができるは ど偉しいこと比な
か った｡
タバコは処女地を好む｡一度開尭 した土地はタバコ作 りの丑労働のために ,地力が劣え ,入植
当時と同じ不安に陥らねはならなかった｡ しかしながら,タバコを思い切ってやめることも出来
ず ,ずるずると植え続けているのが現在の開拓地良策の婆である｡
裸-rⅠで入植した人々の十数年経過 した現在の生活はどうであろうか｡確かに生活はよくなっ
てVLる｡い くらかの野菜も米もでき,劫 .兎も飼ってLへる｡潜て ･食べて.洩る｡それだけの生
活にかいては ,入植当時考えた理想せではいかなvlにしても,当時の既柳腰を村の人と比べて劣る
ことはないO噺 口28年に電気が入ることにより,カンテラ生活 と別れを告げ ,水道 .ラジオ.
テレビも普及 してきた｡
御所谷より円城小学校まで8キロもあり,55年遊動の鮭果,分校が開かれることになったO
現在 .児女数59名･学級 5つである｡開拓者にとって分校は唯一の楽しみの場となっている｡
そして分校は開拓文化センター的役割を果 しているのである｡
畠 山 泰 子
｢開拓盛付の地現学的考察｣より｡
第 三 章 竹 荘 盆地
1 概 観
石 田 寛
竹昔盆地は ,宇甘川本流の巌上流部にある後地で ,上流部から旧上竹在村 ,丑野村 ,下竹荘村
があD,手甘川の遷移点がそ,D本楯 をなし,5つの何は ,Lへわば串にさ れゝた芋のような恰好で ,
共中の旧迦野村がもっとも広く,そこの新町が竹苛盆地ID中心が主格となっている｡
手甘川に ,旧下竹荘村神原にかいて ,2つの支流が合札する｡それぞれの上流部に大和高原 ,
吉川高原がある｡娘簿がもっとも珊密に立地しているのは竹荘盆地で 520m ,大和高原で 540
nl.吉川高原で 560mで吉川盆地がもっとも志し10
上竹苦 ･金野 ･下竹荘 ･吉川･大和の 5村が昭和 50年合併して賀陽町となった｡ この地区は
上代忙中央の御名代と夜b｢多気郷｣とよばれていたが ,平安の世に ｢多気荘｣と夜LJ,それが
竹 准｣とも満かれた｡今まで中世的呼称がそのぜ 生ゝきてきた由緒ある地である｡それがこの
度の町村合併によってさらに一周古くから用いられた頚髄(較屋 ･加夜 ･加畠 ｡加陽の字もあて
られていた )をもって新町名としたところの ,まことに歴史的香り豊かな土地であるU
竹荘盆地は ,古来丑か4:穀倉であD,松風武将争奪の的となってhたことも史所から察せ られ
上う｡歴史的(て多彩な この地の地形学的生い立ちもまた興味軽いものがあるo今は放す米の高度
vcあるとの高原は 1千万年程前にはなだらかな起伏を梓つ平原であ少,低い所に比水をた えゝて
いたoそれが数百米隆起したのちも,低いところは依然として湖水をた えゝていたと考えられるo
PlJ周の山から土砂が)輩ばれて次筋に成くなり,さらに また川VCよって湖の水が排出されていった｡
竹荘盆地はまさにこのような地形であるo竹粧盆地杜 仲現世(,'Cなっても依然として湖水が城って
vlたらしく,没壌前の小川底にみられる泥炭 (t='-ト)や⊥Taiにみられる湖水堆域層がこれを物
悟っている｡東方から字甘川の厨部位食がのぴてきて ,湖71(堆成層をt漁 して.5- 4段の瑚成
段丘が各地に作 られている｡音場高原上L/ClrtこG7)ようを胡盆が処々にみられ ,特典を人文演観を
呈 している書 誌 .嘉雛 実施 砲などは ,L,iづ九も潮水が比較的後世まで戎っひ たと考えら
れるo このような湖盆は必出状態を呈し,田砧に九大 ,刈取L,C舟を用いわば-ならぬようなところ
も多かった｡このように出演経営 ･幼者様式を規定していた過払も,土地の人のたゆIi血努力の
結東今日では二毛作も可能IjeTLったD
青傭肩癖には ,畑地が多いのがその祐轍であb.カルスト地膚vc吉備高原のもっとも典塵的fL･
景払うiみられるB竹荘盆地のようVC.高原上の献盆糾ま皿が多く,従って吉備高原としてEri特異
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を地域といえよう｡しかしこのようを盆地こて書廊高原の地形発達史を解く培壷を鍵であるO竹
韮盆地･有淡盆地の北には上記カルスト地帯の典塾的阿哲高原が展朗し,田所竹荘盆地と畑所阿
哲高原との間に有無相通じて特異な経済敬引一粛市 ,魚師,朗市など-行なわれてきた｡
この金地には舵の深い草屋秋の民家が残存し,牝牛に貰軍を負わせて刈巌を運搬する併行が巌
近まであった｡平名鉄村では既に伺え失せたものが見られた如く.冠婿葬額に日本古来の風習を
●●●■ ●●●●●
伝え ,ことこと ,かゆもらレyDととく社会平均化作用をする横行も行なわれてきた｡この意味で
. この地帯の社会民俗はきわめて食並であるO
徒歩交通が車交通にかわ少,尾根姑を通る出頚在来 ,津山往来は ,今では一里塚と市場集落に
よってわずかに往昔の繁栄を偲ぶのみである｡谷飯の中心町高梁 ,足守,金川方面からバス.ト
ラ7クが頻繁によってくるようになって金地の生活も経済も目まぐるしく変遷をとげよ)として
vlるoことにこ 数ゝ年来の工業化 ,都市化は ,この高度上の盆地En:さらに大きな変化をもたらそ
うとしているD
この上)に興味耗h竹荘盆地で,巡検第 5日間を有意義にすごし,かなbの成果をあげえた｡
これは .町長さんを始め町当局の御高配 .亜野′J､学校の井上弘志先生のお骨折 ,さらに又われわ
れの面捌 く辛い質問VC快く応じて下さった町の皆さんに負うところが大きい｡御協力下さった方
に々心か ら繍親し,あつく淋 しを申し上げるo
J ､Il′ ･t
P t14
2 気 候 .気 象
木 村 忠 典
Lx〈候(,Cかいては .他地域と変わる所壮あtbをいが ,苛傭高原にあるため昼夜の温度差かかな
bみられるO温暖であるが .山脈の位濯 ,風向などによD,上席都全体では各地域ともかな少差
異がみられる｡
竹荘盆地の平均気温 14度前後であ9,碗 娘低のそれぞれの平均政変は5a5度 ,I2度前
後である｡降水瓜の 1ケ月平均壮 104粍前後であi),占月頃にその降水A･は巌も多く 570粍
であ9,最少の月は2月であり25- 4粍である｡
降 雪は11月中旬上b1月叫旬にかけて始ま9,5月上旬から下旬に終わる｡降雪期は80～
120日位である｡
繋壮 88夜のわかれ燕ということばが使われてレ､るように ,11月中旬に始95月下旬に終わ
る○その細田は 150-200日前後である｡かなb艶産物K殻音を与えてか9,また箱も盆地
のゆえ多Ltに'舌生するO勤 王多いので ,日照の舶成一こエb典産物紅かを少の韻等をこうむってい
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ると考えられる｡気候は温暖であD,濃近蔽壷栽培もかなb普及している｡
風位は年間を通 じ,また各所を通じて ,かなか差掛 ミみられるが ,軸 北または南東 ,定は南
東 ,秋は北または西 ,冬Q:1北Ilた比双が壬である｡台J:.且の眺 i･はあ-ib大きくない｡
干ばつの影督総点近ではあまb起こらぬが .それでも.大山もうでを昔にはやっていた形跡が
みられるO巌近新興宗教のもとで ,雨乞いが行なわれた事束がある｡河川が少な(,字甘川のみ
に禰概を親む現状であるが .川幅はdmVCもたらす ,川底も浅く,片山池にその際を発してか9,
ため池もあちこちに多感あるが ,水止はとほしく,水もちのよい土のため,牟魅をまぬがれてい
る状態である｡
権現山に務がかかれば雨が降るといわれているが ,碑現山と1燭拓t979mで ,子守牌町の北西
方にあ9,冬期の場合かなり根拠があるものと考えられるo
5 集 落
木 村 忠 盛
竹井盆地の低地部では金気水が多 (,飲料水に仕使えをい｡現達の人々吐 ,高い勘弁に住居を
か-.!え ,飲料水仕そこで村 ,低沈地帯はJkt]として利用していた｡この土地の淵菊は大部分現住
の人々の力になるが ,晶棚 の方から,大工等の人夫もはいbこみ ,彼等の_Eii官の中IR:入ってい
ったが ,飲料水を得ることで ,かなb苦労したと考えられる｡昭il22年Lji,竹諜盆地の低地熱
に道路が作られたOその当時より,各住居とも,低地部に移行を始めたが ,飲料水は高地上り番･
いていたQその当時の共同飲料他をくみ川と称していたが .その水源も.もちろん-fuli地上L)串し､
ていたのである｡飲料水の間絹は ,この土地の大きな聞頂でもD.外部から'D入居者も少たく,
現在偶易水道を利用してhる家が多いが ,今後全町に水道をひくという計所がたてら九ている｡
農家の集合の形態は鎌状塊村であ9,湖成段丘のみられる地帯に教戸づつ存在する形態である｡
′`‥■~
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家屋の密娘状況を考えると
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飲料水の侮られる岨界が ,ほぼわかるO竹荘盆地の南方の西rBLl倉附近の村落形態は ,この竹碇の
村落形態の原形とみられる｡
吉川は ,楽徳天皇のころ ,奇術津香命が蛸Vlたと伝えられ ,下竹巷も古くから開かれた姓村と
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して .正倉院文滋忙｢田次の里｣の名がみられる｡旧怨野村の地域も弥生時代期から人が住んで
いたといわれ ,古墳時付′こは ,沓崖の里と称されていた｡
旧大和fJにも後期占用が残っており,古くは1-1.枚都 日羽都に域し ,野山の里と呼ばれていた｡
歴史もかな9古いところである0
人口 15,028人(男d.419人 .女d.609人 )
世帯数 2･4 05 人口密鑑 1ロ2人
4 竹荘 盆地 の土地利 用と産業
徳 田 和 子
竹井盆地は福渡数百米の山がその周駒をかこみ ,新町を中心とする半径約 5kJの円形の内側は ,
きわめて桜締斜の波浪地形を示している盆地である｡もとは1時湖水をたたえていたと考えられ ,
それが周囲の山から土砂が遊ばれ ,さらに川によって湖水が排出されて現在の盆地ができた｡従
ってとの盆地托湿田状態を呈し ,かって蛇田梓に丸太.刈取Ln:舟を用いねばならなかったが .明
治42年尾崎鼻左太氏が暗張排水事菜を起こして今日では二毛作も可能となったo範型の盆地の
中ほどから上部にかけての花樹岩上に紫落が散布し .下部の第三紀J融l'見渡す限b水田化されて
いる｡そして集落と水田の間が畑地として利用されている｡耕地はゆるやかを傾斜地にあって ,
水田は納介され ,2_反で 25蝕のmLn:分れている鹿家があった.豊野の平均耕作面芯はEl畑合わ
せて8反であるC当盆地の姓弟は米とたばこで特色づけられるo I
(1) 米 作
稲の品種として,槻約(R:コク1)ヲク ,取泡 ,盛朴 4号 .農林 22号 ,雄町などが作られたが .
現在で比倣林22号.出林 51号 .曲林 52号 .ワカメ ,キンナンブ,山彦などが一般的であ
る｡
苗代は五年前から保温折衷苗代にしてVlる｡病虫箸の主なものとして ,ゆうれい病がある｡
わずかではあるが秋諸現象による禎LBがある｡秋啓は稲の生育の前半期 .すなわち発券生長糊
には健全を生育をするが ,後半期 ,すなわち生殖生長期になると次第に生育が慮くな9,出触
前後から壮下乗から枯れあがり.秦や粋や櫛がきたなくなって胡兼枯病が発生し,実が末成,典
のため予想ほどの収巌があがらない現象である｡これ壮士世と簡捷をLuJ係があD.主に排水の
よい乾E)にみられる老朽化水EEIや排水不良の湿EEH/rみられる有機物過剰姫駅水代で発生する｡
豊野の秋落紘砂地の水田にかいて発生し.たいてい破骨イモチが伴なう｡豊野で比タバコ栽埠の
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のr棚台以来 .秋藩がふえた｡それはクJl'コが租の蛾lJeを#い取ったため ,掛 こ堆肥が不足した
からである｡
出盛は除草にPCP.殺虫に水銀粉剤 ,マラソy粉剤などが捷われ ,J{ラチオン ,ホ1)ドー
ルは今年から使われていなho今年は宙の早他えに-よる失敗を反省して ,捌年よbEu経と5日
逝至らせて6月15日から行在ったのと.天候がよかったた桝こi生薬は余り用いられていない｡
例年の虚薬代は ,反当D,約 1000円である｡
肥料は酸性土牌の中和のために ,石灰埜求が多(虻われてい･るC硫安は搬後減少の傾向で ,
今では一般に使用されていない｡二年前までは化成が使われていたか ,店価なため今は単肥を
使っている0年の堆肥trlタバコをつくbHjしてから陣わなhD反当bの肥料代は約2.M OJr⊥｣
である｡
水円の用水源托ため池であるG明治 ,大正 ,昭卿の三代にわた.わ,曲 ,煤の補助金を合わせ
て偶人あるいけEfl体 ,時に比家産'J'd:倒す人Iiで出るほど灘い金と労力をつぎこんで ,谷[岩舵 放
みデil.tう
多くのため池が築造されたのであるc l反に二考 150円の水料を/Jとして一年間池帝を荘い ,地
番が水を出す｡ため池からの水(I-Lt一回通 りは全水田にゆき届く程度で,充分で:-1か ハが ,むる
mが多tJ,(/)でどうにかもっているO池は-yドル氏ではtEく,上から水をめくので滝水の坂巻
はなhc日昌では ,-ンドル式が多hoむるrtlで什暗罪排水が行なわれ ,蛍用tlI軒串排水奨励
金として町役場から出るので ,境地たけでなく目名でも行なわれてL,･る｡
し21 タ バ コ
自然的条件
生育の堤通混酸は28.C内外 ,山高約 42℃ ,般†軸勺9'C,降雨壷は月平均 1006cc顔 窟
妻に頒ho砂二ヒ又は砂髄土が適し,滞水性の二ヒ伸托よくなし･,3加里かよひ陣頭にとみ ,苦土が
欠乏せず ,窒崇の多すぎ毛叫梢がよいQ漣作仕りtを tn o
当地のタバコ粥埠は ,約 50年前に始-まD,迂中}噂麦作 ,蕃蚕を壮さんで約20年前再び
開始-3九/た｡ 50年融i備中燕だったが ,再r湖後は薪色相を位えてV'･るO奥野のクバコ栽培は
クJlコ耕作組合の作付蘭If,'i合計L,Cよると,去年 45町 5反 ,今年 4占町 55(.来年 5口町の予
感と漸次増加しTEいるojZJl'コ作付拙家も10ロ戸から 190戸余に倍増しで LへるOタバコrJ〕
嫡反(/ce･i;5,力の触血が必要である｡怨野の良民は労触itは生産攻の中に含まれないという考え
が強1ハので ,人手が許すかぎりタバコ栽堵忙哨仰すると考えられる｡私が欄戦史川こ行った肥田
座-氏(67才)も田1町 ,畑 5反のうち畑比全部9バコで ,2口年前の 1反に比べ 51-Lt.-i,こな
ってい′も｡それに今年Lr._i2反ほど水四へタ/;コが拡えら九 ,タバコが水凹-iで迦出してきてい
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る｡谷川部落では 10軒中10軒十咋年軸から団へPJl'コを植えている｡山紘開墾してタバコ
を植えるの忙適するようを土地がないので ,水出の方へと伸びてきたのである｡
反当b収入は平均7万円で .平均タバコ作付病棟は2.4反である｡収入は目名の方がやや多
くなっている｡娘初の頃は反当95万円だったが ,タバコ不足にエ92.5年前から相場が上が
ってhる｡ ここで気づくこと仕 ,玉島などの南部では反当b平均 8- 9万円で ,丑野に此戟し
て収入がよ叫こもかかわらず ,タバコ栽培は減少の傾向を示 しているの托 ,収入の少なh丑野
では増加していることである｡
タバコは最初Elあたりのよい目名の方に多く入った｡臨地のタバコは大きくなっても目方が
つかないために.今でも目名の方が多hoクJl'コは連作を好まないが ,豊野では 20年間連作
をし続けてLnる｡肥料は尿無 ,池かす .堆肥などを入れるD
乾燥は隣近所で協伺して行なう｡秦は下から下から2回に分けて取っていくが .恵初の頃は
豆が少ないので5,6軒 ,全部の弟が')九る頃には 2,5軒の脇同で行なう｡肥田慶一氏の範
煉場について述べてみエ)｡
燃料は以前は薪であったが ,5,4年前から燈油にしている｡帯の時は夜通 し起きて温度を
保っていたが ,鹿瀬にしてから湿度は夜 12時から朝方にかけてわずか下るが ,ほとんど一定
しているから今では一晩中起きておく必要がなくなった0 20年前に 1つ ,2.5年前に一
つと今では 2つの乾燥壕をもち ,1回に 1反分 500縄乾燥することができる｡乾燥は普通 6
昼夜かかり ,強勢通風の場合は5昼夜で宅煉できる.タバコ栽培の進んだ南部ではプロパンガ
スで乾性しているが ,ここでは高い重油をさけ ,ドラムカン 1本 2,400-2.500円の燈油
で乾燥している｡舵映場を薪から虎柚にかえるために比5- 6万円かかるのであるO
畑にはタバコの他 .白菜 ,抑制 トマト,かんらん ,大豆 ,茨 .さつまいも,タバコの後作と
してそば .小豆などがつくられるo去年の洗骨Iでは ,トマトは550t(～050万円)生産
され ,毎 日トラック2台 ,白菜はトラァク 1台で阪神方面に直倫送された｡
果樹はブドウ.モモ,ネオマス ,ナシなどがつくられたことがあったが ,換金の早急性がな
いという欠点のために ,ブドウがわずか出荷される程度で他姓慶んでない｡
業者で壮和牛が一番多く.乳牛はほとんどいない｡谷川部落ではどの農家でも一頭ずつはコ
ツテ牛を飼っている｡とこでのコツテ牛壮役牛として働いた後で肉用として肥育され売られる
のである｡子牛を産ませるために錐牛を飼 うのではなく ,主に雄牛が飼育されている｡特殊を
例として農協の寄託家畜がある｡ これ仕農協が一括して牛を臭い,その購入価格の 王宮IJの保証
金をとって良家に貸し付ける制度である｡寄託家畜制に加入するには .万一の事故のため維
共済に入っていることが原則で ,飼料吐飼帝者ももで ,半年～ 1年かかって肥育する｡従って
漉家としては)まく経官しないと赤字のてるJ胸 iある｡賀陽町全体で去年 180夢が寄託家
畜として飼育された｡寄話家畜は最初から肉用の目的で肥育される｡
味は飼料にしょう油の葵をやっていたが ,1L学LJ:う柚になって飼料がTEhのと,麦も娘近
淑少の偵向なので ,飼料不足から養豚も姐んでない｡
(3) 盤 塩
魚民があげる此協の英樹は指溝 (今は71･いが&乱の指弾部)と販売である｡現在で姓鼎直鞭
の鹿薬箱串普及所が生産面についての指疎を行なっている｡曲髄は主に米 .メJ=コの版元 ,舵
料の鵬人の際利用されるO-部の農民は耶化判晶まで売り歩 く鹿協の商売気Jjfを此判し,姓産
物の斡旋 .生産面の指串 ,版売強化を望んでいる｡蝕協で一番力をいれていることは何とhっ
ても郎管である｡豊野地亘では三和 ,住友 ,中級 .常用金庫 ,必便局など金駿禎卵が多く,そ
の確保に懸命である｡年間のび輩は 1.500万円で ,1戸当b貯蓄絹比多レ一時で 40万円まで ,
最低25- 26万円(全国平均55,4万円)である.重野地区は鼻薬格差が大きく,上は 10
D万円以上の年間所得があるが .魚美運営について率直に述べれば 1/ 5の#_家総裕福 ,1/
5は-経過,残bの 1/ 5枚苦しい生活ということ忙なる｡常盤指導では ,どちらかとレ､えば畑
作に力を入れており.特殊を例として先に述べた専托家畜がある｡農協としても独立採井制を
とる_ため .貯蓄と版元の両面から努力している｡
参 考
｢吉備高原巡険の手引｣
｢岡山県の地形図｣
｢作物栽埼沸典｣
聞き取少
o肥田康一民
主に稲作.クJIコ,畑作について
0月eEB沢三郎民
主に櫛 .農協について
D 森脇の人
主に果樹 .養宙 ,畑作 ,鹿協について
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5 高原の村の変貌
田 中 恵 子
- 竹 社 の IJi在 一
竹荘(rl昭和 50年 2月1日町制施行(･こよ b .上房郡上竹荘村 ･鹿野11･下竹在村 ･音川村 ･吉
備郡大和村の 5ケ村を合併成立し,賀陽町の一部となったo
岡山県におしって姓 .近東折敵襲雛市地域指定を受けた水島 .その他の県南=果地帯-の労働力
の吸収が増加してきてLnる｡日本で一般的夜風句である農杜人口から現代的大工英-の労働力の
吸収が ,ここ吉備高原南部の竹荘 (娘商工薬地域には比敬的近hが .通勤できない-このことが
1.村人口を減少させる)でも若い眉を中心に就出入IJを減少させている｡-また賀緋 Tの全休の人
口もいうまでもなくだんだん滅bつつあi) ,武良人ロも滅 少 ,兼業漁家が増加しつつある嘩向に
ある｡
衷 (1 人 口 静 態 (豊野 )
年 世 帯 数 総 数 93 ㍉ ｢
昭和 25年 2.582 15.655 l6.占9 4 6,9占1
〟I 2.595 13.692 6.759 6.955
〝52年 2,559 15.751 6.758 6.995
N35年 l2,822 15.575 占.721 6,852
L "榊 2,547 15.804 6,591 a.占15
表 C2) 人 口 動 態
; 年～ 出 生 死 亡 自然増加
I律師口50年 275 154 159
f 〝51年 1 275 104 一 171 ー
〝 5 2/rF- 508 122 186
〝55年 It 271 127 144
〝5 年 20占 128I 78
〝五 年 17_8 ! ..4 64 l
表 ㊥ 良 美
年 鹿家総数 経 営 耕 地 画 餅
計 田 畑 内 樹 園 地
〟51〝 2.297 1.976.44 ヽ555.9.1 409.4.4 65.9.6
〝52〝 2,282 2,0186.4 1.542.ち.8 410.5.0 545_6
//55〝l 2,278 l2.10占.α5lt547.9.1 l 5245,8I 55.7.i
これを表に示すと素糾 D^のようになるO描 1で示す上うに ,地帯数 ･総人口仕 ,共に近塙で
なるにつれて ,減少していくのだがこれは.一彦をあいナて煉南工業地域へ移転することも多レ一に
せ よ ,5-4月の人口減少の大きさを見九は ,解〔こ青年膚が耗学 (そのま 村ゝに細ることはTL.い
のが怒適 )及び就職のた･l/)に離村することの多さ告示 していることがわかるo中学卒業後の劫向
をみると ,卒来者数のうち男子 dO妬 ,女子 70砿令比遊学してかb就選者数は 50那釦⊂すぎ
たい｡豪米に従凍するI.g仕ほとんど;'Lく,昭和58年碇の場合19=3女 1名づつのみであるO これら
のこと.I-i表白)に示すとおDであるo
表 ④ 卒英検の動向 (昭和 58年度 )
卒業者数 進学者数 菰礁者敏家黙
245 男 129 88 401
女 118 85I 50 S l l
そのうち進学の場合は ,忘望夜別志願者教 (延人出)をみると喪手の如 くLF･通高校への入学者が
大部分であるQそして大体は志望tJL安へ入学できる†義子であるa
表 ㊥ 志望校別志新着数 (娃人員 )･.･(証 )大体は志望高硬へ入学との番ですO
学校 油 心 山 真 備 埋大付は 応梁E]新 作 駆 賀 陽
料 普 通 普 通 普 通 鳩 気 商 其 被 服 普 遍 普 通
･男 さ 7 50
女 1 1 1 1 5 4 162
学校 倉 商 負 I 一I
料 商 菜.頂 ｢ 可 電 気 工菜化草
輿 5 2 1
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稲枝 . 高 梁 高 松 鹿 巣 松 山
料 常 通 家 庭 土 木 芸化学 姓 菜 廃l 雲 定時塊秦 電 気
罪 1占 2 4 2 1 1 2
女 9 占
高校~~有~倉倣市立 児 島 南 梅 烏 城 1機 械 -普 通 家 政 普
輿 2
次に中卒の就聴状況をみると.衆馳 示ナ如 く男女とも大阪方面が多いが ,全体的に見るとや
はり県内が多い｡そして彼らの職種淡舵機状況をみると,さまざまな磯部についているが .その
中でも男子では磯械関取が多く,女子にかL^て比能縫関係の職業につくのがE]だつ｡このことは
襲①にエb明らかであるo
表 ⑥ 赴 任 地
県 外 県 内
大阪 名古屋 京都 兵藤 一一で京 岡山 玉野 児島 倉敷 笠岡 の他
男子- 9 2 5 2 4 4 ■ 4
女子 7 5 1 2 7 7 4 _J
衷 ① 磯種別就朝生鍵赦
舶 エ 斬縦工 号シこ4二 希硬勅 理美容 洋 裁 訓練所親戚工
男 子 14 2 d 1
女 子 5 15 1 5 2
店 見 左 官 調 理 木 工 食 品加~工 同 気 家 事従 車 その他
男 子1 1 1 1 2 2 1 1 8
又 ,豊野地区におVlても昭和 50年 4月に 5.148人の人口が ,同年 12月には5.159人とわ
ずかで比あるが増加しているの忙比べ .昭和 35年 1月～ 12月にはそれぞれ 5.107人 ,5.0
58人と大きく減少していく傾向を持っている.
甘年属の触村楓句によって .蝕盛はいわゆる 三`ちゃん鹿菓 'へと,つま9兼業農薬へと移っ
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ていく｡ このようを兼葉虫款かうち,私が砧ねた血.よの例をとっても,とく｢般的になっている
p 傾向のとか17.子供Q-1すべで都会へ出てしまい,一町余の田畑を老人末節(i0才を越している)
7とけで耕作しているとのことであった｡紗_Bにはそのためか,魚癌に対する禎庫的な意欲披見う
けられなかった｡
この竹井地帯からは出稼ぎに出る人も多く,その中心は煉南農兵地峡へのレヽ草刈Dである｡金
野からはだいたい50名前後L出るが ,田柵え時期には出ない0 12月～ 2月の妓刑期には昨年度
は水島へ ,また阪神･中京への土=としてのJ碑 ぎがみられるO このような出稼ぎを行なう僧虻
所有耕地面砧の大きい農家に多い｡このことLは確かで比をいが再来良め 王漁業兵家へと移行する
十慮程とみられるのではないだろうか.女子をとってみれば,新町 ,下市 ,下竹ft･ど近辺の被服
=喝へ日絵 500円～ 550円というイ螺 金(歩合制)でそれぞれ50人 ,20人 ,5口人等々
と出ていっているのである｡
恕隣町において ,農家総枇 減少しているにもかかわらず ,全体のも#地面虜は増加してL^る炉
向にある｡(表句)｡ ことに桝地面勅 ;地加しているのは,クJl'コを栽培している製産が増加し
【
たことに一粒があるOタバコはこのあたり一帯の放射'Cとっては節-{u換金作物であL),供し1値
で壮あるが価格が安定してかD,さらに ,近来 '珊気が.rh■ことからタバコ作付liU駅が増加し
ているとのことであるO豊野地主(W=かいて .タJ'コイ鮒 面諸が 45呼→ 44町5反→ 50町とILtv
加してきていることをみても,畑の桝地面儲i鮒pZ)大き尭LEi-網とTEってし1ること1.'d:明らかであろ
う｡そしてタバコ栽塙の畑地は′J､農であるほど少なtnという現条がみられるO
畜産(/Cかいては ,賀陽町にかける乳牛の頭数比増加し,役肉牛の頭数結成少してLへるljCもかか
わらず,(表④ )裁野においては,乳牛壮5- 4年前から農薬耕造改選叫 は九た期間を通して
1時飼う良家も出たけれども蒸局(rl失敗に終.'てしせった｡その原因として考えられることL'ri,
乳牛を飼.,ている盤家t批 協菜がなされなかったこと,q絹 地の乏しいこと,飼料の値段の蔽い
こと.禰併称度に欠陥があったことなどがあげられるであろう｡したがってこの地区では町全体
I
の傾向に反して乳牛は少なく,役牛,肥育牛の前曲が多Vl｡
以上竹_在を中心とした現状であるが ,一町会止jlOも手煩を参考として ,将来の竹荘の-可嘘性
をみよう｡
これからの竹荘紘水島をはじめとする腺南=東地帯との結びつきを強め ,百万都市遵成の後に
は衛星都市化していくことが考えられる｡道路は疲弊-総社-一斗水島 ,富川う足守-ザ輔山 ,加茂市
っ金)け1岡山へと三方面の1,%展が考えられ,威光抄市化の可能性も充分である｡しかしながら竹
在は盤家戸か ;戚少しつつあると比いえ ,放棄力吟 徒とも大部分であろうと予想され ,との根本
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的和漢某中心で将来 座をi噸 VCせず .夢である ｢め土光都市｣などとは基本的な鵜 を忘れたもの
だとはVlえなL^だろうか｡
衷 @ 畜 産
午 乳 牛 15 40(めナ) 200 207
役肉牛 1.648 t85占 t68占 t5 57
局 105 149 125 121
め ん 草 155 29.5 171 114
牒 2 2 57 19
山 羊 516 296 228
表申し③ ,㊥の稔計は
｢岡山脹市町村勢蜜njE｣
昭和 50-噺 口57年によるD
表④～(うのは
井上弘志海生の教材によるものである｡
6 竹荘の交通と観光
小 谷 棄 人
序
岡山県の中央部に拡がる青傭高原 .柵 ;恰しげもなく輝りつける夏の日 ,この高原を汗を拭き
ながら歩き適け ,夕方たどb新L^たのが ,緑 も襲しい水田地帯 .即ち湖盆竹ノ荘盆地である｡ こCr)
地は応変と金川を結ぶ弟感の道路が通っている｡我 一々行は金川から通ずる道路を加茂市場から人
ってきたのであるO この夜は甑泉宿に一泊 .巡換中で一虜落ち放 いた夜とa:ったO私はこの地の女 1
通及び偶光につレゝて滅べることになってレ,･7Doしかし,一日7とけの見潤でこの他を述べ上うとする
のは瀬雌であるQかなり尚速いもちろ9と思うが ,柵取Dを中心に交通の発達に付いて記してみよ
5O
(1) 交通路の変遷
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周凶を山に朗まれた竹荘盆地の交過酷はいかに耗蛭したであ,3うかoずっと音 ,人 は々荷物を
背負.,て山適'&歩いていた樹て.この地方にも通好とはいえ･iL､までも山道壮あった｡それ(rl梓
川町出口から水無を･通D,竹准盆地の北の山vc沿って,√山方血へ抜けていた｡竹井では望鍬で上
b.恋田 ,板虚 ,大久庚,,h砂 ,エゲイ ,竜骨.千枚 .天福寺 ,千守を抜けて産山に至っていた｡
この迫は徒頻時代も初肋つもので現在では昔の名放りすらもなくただ言伝えで残っているだけで
ある○ これは山の軸とか中腹を通っていたことから,農地の初期の道路の特徴がよくうかがえるC
時代(,ま流れ ,謙倉時代とな/Sと松山(現高梁市)に地 境 かれ ,松山から岡山方向へ抜ける亙賓
街道がこの竹荘盆地を通 り抜ける様になる｡この街道はulJ中松山から狐谷 ,ケサカケ,′｣､林 ,福
崎 ,天神,Jf田 ,総社 .下市 .田土 ,仲原を過 b〟汀成市鵜へ抜けて岡山方面へと続いていたので
ある｡ この狐谷の道路は明治の中期改修され電離簿も通ってV,･たが ,現在7)佐海谷の横道ができ
ると撰述となり山道同様となってLIiったO狐そ手と.bl時代で足守方Uu-への足':LJ:街道 ,そして野山
街道此′｣､林地あた少から南下し.正力 ,横目を適って大和へ至ってLへたC野山街道は攻防され現
在′(ス過斡となって命を継いでレLac この時代の頒価 としては上兼里 .下茶屋のFJ/7とか .小学
校の近 くVL'一里塚が残っている｡
大正時代になると県の工単により佐与谷を通b卸町の手刷り辺9台過る尿道か完成し,竹雀盆
地の交通徴 用を一変させるのであるC昭寿耽 なると宇TrjHを遜れた現在の県道もつき,又 ,遠近
昭和 57年には新町に1100米ErTかよぷ舗褒エYPも完成 ,近いうちに下竹-と蝕婆ものrjる予
定である｡最近の道路盛錆と甥陽町役場の竹荘盆地Tl蒜と無関係ではをい様であるが托っきりは
しなVIu
(周一) 竹荘盆地の退路の変遊
園次頁参照
(2)交通手段の変化
文通洛の変遷に伴い交通手段も発適してきた.というエ如土むしろ交通手段が発達したからや
むなく道路の改修を迫られたと解釈する方が正しいであろうcIまず聖坊を通ってい/た時代 ,この
時代は大変良く拭いたようであるが .ただ人間の脚力を顔iH,Cするだけの時代であD,そう大な
道路 も必要でなかったCいわば徒歩の時代であった｡郡谷の時代になっても引続き歩け歩けのよ
き時代であった｡しかし姫が立ち,前述の磯に明治になると ,この瓜谷も馬とは方でにぎわう様
にな少,馬の背には竹井からの米i劫 ;戚せられ,福粂からの推1-1も威せられた｡ 5斗 5升の米旗
を馬に付け,馬方も一俵背負い ,儀は乗しく宙p-ら九 ,,令を付けて,I/ヤン･/ヤンと狐谷を下って
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(図-) 竹荘盆地の道路の変遷
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い.,たのであるoE]本(,Cも夜明けがやって兼 ,粥治等ftt;こ走ると ,この盆地にも人力車がかめみ
えした｡しかし馬は米俵の避胞の為大in,こなるまで拭いたのである｡この馬の主 ,馬方は即 可磯
の人はほとんどをく'百姓などの片手触 こやっていた人達であ.,た｡人力車もこの憾LLへ狐谷は
二人引きでないとかなb難儀であったようであるo
(図二) 重野中心の交通手康の変遵
＼ _㌔ 明 治 .大 正 略称 戦前 現 在
人 力 盤 2～ 5 4- 5 0 0
馬 車 8約50- 40 0 口
牛車 (唯 ) 50 S■-A ∩ ロ
l荷 車 多 数 !多 教 自家用多数 多 毅
一日 地 車 D … 4- 5台 i 4- 5台 l 10台
-ヽ-一一一一
他から多赦入る
大正(･Cなり通路が改鯵されると逸早 く馬FlがiJ,i L･､つてきたO-頭立てで米傑<22俵額み ,速さ
も400Bl日も横めた｡前時代の馬の背に収すのと仕赦段の速いである｡このころになると馬方
lL乾草に立ちうちできなくなb馬車へと転換していったのである｡この時代になると迦搬物も-,i:
の外 ,麦とか薪炭が加わり馬車韓送は頻繁となっ7t｡
(図三) 居 室 の LIA
一A lつ戸
大正末期には馬車に代って自励車が入-,できた｡日払車壮高梁の木野山中心yc竹荘の吻柴を巡
粧 してV>た.昭和初期には'R陽町全体で 占台('らhしかなかったようであるCβi卸 1占年に売る
と竹在に上房漣怜有限会社が生まれ .材木 .栄 ,罰炭の運送を一手tて引き受けていた｡忍 17年
になると軌山朕貨物の進出があ 9,先のifF,;述梅を合併吸収して煉頒物豊野出張所と71:る｡当時
鹿野出点所には 15台の脚 勿自動車があり,戦後まで物痕の輸送に大きを労力を持っていた｡戦
--1071-
故縫遜協同組合が台頭し,出産物赫速にまで手をのばし始しめ ,現在では非常に頻い力を持って
米 iどの諭送にあたってVlるQ現在の出払の帝通力は大型貨物自動車 5台 ,中型 2台 ,小型 5台
をJl]してし､るO森島以外に現在′J､遥遠会社もあるが ,戯協と並んで適遇′こ強力あるのは沼隈町に
50台ぐらいある自家同伴物自助鬼であるC これら自家用車連中は此秦 .商業などの定城を持っ
た人が夢庚 的忙貨物の依焼者から遇'i葺をもらい海送にあたっているのである｡手車で佐利なので
｢蚊の人 か々ら調法がら九でいるようであ9,今後もこの傾向は強まろう｡レ､わゆる白ナンバー
碑の輸送力増加であるD竹輩から高梁なb岡山方面との物軽の愉送状況はどうであろ うか｡まず
小荷物は岡山腺餅 勿の定期低 .これ比岡山う高梁- 食掛-金Jlトウ岡山線と岡山→金川-矧敬一痛
梁敵 ;あり.香川や総社からの線もあるO盤家政物は曲協の車 .｢殻の近距離の貨物/d自家用輩
を濯うoタバコは日通と大体分かれる｡それでLri物掛まどの方面に一番励いてVlるかをみると .
竹森から福窮への倫送が一番多 く.全休の 7割 もあり,他の5割が 月掛-金JFr,甥際-足守 ,
乱酔-雌社へ輸送されている｡荷物の輸送だけについても非常に商梁との結び付 きが強い串が う
かがわれる｡
次にJ(ス路緋 ついて ,現在腰掛町に仕騰北バスと中国鉄道の二つのバス会社が努b入れてい
る｡中鉄バスの方牡足守→寺川約 1日10往復 ,長錠ト 壕ー 辞一大和一づ中原線 1日5往復 .金)け-
加茂市場｣鳥原(岡山から)線 1日10狂乱 備北Jl'スは高梁-香川線 ,高簸→円城線 ,高酔 →
腰倍錬 ,高簸十東村線 ,高酸-妙仙寺務と本社が有無 市にある関係から高梁中心に運行されてか
i),各般とも1日2- 6徒偵している｡
(図四) '賀陽町におけるバス路線図
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このうち戦前からある路鰍 ま中鉄の金)J卜棚 払と肺 ヒの庖於一割 目線くらhで ,牧後にかけ
るバス路瀕の男運は目先LLlものがある｡しかしそれと共に一つの大きな間取が起ってきたOそ
れは中鉄 ,傭北とも自社の利払だけ考え ,住民の噛祉に役立っていなVlのではをいかということ
である○その例として両社のJ{スの絶息と経由地にかける遠藤の同席がある.吉川L,C於ては両社
とも終点,東村が備北の煎点,膿が中鉄の経由地 ,1LP原が備北のば由地 ,中鉄の終点,加茂市城
が両者の樫由地であるが ,その地vcかVlて両者のバスが連絡していをレ､ことの不便さ ,人々は5
分待 ってくれれば乗れるのに ,先にでてしまったと連綿の患いことを嘆いてhる｡話し合いでど
う王^Cかなる開度ではないだろうか｡又 ,I,日の間組′こバス会社同志の地盤の開港がある｡丑野の人
々は岡山直通バスを望んで ,昭和 35年～ 55年にかけて中鉄パス ,及び町当局tR:陳清したが ,
結局不成功に縫った｡阿山直通バスを適す ことE,t⊥b来り変え ,待ち合わせがなくTEb時rdJ短鮎 .
高梁経由より加茂市域から金川Lh=抜ける為ブコitの安価 ,距離の解少など姓野の住民(I,Cとっては大
きを利と-'IるもC)であるが ,(Tl閉山鼠油を過すことによって高梁-足が連のき斉が渋ずる｡CT.)坐
野と高梁の政治的 ,人間的結び付きが昔から強いことなど!,Eエb実現できめまま今日壬JC至ってい
る｡道路は盤備され交通のLIFPIはよくをろ)とも,で九を利用する人々q)'&利さを考えないTL･ら,
その地方の進歩の適削iそれだけ泥く凍るでもろう｡
(Ll)観 光
7Ll陽町に於て親米の対敦と在る横をものは別に._･いが .竹Lt盆地内にも･いて昔から蔽治客でE,C
ぎわっていた温泉があるo岡山県名勝誌第六才.ht｢暫二泉と海水浴場｣¢項.に上ると,l紛場冷泉 ,
上励-･都農野村大字敵敏'C在D ,この鉱泉の戎見打上代に在bて ,口碑の伝うる所によれば ,人良
窮七代孝'&天皇の御代の発見なDと和せ iI,鼠灯肺 ,胃病のもの入浴して効あb'と記してある｡
この淑切の甑鬼が大昔からあったことについて地元の人 か々 ら欄レ攻伝説に上るとl昔盲傭酔啓
の命が山陰地方の帝族 ｢塩練氏｣と争った時 ,この温泉で鮎をいやした軸比大変強く仲々勝敗が
映しなかった -とし､われてレVD｡ この硫蹄を含んだ相良は近 くに歯稚病(なすび曲)の旗者が多
いことからも断層線からFh-出しているので姓をいかと思われる｡現在の覗光パンフレットをみる
と,■常の巣温泉(賀P,l町新町 )が 発見 され *.のは古く孝益天皇の時代T･,当時は馳 温泉
r の名称で呼ばれていた｡昔.r_0こQ)321-帯は日放の名所であるところからこれにあやかD,サギ
の央温泉の名称をつけられた｡･- - 鼓峰････'と記されている｡税の名称変更だけで
吐客比集tらない縄で .この地の唯一の温泉宿温本はの主人(宿屋は二軒あるが一軒は船を引Ll
ていない｡)は平均 1E12人程度のお客しかなかったのが .交通のtEが良くたったので阪神方面
からの入浴客も少し(･iあると話していた｡それでは音はどうであったかO田んぼの中(cL:あったこ
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の批泉には田植後をどのBt閑湖 ,良家の人 が々神秘畠や胃協病 ,皮硯柄 .切儀などを治やす猷冶
客で(I,:ぎわったようであるD又 ,この温泉の言伝えによると観山脚 生 や山娼方谷先生も入勘に
こられたそうである｡方谷先生が天保 15生の入船の時つくられた掛 三残っているので次に上
げてかこう｡
浴 竹准温泉
. 鞄屋村准半轍盲
来由】畝亦新線
t プ畑唯裡村三四
不待間名知竹荘
この擁帝の内容は大体 慢 敗林内に家があi),その中には若いタケノコが茂り,田んぼ仕官々と
して ,そこには村が三 ,四あった｡これがまさに竹荘である.｣でこれはただ山田方谷がこの地
にやってきたというだけでなく天保時代の竹雀の様子を大変よく若していると思われる｡又昔は
この温泉を敬治有たけでなく商人が利用していた上うである｡ この商人の例 として ,備前の馬喰
を上げる事ができよう｡馬喰は千崖の市で牛を只い,備前に帰る途中 1人が 5- 41頭を引き,全
部で 200両前後の牛の群が足を止めてhた｡この当時宿にも腐雇比あったがそれに仕入bきら
たレ､ので ,現在の横に家のなかった新町あたDの田んぼに即席の腐屋を建て一夜かくらせていた｡
この馬喰も明治から畔辞ロ2D年頃まで挽いたが現在壮健板であるo交通の発議しなかった時代 ,
千屋から新見 .そして山越して有執,豊野を通って加茂市場から備前に抜けていたのである｡交
通路の発達した現在 ,商人も泊まらなくなり取沸された形のこの温泉も観光地として日の目を見
る目も近レ､であろう｡ とL^のうも,軽本金2.50D万円の傭北線光開発株式会社による青郷触
ホテルの計画があるからである. このホテルは賀陽町月原に計画きれ土地の見収 ,元敵の決定も
騰b,昭和 59年から40年中半にかけて建設する事に決定している｡規模は客数 100人収容
とかなi)大きなもので ,計画(I,Cよると両備バスに上る阪神方面のお客の誘致 ,筑北コースとして
岡山-普備韓一編IEe-ヤ井愈冊.項船町などが考凪されている｡ こうなると現在も行なっている吉
川 ,大和の松郵狩りと音川の-i.ヤンプ村とも虐び付け故障町も一大勧 ヒ地となる日も近いのでは
か 1であろうか｡ '大平山から夜がめたてば .どちら向いても山の披 .芸をかむった ,雪をかむ
IDた伯常の山や ,啓をみるよを瀬戸の海｡うかいJ川乱刺JLにうけて ,2人つれたつ宮まつり,趣
向こらしただし人形に古レ､宿喝の番がのとる｡ 'と賀陽町′JJ)Rに唄われている様に ,吉備高原の
福煉な土地,松茸の産地 ,そして岡山県中部地区の鹿筒晩大平山 ,山IJr3からはなだらかをスロー
プ,呑吐わらび.雷はキャンプ.秋は松茸と.北には大山 ,繭には瀬戸内海を眺め ,近くのサギ
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の淑温泉と･その上交通の鯉もよく■収布の止光軸としてi.f東が期待される地である｡
(図五) 観光交 通 図
バス1日 10食尽 ′玉音覇
-:テ ･･-I-I /I ～
??
??
(サギの海温泉 幕内 固 より二)
雪~円瑞
この焚隣町帝L/C竹荘金地に臨地会社が百を付け始じめた今日 .この他が損-b也として脚光を浴
びた時果して住民の利になるかどうか .住民や町当枇 十分見遷し .上辺だけの玖光地として発
展しをh様気を付けてhたたきたいと思うO
7 竹荘における良民運動
白 井 洋 一
竹 井盆 地に於け る大 正の曲 民連動
初 め lて
竹輩に船いてから2,5聴取を行なってhる時 ,ふと地主ノ｣､作成係については米巌軌から際出
たらよかろうと思Lハつき,それに関するIgTを質問してみたQ幸いVCも訊問した胡宅が古くからの
能 地類であD,良民結合続成も御主人が中心になって瓜放されたとの･31iで大変好都合であった｡
そこで地理学そのものとは余b牌係がないが ,一応 ｢竹井の良民連動｣というものを=Llくことに
した｡ただ良民遥劫自体が相当昔の番であるのと.私が米宙勤と.その前後の歴史的背軌てつい
てゆ前知識を持ちあわせていないこととがigな9,大変艇 ものとなってしまった｡年号も数字
も正確なものでT_･く,又 1小部落の車とて参考焚科も見つからず ,聴取 したまませ く苛と;,なった｡
内容も主寄掛うな所が多く湿っていると思う｡しかし大正の姓氏運動の 1小部落に見られる姿が概
略をDとも表わされるのではをいかと思うO
大正 7年すでに職前から兆を見せていた血村恐慌と.それに乗じて商人や攻本家が米の只㌔
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を行なった餌によって ,米価仕上る-方であった.そして同年 8月怒山鳩の-漁村の主婦達が鼻
血を起こしたO暴動はたちまちのうちに全曲ヽ広がり,多数の労働者 ,姓氏 ,俸給生活者等が参
加して,米商人や高界朋 を次々と焼打ちくそした｡ これは有名を大正 7年 8月の米振動の勃発につ
いての一節であるC.
ここ賀陽町竹掛 こ於てもこの叔勤に巻込まれるiIBから逃れる串Qj:出来なかった｡当時の竹溝の
RLt村構造を見ると,大地といわれる者 (′｣＼作鹿総額 5OD～ 700俵 )が 5- 4軒 ,中′｣､地主.
(平均 50- 80俵)が 4- 5軒であ った｡小作良家壮約 60軒で村の半分近くを占めていた｡
小作料は良田で-一反当 り1石5斗- 1石8斗で .地主との比率壮ム:4(地主が 占)であったO
大地主のうちで半数は寄生地主であD ,中小地主は全て在地地主であった｡
地主適は高利貸軽本家と在っていた｡大地主は中′J､地主へ高利貸奇営み ,中小地主は自作 ,′ト
作躍家に対し高利袋を行なっていた｡レ､ずれにしても彼らは建築埼本家となるまでには規投の面
からしてなれなかった廟であるoLかし,大地主が竹荘を含む近称を経済的に支配していた坊は
恐榛できるo
f:お ,地主手作制の間掻であるが ,当然との村V(C放ても地主手作制が行夜われた串比確かであ
ろうが ,村の人に聴いてみると,手作制は見られなかったとのことをので ,地主手作制が大規模
だったと/,Ji考えられない｡ただ,l磯槙に一部で行なわれたVCすぎず ,在日に価するほどでは夜か
ったものと思われる｡
この様な状額で大正 7年をむかえた.以前からのインフレ気味の上vc./べリア出兵のため商人 ,
軽本家による米の買占めが行なわれたo竹昔に於ても前年迄 1石 14- 15円ぐらいだったもの
が ,同年には一気,C40円にも壮ね上 った｡ このため近隣の村々の彩轡も関連して .百姓遠は酒
屋 ,地主の米倉を鍵 L^ ,借金の証文を焼きはらったoLかしこ九は単に一時夜ものとして行なわ
れたくですぎなかった｡当地で仕それ以後敬勅,姓氏活動は見られず保守的な姿に帰 った.
ところかこのIJ胤 は小作姓適にとって拙団結をする良い チャンスであった｡同18年解放
家であった肥旧さん (現在占5才程度拒定 )を中心として遊民組合を鰭成 した｡ これVLは全′J､作
般家CI)8割近くが加隠したC ここで目につくのは良民組合の癌成が比較的遇い杏である｡ これに
ついて考えられるのは ,当地で壮地主と小作者の齢旅がさほど険雇で夜く.米駄劫にしても,食
う忙食えなくなっての手段ではなく,心草組J]影唖の慮hものであったと思われる｡′｣､作者にとっ
ては ,不当%小作料さえをけ九は補足であ9,半襟無事であった｡又 ,その上地主Q,C対してあま
り強い反対むすると.せっかくの小作地を取上げられる心配さえあった｡政に大正 10年に成立
した小作組合も自主的棉億的な行助け起し棉ず ,小作料引下げ.運動も見られ夜かった｡彼らの行
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曲は非'#に消篠的で,｢見保守的とさえも見えるものであった｡彼らの襲求比 ,確年かか-,てく
る′J､作料に史化はなし､か ,もし増加すれば元れ′ト作軌 ･こ下げる様にたのむか これだけである｡小
作料の相互負担の様な耕合点の相互援助も見られない･｡彼らの組合はこの械(,'C席重任がほとんど
見られなか った｡そして他地方に見られる様なプロレタリア過払への進展などは全くその兆候を
見せなかった｡
しかし,小作者が一時的vc又IL'月俸自/JTあったにもかかわらず ,Efl結したという渉が ,地主の訴
#･な小作料値上を阻止し.さほどの間魁も起きず .スム-メ(て昭和 21年のJPi地改革を迎える市
が出来たのであろう｡
一方姓氏運動とは別に大正 14- 15年vcかけ竹荘の故地の交換分合が行なわれた功があるo
Lかし各自の利寄側係の複雑を所から ,これは失敗に柑した｡しかしこ こではその成果を取り上
げるので■1,なく,大正末期に最初交換分合という合理的試が行なわれた_'iH,こ注E]したいと,FLIP.う｡
8 講.組 結 合 【
坪 井 信 澄 平 山 武 茂
l 竹港地区における軸 練合
鯛 鑓村にみられる社会集団の中で ,舟も-.澱的忙みられたのは ,部組結合である｡地樺的 ,
全人格的 ,そして一次的集団である誹について竹准盆地 .岩村桝 土を氏神とする地域を述べて
みよう｡
A そ の 構 造
この地方で結納組壮 20戸ばかりで碗成され ｢･･･蘇M と呼んでいる｡史t･'こ注目すべき
Ltもうー っ小単位(7- 8戸)の組に分れてレ､ることであるO
で も 井 坂
花 奮 1
左図(I-1隣接する上岩村区 ,総社区内の組を凶
式化したものである｡この地方で比 ,村を単位
に行政区が設けられている｡両行政区は ,盆地
の中心部か ら北に長 く斜面を登っている｡上岩
手継 の場合 ,赤砂 (あかさ こ),花家が上岩村
Li ｢上｣であb ,他が ｢下｣である｡ ｢上｣
｢下｣がいわゆる訴組であ 9.それが 2あるレゝ
は 5のさらに小単位の組を含んでいる のである｡
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総社会の場合は井攻･大久保が ｢上｣であり,原 ･紛 ミ｢F｣である｡r上｣｢下｣
の区別は地形的上下醜係を示し.北の方が ｢上｣である｡他 ｢区｣も大体においでとの
図のように分れている｡
又 .盆地の中央を東西に走る道路に沿った新町区は名の如く周囲の高レ†所から出て来
た人 が々つくった町であb.現在100戸ばかDの戸数があ9,約 20戸づつ 5つの組
に分れて卦9,それが更に,J壇 を組に分れているかと)かはききもらした｡盆地北西目
名にある恋田組もさらに20戸が ｢中｣ ･｢原｣･｢奥｣の′Jヰ 位の組に分れている｡
B その機能(葬式の時にかける )
組を柵酔ナる人 の々組老練は現在では殆んどみられす ,わずかに葬式 ,その他 .若干
の共同(紐単位の)作業がみられる｡
･ ｢昔し｣(現在古老といわれる人々が若かった頃少なくとも戦前迄 )紘 .か日待 ,お
大師講,ふ伊勢許.天乞い ,道普請等の寄合,etc が鹿を単位で行なわれ .日 の々生
活は組を規準に行なわれてし､た｡
今度の巡換地域 .兼併和 ,何奴,竹在でも計組結合が残っており.今でもその存在意
我を持ってL^ることが恕められる｡しかしとり残された機能はわずか井式(この地方は
土葬 )の場合にみることができる｡
不幸のあ･'た家の家族.親類は一切葬儀の準備から台所に至るまで手出し壮しない｡
組員(部中)が中心(竹茸では庖′J､単位の組)となb準備を切盛bする｡例えば上岩村
区下大石のある家で不幸があると大石の d～ 7戸が中心とな9.下の姐良である三本松 ,
LLの人間を指挿して葬儀をと少行なうのである｡
C 部の変質
交通の発達による生活の都市化は現代良和のさけがたい流れである｡ こうした流れの
中では講姐結合の盟張,夙額も例外ではをい｡現在では評の機能がわずか共同作業と辞
儀の時の相互扶助VCみられる忙すぎをいが｡その場合でも兼帯和で仕組負の宗旨の如何
にかかわらず .組Aが中心となり葬式を行な)｡しかし円城では創価学会がその中から
はずされる｡そして竹荘地区でも大体において円城と同様 .組員が葬式を行な9が .上
岩村区下では .現在非式の中瀬その他の指図を家族親族が行なう上うに変って来てhる｡
他の地区では虞族が葬式b 準廟に口出し,手出しをして,けんかになる串もあるとhD
･gtを考える時 .これ仕在日すべき串であろう｡
l 宗 教
･J L
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A 寺 院
この地方も兼併和 ,円城地区同棲に天台宗が圧刷的忙多い｡
大 村 寺 領家 4 00余戸 天 台 宗
牡鹿坊(大村寺の舟坊)
天 福 寺 壇家 500余戸 天 台 宗
滑 水 寺 天 台 宗
せい すい じ
以上王寺がこの地区の寺院であb全て天台宗である｡どの寺院も-a-!半ばか少の拒牡があ
D,現在寺院と住民の結びつきはみられない｡人々もあまE)寺参b(盆など性別)もしをし､
様で,江戸時代にみられた寺院と人民との関係は全く姿を消している.
盆には僧侶が伴を連れて各戸の仏坂をかがんで回る｡昔Lは麦など現物で分布旅をしてい
たが.現在殆んどの勤 ‡現金で出すので伴を3,れす托スクーター .オートバイなどで回る僧
侶もある｡
又 ,大和地区には ,いわゆる備前法帝の総元癌 ,西の身延と称される抄本寺があD,大和
地区(.て壮日蓮宗が多い｡
8 神 社
この地方も力戯 市場の加茂神社の大祭と同じく,戟前迄は岩村神社で寄帝が行なわれてい
た｡しかし.今日で壮岩村.豊野両神社がレ､っしょに額を行をIDているにすぎない｡ .
岩村神社の氏子は400余戸である｡
(a)村 座
現在村座の御地みられない｡
神社の役負(世話人 ,大世話人)も特定の家から退出されるとか ,特定の家が年番で世
襲ナるというようなことはみられす ,全て遼寧である｡大世話人は.行政区当り 1人世話
人比組当91人が定見である｡
又 ,寄合い,柴礼に特定の家が上座を占めるとか.その座が決っているとかいう事は現
在みとめられない｡
岩村神社は約480戸の氏子を持っているが.その中から8人の総代(太世話人 )と
27人の世話人を選出している｡
百 万人講と牛馬供養
近年農業軸 の竜及は進んでいる｡しかしこの地方にはtだ牛仁紫電がみられる｡(馬は殆
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んどみられない｡)出民にとって一線大切な政見でらD,財産であった牛馬が死ぬと人々はそ
の'Bを酷Dをぐうめる｡これが万人附で ,この地方では妹に応餅 的な意義よりむしろ信仰的感
義が大であった｡
その万人誠の風ば現在も戌って卦D ,牛席が死ぬと,組中の人 が々中心にな9,1人分いく
らと金戯む定め ,(こ こでいう1人分とは ,1口いくらという場合の 1口に当る｡ ),誰九が
(何人分 )L?くら金を出したという,硬札を適傍に柾て .神官を呼び供蕃するO始まった金は
その供養の為に使われ ,新しVl牛馬の購入の為の現金にはあてられない｡又 ,金額を着いたそ
の板札を供寒後,｢マヤ｣に打付けてかくと以後牛馬が死なぬと膏b伝えられてレ15｡
牛馬が死んだ'現場En:牛馬町供聾塔が建てられることがしばしばあった｡寅言宗では大日如莱
を牛馬の神としているが ,この地方天台宗では阿爾陀如来が牛馬の神と信 じられている｡又 ,
｢牛馬観音｣と刻ん7と侠額塔もある｡ ll
9 竹荘の方言と通過儀礼
西 岡 礼 子
｢
序 文
音節高原の広々としたゆるやかを凹凸の起伏面を汗の流れるのもかまわず歩き回D,括庫の花と
たわむ九ながら ,泣く点在する家 を々ながめて旅し ,民家を尋ねると郷土の生の感付がそのせ 受ゝ
け取れてとても印象探かった｡殊にその用いる青葉や衣服には ,昔ながらの懐かしい匂LrLQ)する野
田気が感じられ ,粒かス ビー ド時代i･超越した上)を落漕さと安定があり,それを贈れなどと受け
取る-9はできなかった｡あるいはそれは,目Iiぐるしい世間に対する私自身のレジスクンスかもし
九ij:いがC
との地方に今もなお昔ゆかしh風俗 ,習順が行なわれてhる単 ,そしてそれが私の調査項目では
あるが ,すでにそうしたものの威力というのか風采は大部分失表われ ,現在の棉略主ふとか言う方
向に押流がされて ,すべて現代風に変わbつつある状態を兵のあたりに見る嬢ができたJ:うVC思う｡
o なまb言葉 .ことわざ,行事
との村落では残存古欝らしい特別の言糞を岬きたす串はできなかったが,なま少言葉を佃くさ
はできたC以下紹介してみます｡
ポ ッコウ(よほど),キすクトイ(恐ろしい ),オ トレー(fir下のこと),
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ワヤ(わけのわからぬこと).イy-十(否定).へク ,^(すわる),
丁ガyコト(あんをこと),ヨグ ッ(おっくうを).冒-ナベ(夜光のこと)
ソガアナ(そんな),7クサ(夕方 ).コビイ(ケチナ)
人の一生 (通過儀礼 )
o 椿姫に鵬する事
村落内では .古くから伝わってVlる ｢家柄｣がほLY確定していて ,現在でも,なか根強く,そ
れは残っているのである｡ こうした郡から,雌 を考えるには ,まず .その家柄が釣合うかどう
かと言うことが ,間鬼になるわけである｡次vc方角仕 ,ウシ,トラ,ヒツジ,サ ,^の方向は忌み
(十_i!_以上越えた場合は差しつか.tをh),他L,Cライ軌 ,癖核等の有細をJitjき合わせる｡ こうし
て ,兵件が捕えば話を進めるわけだが ,娘は ,式の日までは ,夫と凍る人の顔を見ないし.した
がって ,結紡前の男女の交裸は全然見られをかったわけである｡それは .男の人の額を見て ,そ
の人が欠点を持っているという邸がわかる坊を忌みとするからであった｡しかし,大正C)中J,1項
からこうh9番はすたれ ,現在で比,93女の安臥 はぼ自由である｡ この地方の若い女性(,i,自
分の住んでいる位健上9両へは嬢に行っても,北の方向には恕対行かTThとい うの-/J･'心帖らしレヽ
この村落にけ吉川や大和から嬢をもらう如 ;多く.その他Er'=,有快,巨魂 ,円船 ,松原から来て
いる人もある｡
仕切bの行事
およそ溺いたい相手が決まると.仕切Dの行gtが行なわれるb ｢仕切b｣とtt｢約束｣とV'Lう意
味で .仲人だけが筆の方から有料として .酒絶 ,脚一匹 ,お金少々(明治 50年頃は 50税だった
そうである)を･授方へ持って行って ,話を進め結納のFを決める｡
結納の儀式
仲人が結納金を持って行き.味方では簡単走時を設けて準を梅軒う｡結納金打 ,娘近で(cLlj諒端板
が 5万円並だそ)であも 又 ,明治 5,4年までは拝すいたしるLに女性は歯を黙くそめていたが '
現在では全然見られない｡
結 格 式
明治初朗七では ,祝It滋の行列を磨え嫁は,篤か又はお範に棄D,たんす ,長持 ,重を箱をかついで ,
伊藤昔敵を歌いながら華やかにやって来ていたが .現在でIF1.-イヤーで来る｡一方実h方で仕 .
村はすれ･iで竿の伯父等が出迎えるのであった｡儀式は夕方から宵にかけて行なわれ ,宴は明け
方まで戚くのである｡出席するのは仲人と戎兄弟 .親族代表等25人～50人で ,部落の人は呼
はなVl.そのかわb嫁比近蕨脚 時lふらし幸'を配って歩く｡さてこの地方独特の行事とし
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て lことこと'という行即があるが ,これは .祝宴が行をb九ている頃に松竹梅の飾9物やわらで
作った馬などをその家に持参して1削'C置き大きな昔をさせて姿をかくして待 つO受けた家では酒や
●●■●
衣.魂の金を与えてそれをもらった｡これを'ことことIというのであるO又 ,略礼の時には近くの
地裁様や石塔をかついで行 くことも行なわれた｡ これ吐縁組に上って来た花嫁さんや竿さんが石塔
になる(死める)まで続く1うにとレ､う祝いの意味である｡
o出産に舶する串 ･ l｢
子供がをかなかできない吻合はオビ工の観音秘⊂銭を持19て謂った｡ .
名前は生まれる前托すで略用意してかいてつける｡
誕 生 の 祝
かもちをついて.部落に配る｡
名 つ け
●●●
子供が生まれると7日日を7夜と首って名づけ日とし,赤飯 .おはぎをこしらえて近所にくぼる｡
●●
母方からうぶ帝がくる｡
宮 詣 b
生まれてから55El日(A=｢宮精り｣と青19て荒神様に初めて参拝するO
旧節句の祝
女の子だったら5月5日におひ在席をかざる｡
タンゴの節句LR:紘
●●●●●
長男であったら部組を呼んで披ろうした.こいのぼ りは近所や実家がくれる 〔
o 成人式に掛ナる番
戦後,成人式が部落ごとに行なわれ始めたが ,職前は徴兵検査に上って一人前になった串がわか
っていた｡そこで盛大に常年同志が慰労会を掃き,お宮に給って無事を祈 ったのである｡
o厄年に関する串
42才
42個の餅をついて .親族 .知合いを呼び.馳 走を食べそれを配る｡
ム1才
宅のみで祝レ､.太夫 (神官の長 (宮司))に祈念してもらう｡子供は反物 ,ふとん等を作ってあ
げる｡ . L
o病気に細する撃
急病になった場合.部組の10人位が ｢センドー フIJとして氏神様へ行き.神社の正面に行っ
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て拝み ,千枚のさかきをこしられて次々にそれをなける｡そして一週間毎に倍JLの 日があって.そ
の病人の泉にt/メナワをはb.午前中崎焦れもそのlSを訪れてはいけない｡もし病気が賂化してい
るなら状態によって 1日半とか ,5日位 ,蛸サて/メナワを仕9,軽くなった地合に(･1,10時位
には戚9去る｡
〇一神式にLjgする串
この部落の90年が天台宗であD.他vc日建宗 ,Bl価学会がある｡そして土井が行なわれ ,両
●
基肘ルま見られない｡家でだれか紬 と,栄 .塩をIに入れてひっくりかえす｡ これは死んだものが
●●■■
もう戊ってこないエDKというまじないである｡叉 ,その人が生駒使っていた茶わんを･測った少.
●■●●
<ノカサを焼いたbする｡現在ではかわbLK:安わらを咲く風習が残19ている｡
入 棺
死体は昔は港で洗っていたが .現在はアルコー ルで洗ってから白い解物を新せてケサをかけ顔斤
●●●
をかぶらせる｡ これはサyヤ姿と育って妹に出る用意を盛えてやるもので .他に･.>pl寺からの凡芋と
弁当としておにぎbヤ酒,たばこ等 ,生新好んでV,たものを身につけてやる｡か棺に比家族0)瓜や
彰を切.'て入れたD.お金をd文(現在比,紙を9]って入れる )入れる｡叫郎士すわb棺で ,手を硯
ませ足をまけさせる｡
大 堀 b
棺かつぎゃ穴砺少は許組の人がすべてやってくれる｡もし手伝いが少ない.静合には棟内,-Jtが誹親
でもある人が手伝いに入る｡
法 事
49日と1年日(ムカワ7))をかっては親せき･門租を呼んで盛大にやっていたが ,現在は身内
のものだけでJPるように浸った｡
-遷
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10 竹の荘の年中行革
田 中 民 子
当地方における年中行封をみると.滋も琳色があるのは吉川の当番崇と庚不順 の2つである｡当
番類比上古よb伝わる古式ゆかしし1億の一つで .H祈ロ50年には腺の無形文化財に指定された｡庚
祁額比庚神様の祭で7年に 1度あり.神楽も舞われる臓やかなか額である.この2つの行鱒を除け
ばマスコミの進歩 .文化の発達 ,若い人の都市への流出等にエ少,戦前頃まであljZt数々の古来伝
来の年中行解はすたれ ,又 ,簡単にをb淋しいものになってJ^る｡正月の数々の威式 .大鍬初めや
涌乞仕今はなく盆折りも淋しいものになっている｡しかしか年番Dから朋いた話をもとにまとめて
･ケエf)｡
1ず特色ある当番祭と庚順 についてみる｡
I
庚 神 類
7年に 1度定まった日でなく,秋の取入れから正月の間の 1日を過んで行恋う｡当日の前後の日
は喪神組の人が奥まb酒 ,御馳走をして ,家内安全,五常数積を蘇ってお経をあげ ,当日は皆仕事
を休み ,酒 ,壱砺血走を食べる｡夜には神楽が舞われるが .これは成羽から神楽太夫がやってきて耗
うのである｡ この庚神様比岩村神社にあD,昔は神社の小作料の収入で庚神祭も行なっていたが ,
戦後の故地改革で絹牡の土地はなくを9 .今は各戸千円平均を出しあって行っている｡そして神楽
も特定の場所でなく.個人の家に引き受け当番のようVea:D,これも信仰上9離れ .しなければな
らないからナるというもののようであるb
当 番 額
八怖神社の秋の大祭で10月 1日より始ま927日に終る｡ この当番額については ｢吉川誌｣･i･
参考古てするn
10月 1日･･..･迎え当と当指しの頚巷
本年の当番を決定する｡決定は釣b鼓をもってし,10才前後の男の子の中エb選ふ 当番にな
ったもの(･t盛に榊の薬をつけ身にtrJ白衣をまとうD
t0月 19日･･- ･垢離職の額番
河内田大明神という所噸 戸四榊を杷る塩垢触大明神とhF)のがあり,そ0)岩額の前で当番 ,当
主 ,その他係b役が参拝し棚牢の棟を行な)｡神前には片木膳に玄米 ,及び籾を盛って供える｡
稚くぐb
当番が神前で経をくぐb越え人界上b神界に入る究拝を表す｡ 1
1ul22日･- ･･口硝けの額額
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当崖壮早朝より表庭の沖(-'r凌所に-クケ竹をii:てる｡ これは上古 .神威の嫉き時代の子機 用であ
る｡ この頃如 ;終ると親族 '知己を拙いて正金の宴引抜す｡そして宴会の途中 ,伏兎項餅をつき,
神前に供える｡伏兎はi非-を油であげた食品で,油でフトル戒 .環餅は米の粉でつくったものを転
じ曲げ油で糾けたもので ｢曲る｣の義である｡
10月23日･････口朗けの額壌
22日の行事と同じである｡
か少や
10月24日･････仮鬼打ち
仮屋は八幡神社地域Vこ滋初 ,地主神を紀った形式で斉場 ,天韓磐塊と同風 ｢力｣は.商い城 ,
｢少｣は尖る強で .分水七批 神を杷る吻所と思われる｡flIf_内?)東北畔に約十坪の仮崖を娃て(H浄
しめたわ
な生木で困Ll,注射適をめぐらし,内軸に孤を引き25日,26日の当番棟のお宮入の脚 室所に
する｡
10月25日････.宵 額 ,Jh
当番 ,其の他帯固諸役が当屋の家に敏郎hL,岡城破正して神社まで行進して参拝し ,仮屋En=入
D.詩役は当番に対して祝否を挙げ当番御頂惑式を行なう｡ こEl)時 ｢御前へ叫1.申す｣,｢舞台
へお礼申す｣,r左庵へ益座へお礼申す｣と双方戯固くb返す｡
10月24日'･･.･例 額
本社の大都であり,25日とr司機 .当番 ,係少の諸役が威風堂々何列いかめしく参拝し慣屋に入
るo仮瞳での行jiiも25日と同様である.
大額vc轟拝する｢鮫民よb御歓の御井子袋が当番の軌化山と蛸せれる｡午前 11時より賛助,午
後頚 .E咋)御神事式を行なう｡綴ると当番 ,諸役の匪止の行群がも,S｡ これが当社祭典の呼びもの
で,参拝者一同手に汗を握って見入るC
汰(I,C三庄吉神馬の演べ馬があって額典を終る0
10月27日.･''I-クケ投げの頚髄
-クケを取Dとわし.当主所有Q)山林で柏や松 ,捻尊の立木を相手に原形のままに組立て正面に
頚城を設けて,押収猷し分け藤奉養の余席をイ亨をうb終ると神社(,I:畑b当番領終了の奉告嶺を行
なう｡ この時両当番は円座舞を奉納する｡
鮒 さの吸物
あらゆる御駈産金だし戚早御馳走する材料がなくな.'たという意で ,根付き(大槻葱 ,野菜の掛 -J
ばかり)の汁物をだす｡
相打ちのij:串
- 1Lrllt-
虐使の馳 走に鐘早粕のみとなったので,これを二組に分けて互に打ち軸ナて興ずる｡ これで全
●●
て終9,27E]の夜.今朝山に移した-クケに対し当番及び伝守比75膳を供す｡
次に年中行朝の主なものを月日の版にみてみる｡
正 月
o 元 日･････早朝に起き.男は若水を汲みに足袋を壮いて,紋つき,袴でアキホウに伺
いて出ていく｡そして身を汁め神々を弛b雑憩を食べる｡ この知徳にこの地方では塩ぷ少,ホ
ウレy革.ズイ千草 ,ノJ),ダイコン,ネギなど入れるC
元且には戸を脚ナると大年vc入れた相の神が出るからといって ,戸を閉めて頼る習解がある｡
これが鞍正月であろう｡ I
0 2日･.･･･仕蔀始め
鮮初め- - ･百姓始めのことて態 の軌 松の穂 .川柳の芽を空き方に向けて軽 く｡
つくり初め･･- ･ワラジを片足つく.'てぶら下げる(年神様 )｡兵家では男子は藁紙工
をして ワラブ,牛網などをつくb.若年紗 捧ヽげたO
柾初め,沓初め等も行なわれる｡ 一
〇 5日.- ･･三賀といって身祝するまでは元且 .2日と同様で福の神 ,びしゃもん様の日
だから福の神を掃き出してほならをいと嘗って辞を使 うことを嫌った0
0 4日･････この日よbお餅を焼いて食べる｡
0 5日･････入b初め
との目上L)山-入ってもよいのであ9.山へ行って少し木を切ってくる習慣がある｡そ して
それを矧,CL 5月の田組の壊初のR飯費用にする｡
0 7日････.七草雑炊
o レ1少初め
大豆とお米をhl9て.それを飯 とたいて手柵こ供える｡
0 9日･････山の神棟で休薬日
0 1 1日.｡...大鍬初め
牛に装束をつけ早朝(人上9早い方がよく午前 1時頃よりてるものがある｡ )助けをつけ親
父さんが苗代田で ｢の｣の字を左に田を引 く｡以後田をひいてもエい｡そしてこの行き椅9に
rJrレポー .ヤレポ-｣と大きな声で叫ぶ｡ヤレJiト とはヤエホ(八重稚)のことで鍵が^重
になるように成長するエDKとVlD意味だそ)だ｡ この行彰も終轍位まではしていたとのこと
である｡
l
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四月5日･････女の子の飾句
5月5日･･･..蹄午の節句
屋根VC吉浦とよもぎを作って抄ナあげる.
4月 1日
仕婆を休みゆ雌 とVlって鮭餅をこしらえる｡
金銅b･･- ･8月15日
惣杜の封好捕で攻 .花火をあげて行なう｡この時出社もてる｡ この振叫 ま午前 1時頃まで牌 ′ト
屋には仕甜け花火をこしらえ.この花火の合図で終る｡この頃は若者の減少から閉り手が少Vlの
で貴金を出して行なうJ:うに在った.この柄17は竹の荘師如く高梁の松山柄D(その内の庶民の
節b)が加味されたもので .吉備津神社の宮内節Dとよく似ている｡
彼岸 ･････
5月と9月にあるが当地方ではお寺(大村寺)と1里も離れているため,か寺との!淵旅があまb
なく'別に何 もしない｡
大 晦 日
晦日VCは ｢頃の辞も倍心から｣というエ)に ,編を焼いて食べ ,その頭を豆抑こつきさして軒好
さす｡晩にはそばを食べる｡
以上の定収的に行をわれるものの外に雨乞いの行串がある｡ これには色々あり,戸庵｢人うつ出
て太萩をたたVlていのb続けるものや .みこ山へ帯を物を持って登 ったD.大山へ水もらVlE,⊂行く
行19がある｡私の開いた 49才になられる仁熊八郎氏({上ると,小作人がかって水を大坊忙しをか
ったからである｡今はため池が 20数個もあb.又 ,士恥が粘土質をので水は十分あるそうだ｡そ
れでも昭和 20年後 12回雨乞をしたそうである｡
終 b
参考 資 料
｢吉川誌｣
11 竹荘の生活
柴 部 奉 伸
rl) 生 活 1 般
生TB水埠の高さは,頂附町の中では高い方に属する｡その中で豊野が一番よく,上竹 ,下竹の
煩に低くな9.それぞれの周にかなDの格差がある｡Enんほは平均 1町糧持19ており雑 とたば
こが主な収入源である｡盤野地区では.たばこは平均 2反で1反につき10万円程の収入がある｡
テレビir17割 5分 ･問気せんたく器は4割 ,屯気冷蔵斜 ま5%～ 5東の家庭が持っている｡新朋
は85妬ほど淑ってt^る｡生活扶助を受けている家庭壮 10軒程であるoそればだいたい下竹と
上竹の部落の中ER:あD.部落は 128軒ほどある｡オ-トバイはほとんどはhってV}る｡耽米食
家が多く,耕うん機を持っている｡典家は血肱へ入っておi),幾協への貯金が去年 1年に6.70
0万円程だったとIv,う｡只物も盤払 L通じて予約鮮帯をしており.砂館 .せっけん等性年間予約
をしている｡このように出払が強い勢-力を持ってレ､る｡その他の衣料品等の焚物は-<スで痛梁に
行ってする｡出かせぎはい執 Uに塵肺や中庄に 10日額出かける｡
I:21食 習 慣
打) -レの食物
お祭りVCは魚市がひらかれ ,かすし(さげすし)や甘酒を作る｡正月にはぷDを災い,忙し
めを作る｡おぞうにに,はぜぐDを入れ .ぶ bやかhを食べる｡塩ざかをが多く.肉はあせb
食べてh夜レ･｡(くみざかな) F
iI
巨) フ?'ンの食物
昔は米5分,蒙 7分というのが普通で食串の回教も4度だったが .今はそんを ことはない｡
新豊野と他の地区では食生清に少しひらきがある｡
(.ri) 衣 習 慣
腰せきからズロー スへの移行は昭和の初め頃だ･ったといわれる｡ L
l･^,) 住 習 供
かやぶさの屋根は数えるほどしかなレヽ 青倉 .板鮎には .わら助 ;多Vb いろbは明治の終
り頃から哨献しはじめ ,昭和 24,5年に性 10別号どになった｡愉収少は ,大漁柱があD.奥
の間 ,中のFHLJ,なんど,土間となり,土欄は広い｡まやは.ふもやのうちにあったのが,昭和の
初め頃からほなれへ移っていった｡
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12 賀陽 町雑 感
井 上 弘 志
地理学者にこよなく愛される令姉高原も柘梁川の谷を堺にして,その東西を比べてみると.少な
からず共をる点がみられる｡畑地の多い,谷の新 しいのは .やはb高梁川上Dも西の川上 ,阿哲地
区であるが,高梁川の谷から兼西の高度上に登るには同様の坂道を登らねばなら的｡ 4年前に高梁
からバスで類似の土地へ乗少入れる後会を柑た時 ,田舎育 ちの私も友人と2人でいたにもかかわら
ず.口先でhtJし尿いちx)エうvE申しをがらも,山の中では少なからず,不安を抱いていた｡それ程
ひどhカー ブの多い坂道を時には道と川k'けの山間を通9.田が絹けていても,小さな段々の田で
ある｡新しLへ谷の細い道をバスは登るのである｡耳かッ-ンとするのを感じをがら.･･- ･ ｡
然し,正力の峠という鞍部にくると,10人が 10人びっくDするのである｡即ち.｢且高原上に
てると,そこに拡がる土地はなだらかを地形の村であ9,水田である｡V字の山間を登った人々に
とって醸 開ける平坦た地形は想像以上の広さをもって鉱がb,初めての者の目をうば)のであ
9,私もそのうはわれた人々の中の｢人です｡
生活を続けるよ)になった賀醇の地は .岡山県のほほ中央 .対角殻の交点にひし形をし,昭和 2
0年2月.上房郡上竹雀 ･丑野 ･下竹雀吉川の 4カ村と吉備郡大和村の 5カ村を合併し,人口15.
800人足らず ,面哉 127平方キロをもって生まれた新しVl納鹿付である｡この町の中′山ま,演
原上に点在する紳盆の1つである竹荘盆地であ9,県道耗簸→金川敵 沿 って新しく生まれたk_野
J
新町(竹荘新町 )である｡谷エbも早くから舶かれた500- 600メートルの平祖面は畑地の多
い吉備高原上に在bながら.田が多く.特異な存在とそり,県中部の軒倉となってきた｡例えば ,
旧亜野村の場合 ,全秋恥の7割以上が水tl]である｡と仕官っても高原上のことゆえ .町oj北堺をな
す大平山から人の手を拡げたエうに南に伸びる山並みのrlaの部分比 ,他の高原にみられるように′ト
さを田畑が ,山のふところまで入bくんでいるといえよう｡そして谷の奥にtt必ず池があ り,米作
Dに利用されているC この盆地の西部は段々と高庇を満め,高梁川の支流による新しい谷との間に
樹 陀 つくってその地肌を天LE嘩し,町内第 1の畑地を形成している｡東部比ゆるやかに下斗年老
vlた谷に連な-てVlb･南敵 軍 形の山並みを軽で北東→南西VCのぴる軌 ｣の断盾に,その南には ･
. %川から大和に続く,なだらかをLL併とそのrRIに描けている水田が 8町.-r'><(腺指定文化財 )に見られ
r るt.とく拡が少,高原上と比思えJl青朝をかもし7t･Lでハる｡が ,今一歩南にのぞめげ ,高梁から
登る時 ,目を見はったV字谷と同様の如しいけわしVl谷が続き,今更のよう(･C,高原上にいたこと
を想起させられるのである｡以上が 一賀階の大地の戦略でろるが ,ここで生活の舞台をtとめてみ
ると■
1 町北部の竹控盆地の水田地背
2 町南部の準平原台地の水田地帯
5 町周辺部 ,iklJ新旭にみられるV字谷の山間地常ということができエう｡
この水田中心点村である賀勝町のあb方を考えてみると.一見平和そのものの桃源境ともみえる｡
この地qeも現代の時点VC於て他地域にみられるQ)と匝jじ.ii同がみられる｡
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せず ,機械化ということを考えてみよう｡｢刑阻町の軟｣に｢･･･エンジン夜も9なる･･･｣
とあるように常にそa)エy･}ンC)普がさかれるのである｡(硯にこのベンを細かし~ひ-る時もI.
)｢現代の曲菜qJ先端も機械である｡｣と育 って青いすぎではなVlように今JP馳薬も全ての次元(,C
磯秘ら梢 入され ,珊々とその央組をあげてレ鳩 のであり ,これは少をからす ,日本の工業力のた7f
ものとみてよいのである｡処がこれをのば71して.喜ぶわけにはいかないのが ,それを使 う側の姓
村である｡例えば ,動力耕うん機を敢えても.昭和50年わずか 4台であったもo)が昭和59年に
は852台 と(L脚 ロ59年総廃家数 2.195戸)めざせしい増加である｡最初から導入の予定なら
まだしも不意V〔入って来て大きな力を持つようになったのである｡杏,今日では主力を示している
わけである｡従って昔の鹿発と適って ｢耕うん機のためVC働いている- ･｡｣とか .｢米代は全
部耕うん磯にしたがまだ足ら約･･･｡｣等のことばがしばしば開かれるように ,金のかかる鍵薬
になっている｡その上に家庭屯化などというのだから全 くその傾向はひどい｡そしてかDに耕うん
機が番人できたとしたら,家に出入bする道を成しへは鉄道を修理しなければならず .牛を使 うエ少
ち,少数の人しか依用できないのである｡然し,それを乗L)越えて導入されており,今吏女やてらナぐ
れた磯城力を珊研させられるのであるoそのため,収入の多いタバコ作 り,乳牛の斗人がなされて
いる昭和59年の場合 ,也産物の販売店の割合は水稲45感,煙草 22妬 ,畜産 12番 ,その他 5
留と希っておb.水稲のみの政美から.脱皮し,金の入る座薬へと改善されている｡然し.これの
できる朗象はある程度余裕のある田畑の多t^臓 であb.田畑Q)少ない人々は兼業を出かせぎをよ
ぎなくさせられるのであるC
出稼ぎとLnうことは人口の移動という観点からみると大きを間藤であるO合併当時の15.798
人から日 901人へ とと10年間に1890人の減少を示 しておD.転出だけをみると.昭和 5
8年 794人かどろく数である｡この傾向は鋤き手,中 ･高卒菜者に多くみられ .これにエD.過
家人口壮特に少なくなってL^る｡ (昭和 25年を100とすれば .昭卸 59年は85.5である｡)
そして.蝕無期は大きな人手不足をつくD.貸金も息とうしている上うである｡例えば .今年の田
槽項が 1日t500円o)ところもあるとか･･･｡
以上 .曲発く中心産典の)について一部分をみてきたが .盲(から青僻の穀倉としてその名を知
られた解 の地も,他U)産業にた上ることができず ,現代の変ほうの中にあ-'て .金のかかる鈍菓
-の変化や,老弱化する人口等と大きなJ<タダyを抱えをがらその進むべき適を色々の方向tR:求め
ているといえ上う｡
r
(丑野′J､教諭 )
rT / .
.良 .､≠
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第三綱 小研究報告 .随想
1.地域論研究10年
高 田 正 規
私はここ 10年余bを発材の探訪とその生理vcすごしてきたOその契機になったのは学生の頃耽
んだ 晒 し首からの解放』であったと思う｡ この本はEl本の魚林漁村の ｢貧しさ｣の実態を195
0年段階でルポル ･タ-Jユ風にまとめ,その根帝を地主制vc求め,それにまつわる半封程的な生
瑚 係をみごとに描きたしたパ トスのある作品であると今でも思っているO この頃から私は半封筏
的生産鵬係なるカテゴリー が何故結論的にいいうるのだろうかとい.うことに興味をしへだいたOそれ
からの数年11比 ,日本兵業の構造を理由的忙中狂的に究明しエうとした蕗先学の著番を一つ-つ玩
んで行くことケこ凸やされたといっても過IuTで経たhoなにしろ経済学なるものを殆んど知らなかっ
た私にとって比 ,引用文献の原頻にあたることだけでも大変な仕怨で五･つたし.マルクス経済学の
難解な語句を理解するだけでも大変でしたo Lかしその頃e)私は読みかつノー トをとることが楽 し
みであった,そのような生活の中で脊かれた卒菜論文牡や).,-ib私なり(n=従来の学説を毛理し,契狂
的にも理論的(･こも ｢おかしい｣ところを発見出来たものとして ,私C)研究を持続するうえでの原動
力となったといえる｡ しかし,私紘ほんとの意宛での 周 査｣を知らなかった｡だから今の学生諸
君絃 rよいなあ｣といつも思っているC三年の夏に行なわれる社会科合同の網走に参加して思うの
汁,学生の頃やってみたかったということであるO
だが私tにもf-ヤンスが訪れたo卒業してから砲盈盈室に洩った私は ,はじめて興除相の嗣査L/C河
野 ,石田先生などにつれてし､ってもらった｡!･-tじめは統計を写す仕串であったOそ･73&/:土石田先生
と検地帳を盤捜した｡古文沓にか目にかかったの吐この時であるO在学中 ｢古文幣学｣をとってい
たのだが ,はじめはよく読めなかったが教えてもらい毛がら盤捜して行 くうちに沈めるようになっ
tL,
ここから私の研究は出発したO私の論文の処女作はこのときのものi･先生方のかすゝめで ｢岡山
史学｣にのせてもらったものであったO-つやり出すと岡 は無限に拡大されて行った｡干拓史の
問題 ,水利問題 ,土地制度や集落 ,イグサ栽培 ,米作 ,長氏運動 ,偶作 ,機械化の問題とレゝうよう
vc界除村という一つの村をとり扱っただけで研究細 がどんどん出てきた｡その後 ,谷口,石田先
生のお世話で池田家文庫の整理に当った｡これまた私の研究の上で見a)がナととの出来ない碑であ
った｡仕串の性交上古文香rL毎日接ナるものだからいきお tJl近世史に興味と関心が溌せり,明治維
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新の位配づけなど学生時代に著書では晩んでいた事が現葵に古文書を並理して行く過程で明らか
rLなるようを気がしてきたからふしぎであるoこの年も諸先生方の好意で牛窓町の嗣査につれて
レ､ってもらった｡興除村の調査も経線された｡問題比をんほうでも出てきた,毎日の勉強が楽し
くてしかたがなかった｡この時ぐらいいろいろ勉強した時はないと思うくらい充乗した生活をか
くったと思う｡このようにして私の忘れることの出来ない ｢寄生地主制と兵民運動｣なる碗文が
出来あがったのである｡おそらく絃じめての駒文といえるものであったと思う｡
この年 ,私は正岡高校へ振出した｡これも今から思えは幸いだったo典除新田に入柵した人々
の出身地でもあったし,平也虫村とはぜた展った生産が行なわれていたからであるOここで私L･rt,
はじめて け出城的｣-の目が見ひらかれたといってよVIo今でもよく｢あんたは地理か歴史か｣
とよくいわれるが,この区別自体が私はおかしいと思ってLJ'るのだが ,広大の西村先生が連署さ
れた,デルタ塾と多良海型という親戸内地帯の瓶塾区分を実際に ｢なるほど｣と思ったのは笠岡
に行って私独自の研究 ･調査を始めてからであるといってよho
これを弔三の起点として私は ｢瀬戸内地竣｣をどうとらえるかという地域的な仮税と,なぜこ
うとらえるのかという発展史的仮説をようやく得たといえるだろうoそれから以後はこの両者O
仮説を実証するとと把持力を狂いできた｡この間 ,Lへろいろ夜雨丑に参加した,自分な如こ亜理
もした ,仮説設定に関しての勉強もしてきたつもDでいる｡これからも私は ,仮説を実証するた
め(/t瀬戸内の良漁村を歩きまわり,ホコリをかむりながら教科の探訪をつづけようと思っている｡
一方これまでの成果をとかまとめ再整理し新しい開局点を再鮮成してみたいと思うし,セトウチ
をうきほ少にするためrLは ,吉備高原や中国山地の村々を知ろうと思っている｡またそこでさま
ざまな間鮫が私をまっていてくれると思うからO
このように回想してみると,私の研究生満自身が多くの先生方や詩先学のあた かゝいキズデの
中で青くまれ ,青くまれていることに感謝せずに紘いられをV'.歴史のタデ糸と地理のヨコ糸の
中に私e)めざす ｢地域輸｣があるoどんなオリモノにたるか結わからないが｡
(青陵高校数翰 )
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2.社会科学習におけ る統 計資料の活用についての 一試案
越 宗 公 彦
1 はじめVC
社会科にかいて仕 ,社会生活に対する正しい理解を得卓せることが ,-つの大切な目標である｡
したがって具体的を社会事象をどうとらえ ･考えるかということが韮掌を問題であD,その見方,
考え方を客観的なものVCLていくためtn:紘,できるだけ多くの社会事象に凄することが豊まLh o
しかし,複雑多様な社会生酒の中で,児垂が直接に経験することが出来るものは ,空間的にも,時
周的Kもきわめて限られているO児丑が直接vc澄験ナることの多く技 ,限られた群塊の中のある一
面であることが多hc
たとへ自分たちの生活要項外のことに関心が広がったとしても,複雑な社会革兵の中から一定条
件のもとにかける観察の対象を自分の力で選び出し･供寮の括果を客観鰍て位儲づけること(･j:ひじ
よう8･'(むつかしい｡そこIT,児兼の経巌を補い ,視野を広め.さらに(｡:戟寮の方法や輝度を養うた
めL'-,教科事 ,地図,年表 ,その他の資料が活用･Eれるわけである0本位では ,本年からそれらの
洗料の中から特に鹿計fifH′こついての研究を槻 んできた.学習抹程の中で ,威計資料を効果的に
顎扱うir亡は如何にしたらよいか｡主要な間質である｡また,まだ研究は哉く,現在やっと前向きに
一歩進めてし､る.
2 社会科tn:かける統計の聴扱いについて
で(･i,なぜ社会科にかLnて .社会事故を理解する5えに統計を使うことの意味があるのであろう
かD
詣蒋貴簡では ,第五学年指串上の留意軒項に(2)博 にこの学年頃から各超の統計ff料やグラフを
利用する学習の機会が多くなる｡したがって ,その際忙必賓を基礎的知識や技能1/こついては ,井致
科との関係などを考えながら,適切な指導を行うべきであるO統計 ,グラフの利用Uこあたって比 ,
あまb肋 なゝ数字にとらわれず ,その概数糾,tあく舌せること,全体的な傾向を理解させることな
どが韮費である｣と番かれ ,又 ,文部省の小学秘虻全科学習指蒋法lKかいては第五職 計 ,グヲ
フ等の利用とその指串の中で ,統計グラフを使うことの意味として
(1)全体の傾向や動きをつかむのに役立つ
(2) 主税的 ,経済的群実の観察に客艶 を与える｡
(a)集団の中での個々の市会の理解を究めるO
以上の三点を示してある｡
指事にあたっては ,グラフの表わし方にもそれぞれ碑文があり,その特質を知少,これを生して,
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使r)ことが統計の意味をいちだんと生かすことになるのであるLI
.I, 統言慨 料からみた社会教科汽の取扱い ′ト学校社会科節 5学年の教科酎 こ出るグラフの種類
グヲフヤ図表は ,その他さし絵 ,写兵 ,也
図などと共VC,社会科教科宙では ,視聴党教
材として重要な役割を果している｡
租亡,グラフ(,{ついてみると,｢代作社会
の装中こともないさまざまの事象の動向Iを放免
的側面から展望し,統計鰍て考察していく必
･フ篭艶垂A Bー C 1 D .E
* !50 一1 58 55 5 1
l 円 55 15 7ー 55 17
L 折 れ 線 i20 2d 15 17!20
帯 12 55 7 109
賀 性が増してさが拝情I.{応じ,そのための資
材fil･い､つそう,印象的な形で連出して ,児恵生徒の理解を容易I,tL,明確夜ものにする目的から使
用書れ ,発通したものであるo｣と文部省刊の 陀尾髄党教材の利用』で述べてある｡さらt,'C図表に
つし(ては,｢グラフが統計賢材の捷示忙関するくふ)の一つであるとすれば ,図表は串がらのしく
7Jや筋道を単相 ヒして提示するという働きをもっている0番がらの系統的T=整理 ,分頚という働き
をする国衆は ,蘭 の横紙にいっそう近すいた視聴党教材といえよう｡｣とある.このように盃果
た段別を有するグヲフヤ図表が ,′上､学校の社会科の教科番では ,どのように砺級かわれてhるかを
挽射した｡
/)､学位社会科の教科番Kついては ,12年では ,グヲフ紘殆んど使用されす使用されても絵グヲ
フといった形で使用されているVCすぎかへ｡ 5年から,4年-と進む'JCつれて ,グラフ図表の敬は
･ふえてくるが ,この学年は ,-3ださし絵 ,祝明絵の割合が多いことに気付く.さ抄こ高学年の5年に
-,1>･ちとグラフ,図表の視党教材に占める割合が急敵にふえるようにを9,との段階tJc至って ,資料と
しての官庁の統計が使用され ,樺 ,円 ,折れ線 ,帯の各グヲフが利用郎 Lていることが脅板される｡
また5年から6年に進むと,グヲフ図親が少くなるということは ,歴史的要素の強い 6年教科脊よ
Dも地理的襲来の強い 5年教科笹の方がエbグラフ.図表との結びつきが著しいということを実証
するものである｡
4 資料の効果的な利用なま('って
(1)統計汽材を中心とした社会指紙 料の作動
社会科にかいて,社会事象を理解するうえに統計を使うことの意味は前述 した通Dである｡これ
比文部省の社会科婚前法にも又 ,指串繁簡にも明記してあb基本的な態度としては学習の目標を有
効t/C達成するために利用し指帝を進めか領であると示されn′嶋 Oこのよう桜 本的な考え方から社会科
学習で子供達をとりまく統計 ,グヲフがどの.tうVC表わされているか ,それを静べてみよう｡それ
jL･どのように額扱い指申すればよいれ 教科凱こ掲載されているような手近にある統計 .グヲフを
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､-二 二 よ
できるだけ活用し,｢とのグヲフ壬あとで見てかきましょう｣というようを指斗忙ならをいためVC
もと,指蒋巣材を作成した｡時間を急いだため十分なものではないが ,これを節一試案として ,社
会ycかける統計貨斜の利用上の閉局点を究明し,子どもたちが .社会生活をこれらの発料を通して
見っめ ,つきつめて考えるような指導を,一歩進めてきた.
鰍 1) 県庁のある岡山市
小 単 元 l 学 習間塔 と学 習情 動
(罪 4学年)
読 .計 資 料l 備 考
剛 に集まる交 巨 岡山はどうして人々が多く･VC
いろいろ在施言甘
ぎゃかだろう
1岡山を中心とした交通図を見て
鉄道や道路が岡山rL'集中してい
る上うナ忙ついて話しあう｡
2岡山駅の降車人員を乗車月岡TJに
表わした図表を見て話しあう｡
5hなかから岡山-くる人々の目
的について網べるo
oどんな役所や社会がどこにあっ
てどんな仕事をしてるだろうC
@t･.p24
0岡山へ見物など!,こく
る人
o岡山市陀集まるバス
会社告知bその利用
状況を読みとる｡
帝)岡山駅の乗降人員
岡山駅でかbる人々
比どんな妹接の町や
村からきているか知
る｡
･乗車駅別に調べ
たもの
a)捜粟研究について
a 学習内容の構造イヒ
単五の目標を到達するために,私達は福村要衝の目標や内容を基準にして授業を展開して
いるわけであるが ,単元全体について構造化舌れたイメーLyをもっていないと,せっかくの
食重な一時間の授業が ,断片的なしかも,平板な詣抑 こ終るととが多い｡学習内容について
は,学習展開前vcおいて ,その単元の目榛を支えるもの,つまb中核となbうるものを選定
し,幹をつけ骨組をしっか9させる必費がある｡単元の帝造化がはっき少してかれは ,教科
の選択や ,賢解の捷出時期 ,方法なども当を得 ,また 1時間1時間よD,たしかなものVCな
し得ることが出来るo効果ある学習を進める正は ,必要以上の貿料を集収し.連出して,そ
れVC頼れることにあるのではな く ,むしろ,最小限どれだけのような資料が必貴かというこ
とを明確VCL,それを完全に使いこなすことにある.
一例として ,-5年生の単元 ,わが国の=葉上9,′ト単元よD,貿易と問題点の構造図をあ
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?
??
??
貿Elの紘たらき
としくみ
おも丑輸出入晶
とその栂手国
げてみよう｡
働 pd5 輸入品のうち原料のしめる割合 ｢通＼.･.メ
商白舎昭 54年｣
㊨ pdS 外国L/Cたよっている割合 ｢′DJ
㊨ p‥ ｢おもな輸入BpJ..957,.958
㊨ pd7 日本の輪人品の削合 1954-1958
㊨ p`8 かも牢蛤出品 ,957,1958
㊨ p`9 日本の翰出品の割合 1954-1958
㊨ p72 日本の突易の相手馴 958
(a) 統計韓料括用の立場
社会科指前装斜Ⅰの中VC乾料VC対する配慮として,rhうまでもなく曳料というものは児亜
たちが.それを媒介にして盈袋を一つ の社会中東を発見するとか ,その社会的意味を徹 して
いく手がかDにそるようVCという恵図で謀示舌れるものである｡したがって,正確さ,わかb
やすさとし1うような条件を備えていなければならないと同時に ,地域社会の生活の中から,ど
のような部面相 をとらえてそれを埼榊 t:+るかという根本的な開篤がある｡と省かれている｡
これは単に中学年のみでなく社会科学習に糾ナる深科観として考えられるものであるC これを
項臥的(n=考えてみると,次のように考えられるC
① 社会科単元の目標達成のために兵に必要とされる統計資料であるれ
㊥ 信頼性のある歳計か(確契さ凋 査時期の明堺なもの)教科倍の資料は ,学習目標に合致
したものと一応考えられるが ,中には年次的VC,おくれたものもあるとし､うことに関心をも
ち,新しhfiO料をできるだけ ,利用する心がけが大切であるO
㊥ 単純化し,学習の目標逮戒に便宜なよう再編成することも必亀
④ 染料せん定には統計汽料と学年的発達段階を考赦すべきである｡
ここでは一例として
特に(4)について考えてみると,社会の教科8忙出てくる統計預料が,井数科で学習する以前(･C
板扱われているため染料利用に困難を感じるという声をしばしは耳にするし,又 ,研究されて
いる学校では ･井数のカリキュラムの変更をなさったように開いているO資料選択に際して ,
私ども子供の心理性(,Cマッチしたものをと考えているが,井赦科学習以前のグヲフを利用しエ
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?
うと子供たちに,ここはこう見るのだと,現斗方は持萌してやD,その全体的を把塩 ,背後に
ある開運♯頃を読みとらせ ,考えさせるエDrtLむけた.
5 かわbK
(1)統計発射は社会科学習において ,目標集成のための克費な媒体である｡
しかしその使用の時と場 ,方法を充分に考えて適切に使用すべきであるO
(2) 社会的改みを高めるためには ,比較推移vc上る赦丘的軌みにまで伸ばしてやる必敦があるO
特VC低学年から,との数量銑みと共に,グヲフの示す串粟の理由を･考える柵 をつけてやbた
レヽ｡
(3) 数且的読みをしなtJ'で,社会的読みにtで飛坪している子どもたちには ,指迎者が ,指串の
初期に数過的耽与を触祝して,祉会的改みを要求しすぎてはしへなかったか反省盲せられるo
(4) 社会伸葬絞日 発々展しているO社会科学習もこれにそっていくべきだとすれば .統計資料も
又新しいものを求めなければならTcho資料せん定図表作成の幡間 ,図表の表現法等の研究と
過労VCおちhbやす.lo教師の労プJを磨くする方法はないだろうか｡
(5)iWL躯収 何でも教材用資料となると比限らない｡学習効果をあげるためt/C比単元目標達成
のため適切なものを選ぶ必姿があるC学年的弗連投階に即して効果的rL学習を発展させられる
ための斑料としてどん表ものがあり,どの上うに使用したら.I:hのかの手がかDとして ,統計
汽料表を作成したが ,集めた汽料の介朝と保管(利用に便利な)は,どうしたらよいか開拓に
なる｡統計を子どもが理解するt,′ト学生にとって,法則性など兄い出ナことは ,無理ではない
か.表や ,グヲフ-i:使って学習したらよくわかった｡使利だったと感じ.統計K親 しむJ.うに
なれはよいのでく.まをかろうか｡
(御野小学 校数 翰 )
5. 枚家というところ
岡 野 尚 子
架のところ何を啓いてよいか斬らないせせペソを狙 b,蚊家というところについて卑くつもbで
あるが ,とれ又 ｢忙しい｣を口実に何も網査してからす ,恥しい限りであるが思いつくまま述べて
いとうと患う｡
蚊家と書いてどう読むか ,人に上っていろいろと乱んでくれるが ,正しくは ｢こうのいえ｣で ,
由来をきいてみたこともあったが ,蚊とは関係をVlらしいくらいではっき9しないO阿哲郡の南端
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こて位qLL,南隣bのJrLt郡からも児東が委託児並として蚊家小学校 ,新砥中学校に来ている｡
所見から所砥行き,野馳行き,東城行きのバスVTLのb約一時間LZ)ところに阿哲郡哲多町坂家があ
る｡バスは一日五往復あb,-き地としては7tず7tずのところと冨えそうである｡言えそ)と言っ
たのは ,バス路線vc面したところはいいが .いったんバス通から入ると.道代惑いし家は点々とし
ていてたいへんなのであるOそれゆえ,我々が一番それi･感じるの絃家庭訪問である｡五万分の-
の地図(新見)を見ても,田井原の北の′ト学校から帝の板 ,岡倉毛 ,日金そして甘木と,吉備筒原
の中の谷から上がったり降りたり,全く足の展にまめがいくつか出来ることを覚悟して歩かねはな
ら-A:hl､この辺の人位 ,もっぱら軽二輪を利用しているQ
現在田頼えの終ったのを見てもわかるようケこ,蚊家は純鉄村であるO猫の額ほどの田を山の上方
-.漣で桝やし,田tn=しがみついている感じで,米を100俵も供出する家虻ですなhoそのため ,ち
う2.5日もすれば南部-田頼えをLに出て行き,また証にはい草刈9,冬に.は山-,道路工都へと
船人も鋤いているO畑には ,たほと,こんにゃく,托っかをつくi),麦結わすかであるO
そうし､った貧しさから来ているのか,児童の性格の中に純朴を一面,金とか物 ,あるLJlは梓力で
動くといった打井的た醜い面が顔をのぞかせることが多い｡蚊家には ,解 はわずかしかいをLJ'｡
ほとんどが働きに出,県内では ,岡山,倉敷 ,児島,県外では ,兵庫 ,大阪-出ている.蚊家でも
｢求む花嫁｣の声が強く,百姓の危機が到来しているO
さて,ちょっと山道(,C入るといたる所に鉄くそを発見するが ,現在生きている人には ,かんな,
たたらに携わった人はなく,まだまだそれについての研究はようしていないO
静かな村 ,蚊家で拭 ,ちょっと何かあるとすぐか酒を呑む｡お酒が出なければ気嫌が悪い｡これ
も一つの-き地性であろうO
先日,職員住宅の側に嬢が出ていたそうである｡夏や冬には猪も出る｡凍 ,猪ときいただけで-
き地fr.'なと感じさせられる｡
白樺の木のある蚊家小学校に赴任して二年日,ぼつぼつ校内から校外に目をむけてみエ)かなと
考えているときである.
(蚊家小 学校教諭 )
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4.中学校における地理教育雑感
塩 田 一 弥
今泰学窓を出て,はや三カ月過ぎた｡溝て奨際の中学校地理教育のむずかし-C:Tを身をもって感じ
ている次弟である｡ ここで墳近の中学校地理教育についての雑感をいくつか列挙 してみようoそこ
で中学校で使用されている地理教科番についての小生の考えを述べてみよう｡
教科番の内容をみるに,現状との間に大きを速いがみられるのであるt,今日ある生産が滅少して
いるにもかかわらず ,教科事にはありし日の生産状況を上げたものが非常に多h o そこで2,5の例
'5:あげてみよう｡｢特産物｣という胃薬があるO この帯旬o意味を私なDに解釈してみるに,その
地軌 こ特VC多く生産されてLへるもので ･他D地域にでは少ないものと考えている｡そのようなこと
から考察すると例えは ｢もも｣/lLt岡山県の特産物であると明記してあるが現状はどうであろうか ,
山梨 ,福島両県にその生徒の中心がうつっているのである｡-･tた果樹の生産の高い所は親族が適し
ているというように ,人々の環境-の適応 ,つまb人々の労菅を全ったく無祝してし､るのである｡
舶 県のi:うな地方でも今日生産が非常に①ぴているOだから,みかん:.こかいてもしかi)である｡
今EI和歌山の地位比低下しつつあり酉EI本 ,特に九州みかんの生産高抹態度(,C増加している(l･Cもか
かわらず .ほとんど教科lCも顎b上げられてLJl別へので奉る.イ革に.1.-いても同様であろうo岡山
広島県のみを顎b上げ ,筑後平野 ,熊本平野の状況を全ったくといってし(いほどとi)上げてないの
である｡
次に｢放伐化典華｣とレーう言葉であるOこの譜句L.j如 意緒は何であるかな生徒T.'C明確に教えて
おく必輿があると思われる｡さていかなる社会にかいても採井のあわぬ磯城化は奥の意味での機械
化でittなしrD例えは藤田村 ,興除村は機械化鼻梁の代表であると教科番･._VCは智かれてあるが ,LR
殴それでよいのであろうかO現象面だけなとらえてエいのであろうれ 当村は曲集モデル地区'JC指
定盲れ棚 帖 援助のもと･:!こ機械化されたので,もし当村0^々くてよって横根化が行なわれたら,は
たして採井がとれるのであろうか.まさに夷の意味での機械化ではないO当村をただ ｢横紙化長講｣
ととりあげるのは軽卒すぎるように思われる｡もし取b上げるなら,特別の授助のもとにと付け加
えるべきであろうOまた今日の機械化の中には次の様なことも含まれているOつまb都市近郊に卦
いては集家の働き手の中心(多くは主人)が工場など忙働きLR:出る人 が々多くなっているのでその
労働力の沸少面を機械化で補たi>うという例も多いのであるO今日一般(･{みられる主婦の過労働も
そのためであろう｡以上の様に ｢機械化政策｣とhD爾句をうのみにしてはだめであろう｡
港湾の条件ケこついても吉改良が不十分である.教科書に上ると港の条件は土地が陥没したかほれ谷
また姓リアス式海岸の所が水顔があb波が静かで港に適していると示されているDしかし,今日そ
-1Si)-
れだけで港湾の条件の説明扶十分であろうかo例えは水島灘はど)であろうか｡今日港拭沖横地
をらどこでもよいのである｡後背地が工場立地K通しているならは ,しゅんせつ船ではることが
出来るのfc･から,今日新しく作られる港の多くはこの上うな所が非常に多いのである｡水島,川
崎等比それであるO
統計束料のあっかいについて 統計焚料oあっかいは非常にむつかしいと思われる.例えは典
産物の生産謁についても年によってかをbの違いが見られるOその年の気象などによってその低
いはかなL)の追いがみられる8つまb夷の蛍がその統計に明確rLあらわれているとは嘗いがたい
のである｡そこで次の様に統計をあらためたら良いのではなかろうか｡私は桁 佃 どは過去 5年
間ぐらいL7)平均値IL･のせるべきではたかろうかoあせb期間を長くすると変化の状態がつかめを
いので5年 ぐらいが適当であろうと思われる｡それでは現状結いか把持導すべきであろうか｡7t
ずその統計は何年度のものであるかな明らかにする必要があろう｡そしてそれ以前の統計とを比
較させてその間の変化の状態を知る習慨を身につけさせる必要があると思われます｡だから最初
姓常に耗計が出卓れた年度に任意させておく必要があろうと思われますCまた歳計は正確な使い
ではない(税金がかかるため正しい数字告示亨をい)ということもつけ加えてかく必要があろう｡
以上実際の埋葬を通して主として教科苛の記載とその板扱いについて感じたことをまとまbも
をく宙いてみましたが .要するに今日の教科缶にいかVC工夫を加えて地理教育を進めるかが解決
の弟一歩であろう｡
(北房 中学枚数 始 )
5.新しさ生活あれこれ
若 狭 勝
新しさ教塩生括未だ5ケ月にも連しない身ですが ,そ碩 境に適応して行く過程で感じたままを
つれづれなるままに述べてみたい｡ます敦浸(7)婚前におけるバイブルとまでいわれている教科
笹が釈せっていると貰うととにつhてQたとえは帝国書院発行 ｢新地理A｣の中忙メルカト-ル図
法比方位が正しいというぎ己送があるoこれはとの図法では日本の兼はカリフ*ルニアであるとの感
じを抱かせるものである｡これは教科春を信じている生徒にとb壬大串である｡もう一つ水平肢帯
度の釈bを指精し教科幹会社に対 し発奮を出した｡それに対する会社の返答は次の様である ｢拝啓
来年度の供給本では次の様に打正させてhたたきます〇･..･･ど高見あbがとうございれ た｡敬具｣
これは私の生活に一つ の清見を与えてくれた痛快串であった.次に央際の投薬について述べると私
の粉 する学校に旺女子たけの家政科のクヲスが三つある｡叔初の中間テストの結果そのクヲスが
-15占-
共に串を並べて約5点ほど男女混合の商薬科に比べて勘 ､った｡ この原因について考えてみるに
(2グループの生徒能力の差も影響しているとの許もあるが)私の指i#力の不備にあるので枕な
いかと思われる｡若年の私VCは女性はかりの船に勇一^船駅として乗り組んで相を清ぐのがう･2
く行かなかったようである｡どうも授業中の精神的不安定がそtZ)成因であるように思えた0 6月
のボーナスを井う時期に在りようやく安定した授業もできるようLn:なった｡最後に印錐を使用す
る千ヤ./スが非常に増えたことも印象に放るでしょ).以上とbとめのないものを番いたが ,輿
味あるものをとの石田先生の御常葉に対し申し分けな(思って居bます.巡検L'リー ズ弟 4躯の
舶射′こあた･-,てくだきっている在学生諸君の労(,L-対し,お礼をレ小 との定期刊行物の一周の発展 ,
地理教室の充実を願ってかbます｡
(岡山 南高枕教 静 )
聴 取 項 目
-, 和牛現数と乳牛頭数と租の敢
o どういう果樹をつくっているかo
o 水田かんがhL･i,池か,川か ,官気用水か｡
o 米の反当収鬼はいくらか｡磯節 ,戦後 ,最近ではどうか｡
o たばこ作は何反位か .どういう品種か｡
O 出村の苦悩していろことは何か｡その解決策はどうかo
o 出払のよい点,惑い点について,貯昔はどうか.見物はどうか｡
o Ei.菜以外の収入は何か｡ L4
･J 子供にどん･fE期待をかけているかo
o 出韓はどんな所に ,どれだけの尚行き,その菜種虻7
0 労働の手伝-どん夜仕事にどんな手伝いをするか｡
t' 〟夜なべ〝i･すれは,その季節と疎漏vj:どうれ
o 女の仕有として決っているものがあるかどうか｡
o 飲水を共同使用しているものがあるか ,その名和まどうか.
- ※ - -※ ※ ※ ※ -
O 部組の屯涙,女だけの集いの怒頼
O 村づきあいの集豊で ,おかえし,あいさつはどうか.
0 分家の習tElH:どうか ,家柄 ,家の格式をいうか ,どんな時あらわれるかo
o 棟内の藤倉はどのようにして保つかd
o 主･嫁さん結 ,どこからもらったか .婚嫡圏vEついて｡
o L'よりあh nで座る位歴は決っているか ,それはどうか ,敬環にはどんな人がなるか ,討議の
方法紘どのようであるか.
o 例座-だれ-/):どこVC座るか ,側の消波はいつとろか｡
o 娩盲ん綻 ,入bロはどこか｡
o 法-aF紘何回忌までしているか｡
o 祈帝もするか ,どうか ,それはどん夜方法なのか｡
一一一･※ - - I※ ※ ※
o 只物は何を只うか ,どこで ,どんな物を只うかo
o 物禿i)(行商),仲只人紘どこから来るか,何を売只するか.
o 仕串潜は,どのJ:う75ものを着るか ,どこで只うかo
o 簡易水道があれは ,いつ頃 ,どういう方法で,どうして水道をつけたか｡
O 子供達比,どこの学校に行っているか ,通学方法はどうか｡
l
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巡 検 概 要 (昭和59年)
8月5日(月) 岡山う 金川I.) 絹渡 -う旭川ダム一十 西川→ 庭土 -う西川 → 兼併和(泊)
同大スク ルバス 親任教会所痛む
8月4日(火) 兼併和→ 栃原→ 浜尻-う小森 -う円城(泊)
徒歩 公民銘宿泊
8月5日(水) 円城･づ 加茂市場 → 豊野新町(泊)
徒歩 発酵町スクールバス 淑本屋旅虎宿泊
8月6日(木) 豊野一 俵原→ 抄本もIi-う昏川づ 足守→ 岡山大学
究牌町スターJVバス 岡大スクールバス
巡 検 参 加 者
指事教官
稲 垣 彬 子
浅 田 昇
海 野 多呼子
田 中 民 子
藤 田 一 彦
石 田 寛
花 野 鉄 紀
河 本 字 一
木 村 息 典
徳 田 和 子
小 谷 兵 人
宗 田 克 巳
河 原 孝 一志
浅 野 智佳子
柴 部 寮 伸
西 岡 礼 子
白 井 洋 一
田 中 恵 子 坪 井 信 濃 平 山 武 茂
藤 井 正 敏 山 下 春 夫 的 場 鏡 生
塩 田 一 弥 若 狭 藤 高 坂 知 捷
角 南 文 恵 (矢掛満載 治 )
前 田 正 昭 (下 座井 中教諭 )
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